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１ ワンナイト








　好きな人に『特別な話があるから二人きりで会いたい』と言われ、全く期待しない人間は少ないと思う。

　充みつ希きも例外ではない。

　これまで彼と一緒に飲みに行ったり、時には休日に遊びに行ったりしたことがあっても、あくまで『二人きり』ではなかった。

　そこには会社の同期やら、共通の友人がいたのだ。

　いわゆる仲のいいグループとして、大勢で盛り上がるのがいつものこと。幹事や主催を務め、仕切るのは充希の役目である。

　そんな時に彼の方から『二人きり』『皆には内緒で』『雰囲気のいい店に行ってみないか』などと言われれば、ときめくなという方が無理だろう。

　普段、『豪快すぎて並みの男より男らしい』と言われがちな充希だって、弥が上にも心臓が高鳴るのを止められなかった。

　──これって……そういう意味だって思っていいのかな……いやいや、期待するのはまだ早い。でも他にどんな理由が考えられる……っ？

　正直、昨夜遅くにメールを貰ってから今まで、充希の頭の中は今夜の予定でいっぱいだった。

　寝つきのよさを自認するほどなのに、ほとんど眠れなかったし、今日一日仕事は手につかなかった。

　心ここにあらずで空腹感は全くない。気はそぞろになり、注意力散漫と注意されなかったことが幸いなくらいだ。

　とにかく一日中、終業後の『呼び出し』以外何も考えられず、大きなミスを犯さなかったのは奇跡に等しい。

　金かね田だ正まさ孝たか。それが、今日これから会う相手の名前である。

　それなりに努力し苦労して入った会社で、同期として励まし合い切磋琢磨してきた仲間。

　初めは友人の一人として見ていたものの、酒好きという趣味が合い、話していると楽しくて、いつしか恋に堕ちてしまった。

　彼といると素の自分でいられるし、何よりウマが合う。

　ノリがよくフットワークが軽い分、やや危なっかしい面がある正孝と、姉御肌として頼られがちな充希は互いに足りない部分を補える名コンビとして社内では認識されている。

　『仕事はキッチリ全力で』を信条としている充希が、不真面目な社員と衝突した際は、彼が上手く間を取り持ってくれたこともある。

　交友関係が広くコミュニケーション能力が高い正孝だからこそ、双方納得できる落としどころを見つけてくれたのだ。そういう点を、充希はとても好ましく感じた。

　図らずも、異性に『頼り甲斐』を抱いたのは初めてのこと。

　その上、正孝から『男女関係なくこんなに気が合う人間は初めてだ』と言われれば、多少の脈はあるのではないかと思わずにいられるものか。いや、無理である。

　充希はらしくなく頬を紅潮させ、約束の時間ピッタリに待ち合わせ場所へ到着した。

　最近できたばかりのホテルのバー。

　夜景が綺麗だと、噂には聞いている。

　いつもは居酒屋で飲むのがメインだった身としては、場の雰囲気は勿論、呼び出し理由も相まって緊張感はうなぎ上りに高まった。

　──ドキドキする……鎮まれ、心臓……っ！

　色恋には疎いまま、何だかんだで充希は二十六歳まできてしまった。

　人並みに告白され付き合ったこともあるけれど、今まで盲目的な恋をした相手はいない。

　今回が初体験。将来も視野に入れ、真剣にお付き合いしたいと願ったのが、正孝である。

　この場で今夜その希望が叶うのかと思うと真っすぐ歩くことすら難しい。充希は先に到着していた彼を見つけた瞬間、脳が沸騰するかと焦った。

　──そんなに爽やかな顔で手を振られたら、惚れないなんて不可能じゃない……？

　ああ、頭も心もフワフワする……！

　心臓が爆散しそうになるのを必死で宥めすかし、充希はカウンターに座る正孝の隣にさも平静を装って腰かけた。

「ごめん、待たせた？」

「いや、俺も少し前にきたところ。ここ初めて来たけど、いい感じだな。高級感があって少し気後れもするのは否定できないけどな。佐さ藤とう、この前このホテルグループの企画会議に参加したんだろう？　すごい大きな案件だよな」

　──ちょっと背伸びして初めて行く店の相手に、私を選んでくれたの……？　それとも私が大きな仕事に関われたお祝いでもしてくれるつもり？

　普段の飲み会通りであれば、格安の居酒屋で事足りる。

　これまでのように、いい意味で騒がしい店に呼び出されないのは、それなりの理由があるに決まっていた。

　──駄目。やっぱり期待が膨らんじゃう……！

　化粧は直してきたし、薄暗い照明のおかげで充希の顔が赤くなっているのは悟られないはずだ。

　それでも瞳が潤むことは止められず、充希はさりげなく視線を伏せた。

「そ、それで話って？」

「前置きなく本題って、お前らしいな。せめて一杯飲んでからにすればいいのに」

「それはそうだけど……気になって。こんな風に金田に呼び出されるの、初めてだもの」

　店内の照明も音楽も客層も、最高に雰囲気がいい。まさに大人の空間だ。

　いつもと違う空気に呑まれそうになりつつ、充希は秘かに深呼吸を繰り返した。

　──今、下手にアルコールを摂取したら、強かに酔いが回りそう。これまでそうそう酔っ払ったことなんてないけど、今夜はこの空気だけで酩酊しかねない。だから私の頭がシャンとしているうちに、言ってほしい……！

　もはや胸を突き破らないのが不思議なくらい、鼓動は最高速度を刻んでいる。

　全身はじっとり汗ばんでいるし、何なら膝も震えかけていた。

　懸命に『普通』を取り繕っているのだ。これ以上は焦じらさないでほしい。

　そんな願いを込め、充希は決意を湛えた眼差しを正孝に据えた。

「……そうだな。勿体ぶっても仕方ないし……今日は下見に付き合ってくれて、助かったよ。俺一人じゃ、洒落た高級バーは流石に尻込みしちゃうからさ。それだと格好悪いじゃん？」

「下見？」

　何の話だと首を傾げる。

　すると、瞬く充希の前で彼は目尻を朱に染めた。

「実はさ……彼女にプロポーズする場所に悩んでいて、この店がいいと思うんだよ。でも注文や会計でバタついたら最悪だし、一回練習がてら来てみたかったんだ。佐藤が同行してくれて本当よかったわ」

　瞬間、充希の心臓が止まった気がする。

　実際、耳鳴りしそうなほど暴れていた脈動は、スン……ッと静かになった。

「プロポーズ……？　練習……？」

「付き合って三年になるし、彼女もそろそろ結婚したいって言うからさぁ。そのくせ最高のシチュエーションにしてほしいって強請られていて……ここなら悪くないと思うんだよな。佐藤の感想も聞かせてくれよ。お前だって一応女だし、参考にしたい」

　浮かれていた気持ちが急速に萎んでゆく。

　それどころか、むしろ枯れた。カラカラに乾いてミイラ状態である。

　愕然とした充希の様子には気づかないらしく、正孝は照れた様子で自らのスマホを取り出した。

　強張った充希の顔など、彼の視界にも入らないのだろう。

　細められた眼差しが注がれる先で、端末に映し出された愛らしい女性が微笑んでいた。

「ほら、これ。俺の彼女。可愛いだろう？　佐藤は俺の親友だからさ、一番に報告したかったんだよな」

　確かに、柔らかな笑顔が印象的でぽってりとした唇が庇護欲をそそる。美人というよりも可愛いという表現がしっくりくる人だ。

　だがしかし。重要なのはそこではない。

「か、彼女いたんだ……」

「ああ。大学の同級生。付き合い始めたのは、卒業後だけど。気心知れているし、昔から仲がよかったから仲間内からは『やっとくっついた』とか揶揄われたよ」

「へ、へぇ」

　声が震えなかった自分を褒めてやりたい。

　まさか秘かに好きだった相手に、恋人がいたとは。それも充希と知り合う前から長年の友人関係を築き、言ってみれば周囲公認。

　しかも彼女について語る正孝の表情を見れば、二人の関係が順調なのは明らかだった。

　──って言うか、プロポーズしようとしているんだから、上手くいっていて当たり前なんだけど……。

　浮かれていた気分に氷水をぶっかけられた心地だ。

　もしかして告白されるかもと期待していた数分前までの自分を、ぶっ飛ばしてやりたい。

　実際には、充希はただの練習相手。言わば踏み台。

　生物学上一応女だから相談されたに過ぎなかった。

　──私のことを、ただの友達としか思っていない証拠じゃない……？

　頭の芯が一気に冷える。『もしも』のためにお気に入りの下着を身に着けてきた自分が、ひどく滑稽に感じられた。

「なぁ、窓際の席の方がいいかな？　花とか用意した方がいいと思うか？　あ、指輪は彼女と選びに行くつもりなんだ。趣味じゃないもの贈って、怒られたくないし」

　そこまで報告してくれなくていいと、喉元まで出かかる。

　しかし充希は理性を掻き集めて、ぐっと堪えた。

　ここで取り乱せば、自分が惨めだ。

　正孝は何も悪くない。彼には悪意がなく、ただ単純に『友人』にプロポーズについて相談しただけ。

　そうして充希にも非はなかった。

　これはあくまでも不幸な巡り合わせだ。自分のためにも彼のためにも、『何もなかった』振りをするのが正解だった。

「お、おめでとう……花は持って帰ることを考えたら、部屋に届けてくれた方が嬉しいと思うよ……電車の中で潰れたら悲劇でしょ……？」

「なるほど、そうだな。プロポーズ後はここに部屋を取って泊るつもりだし……やっぱりお前に相談してよかったよ、佐藤！」

　一片の曇りもない笑顔で宣われ、何と返せばよかったのか。

　充希には到底思いつかない。考える余裕もなかった。

　ただ、顔が引き攣らないよう口角を上げるのが精一杯。それでも、明るい未来に思いを馳せる正孝は、挙動不審な充希を気にも留めなかった。

　恋心を自覚して一年余り。

　失恋はあまりにもあっけない。

　充希にとって初めて『本気』と呼べる恋は、こうしていとも簡単に終了した。

　想いを告げる機会も得られることなく、強制終了である。いっそ清々しいほど『女』として見られていなかった現実を突きつけられて。

「これからもよろしくな、佐藤！　お前は最高の友達だ！」

　ガッと肩を組まれ、空虚な笑いが込み上げた。

　ありのままの気持ちを言葉にすれば、『何だこれ』である。もう全てがどうでもいい。願わくは今すぐバーを飛び出して家に帰り、ベッドに潜り込みたかった。

　──失恋って、もっとしっとりしていてもよくない？　何だか……雑に終わった気がする。

　全て夢であったのなら、どんなによかったことだろう。だが、現実はそんなに甘くない。

　落ち着いた店内の空気にはそぐわない正孝の明るい声が、ひどく空々しく充希の耳に響いた。




　という出来事があったのが、およそ三時間前。

　散々恋人の惚気話を正孝から聞かされた充希は、彼が帰った後も同じ場所で酒を飲み続けていた。

「同じもの、ください」

「はぁ……ですが大丈夫ですか？」

　平板な声で注文すれば、バーテンダーが困惑気味に問いかけてきた。

　それはそうだろう。何せ度数の高さで有名なカクテル、アースクェイクを立て続けにお代わりしているのだ。

　ジン、ウィスキー、ペルノというどれもきつめの酒のみを混ぜて作られた、パンチ力のあるカクテル。その名の通り、飲むと地震にあったかのように身体が揺れると言われている。

　度数は四十度以上。速いペースで流し込む類ではとてもない。

　だが、つい先ほど激震が走り世界が倒壊したばかりの充希には、ピッタリとも言えるチョイスだった。

　とは言え、既に何杯呷ったかは分からない。それ以前に味も感じなくなっている。

　何も考えたくないから、杯を重ねているだけだ。幸いなのか不幸なのか、充希は酒好きなだけあってアルコールにとても強かった。

　それでも流石にどんよりとした酔いが回り始めているのを感じる。

　視界は焦点が合わなくなってきており、ふわふわとした感覚に全身が浸り始めていた。

「平気、です。それより早くいただけますか」

　充希の口調がハッキリしているおかげか、渋々ながらもバーテンダーは新たにシェイカーを振ってくれた。

　しばらくして、眼前に透明がかった黄色のカクテルが差し出される。

　飲まなければとてもやっていられない。何せ勝負する機会すら与えられず敗北したのだ。

　──そりゃ、恋愛は勝ち負けじゃないけど、女としても見られていないなんて……同じ土俵に上がれてさえいないじゃない……！　エントリーもさせてもらえなかったって、いくら何でも惨めすぎる。

　これでも、正孝と自分は親しい間柄だと信じていた。

　悩みを打ち明け合ったし、共に励まし合って仕事を通し支え合ってきたのだ。彼の人となりだって、充分知っているつもりだった。

　それがどうだ。

　蓋を開けてみれば純度百パーセントの『友達』扱いで、交際相手がいることも聞かされていなかった。

　どう考えても、充希と正孝との間には越えられない壁と温度差があったのだ。

　──分かり合っていると思っていたのは、私だけ……

　外には出せない苛立ちを飲み下す勢いで、充希はグラスに手を伸ばした。その時。

「無茶な飲み方は、控えた方がいいですよ」

　長い綺麗な指が、充希の手よりも先にカクテルグラスを奪い去った。その所作に粗暴なところは微塵もない。

　むしろ優雅な動きに見惚れ、つい一瞬充希の反応が遅れた。

「……っ、何、を」

「すみません。これ、美味しそうですね。何というカクテルですか？」

　軽くグラスを掲げた男が嫣然と微笑む。丁度よく照明に照らされて、彼の長い睫毛が魅惑的な陰影を刻んだ。

「ぇ……アースクェイク……ですけど」

　見知らぬ人間にカクテルを搔っ攫われたことについて抗議をしようと思ったのに、あまりにも艶やかな男の出現と敵意の感じられない台詞で充希は毒気を抜かれた。

　文句は喉奥で絡んで、素直に質問に答えてしまう。

　その隙に彼はごく自然な動きでグラスへ口をつけた。

「かなり強いですね。お酒、好きなんですか？」

「は……え、ええ、まぁ……」

「勝手に飲んですみません。代わりにこちらをどうぞ。まだ口はつけていませんから、安心してください」

　他人に封をしていない飲み物を勧められても、普段なら絶対に受け取りはしない。何を入れられているか、分かったものではないからだ。

　その程度の危機管理能力は充希だって持っている。

　だがメンタルが色々な意味でぐちゃぐちゃな今夜は、別だった。半ばやけっぱちなのは否めない。

　それにここはホテルのバーカウンター。

　目の前にはバーテンダーがいて、客をよく見てくれている。その安心感もあり、充希は溜め息を吐き出して謎の男からグラスを受け取った。

「どうも……って、これ水じゃないっ」

「はは。よかった。それも分からないくらい酩酊していたら、どうしようと心配しました。本当、お強いんですね」

　屈託ない笑みを向けられ、不思議と充希の中から苛立ちが消えうせた。

　行き場のなかった感情が僅かに慰撫される。残っていた充希の理性が、これ以上の醜態を晒したくないと判断したのかもしれなかった。

　──馬鹿みたい……いくら飲んだってしょうがないのに……。

　現実問題、充希がどれだけ深酒しても正孝は自分に振り返らないし、あくまでも『友人』のままだ。

　万が一想いを告げたところで、振られるのは目に見えている。

　これから恋人へプロポーズして結婚へ向け一直線の男を追いかけるほど、不毛なことはないに決まっていた。逆に彼を困らせて気まずくなるだけだ。

　その上、人のものを強引に奪い取るなんて以ての外。そこまでアグレッシブにも卑怯にも充希はなれない。

　社内の空気にだって影響を及ぼしかねず、これまで通りの関係を壊したくないのなら、全てを胸に秘めるしかないのだと──やっと充希は納得できた。

　──ああ……私、案外恋愛を引き摺るタイプだったのかな……これまで心底誰かを好きになったことがなかったから、知らなかったわ……結構辛いな……。

　吐き出した嘆息が酒臭くて、それも自己嫌悪に拍車をかける。

　何ともやるせなく、ひとまず水はありがたく飲み干した。

「……帰ります。お会計お願いします」

　心なしかバーテンダーがホッとしている。酔って騒いだり絡んだりはしていないものの、厄介な客だと警戒されていたようだ。

　──私、ダサいな……反省しないと。人に迷惑をかけたら、『酔っていた』は理由にならんのよ。酔ったのは自分自身の選択であり行動の結果なんだもの。

「あ……っ」

　充希はバッグから財布を出そうとしたが、あいにく手が滑って鞄ごと床に落としてしまった。

　思っているよりも酔いが回っているのかもしれない。じんわり滲む視界は、瞬きで振り払った。

「僕が拾います。あ、会計は僕のものと一緒にこれで」

「え」

　充希が椅子から立ち上がろうともたついている間に、隣の男がカードを店員に渡していた。しかも充希より素早く鞄を拾い上げてくれるではないか。

「あ、ありがとうございます」

「いいえ」

「あの、私自分で支払います」

「それより、鞄から飛び出してしまったものはありませんか？　ちゃんと確認した方がいいですよ」

　そう注意されると不安になって、充希は従順に鞄の中身を確かめた。

　どうも思考が濁り、判断力が落ちている。

　それに何故か、彼の声には従いたくなる響きがあった。

　──何だろう……指示慣れしていると言うか……それにちょっと見覚えがあるような……？

　アルコールで鈍った頭で考えて、チラリと彼を横目で窺う。

　改めて観察してみると、男性は美形だとしか言いようがない容姿だった。

　やや明るめの髪が彫りの深い顔立ちによく似合っている。目鼻立ちはくっきりとしていながら、濃すぎるということはない。

　華やかで人目を惹く、整ったイケメンである。

　引き締まった体躯はバランスが取れており、カジュアルなジャケットがとても似合っていた。さりげなく胸元に光るネックレスが、お洒落上級者であるのを窺わせる。

　しかもカウンターテーブルで高めの椅子に腰かけていても若干脚の置き場に困っているのか狭そうにしている辺り、相当スタイルがいいのが想像できた。

　──うわ……モデル？　それとも俳優とか？　どちらにしても一般人とは思えないオーラなんだけど……。

　客層がいい大人の店でも、彼を窺う視線が幾つもあることに、充希は初めて気がつく。

　特に女性のみのグループからの眼差しは顕著だった。

　これが安居酒屋であったのなら、たちまち大勢の女性陣に声をかけられるのではないか。何せ男は一人で来店しているらしい。ならばあわよくば同席したいと望む者も少なくないのでは。そんな光景が容易に想像できた。

　充希は別に面食いではない。恋心を抱いていた正孝だって、至って普通の面相だ。精々雰囲気イケメンと言えるかどうかのラインだろう。

　だから傍にいる相手が仮に芸能人であっても、見目がいいだけで気になることはない。のだが。

　──これは流石に目を奪われるかも……。

　優し気に垂れた目尻には黒子が一つ。それが何とも艶めかしい。

　通った鼻筋は男性的なのに、厚めの唇は中性的にも見える。そのギャップが妙に彼の魅力を掻き立てていた。

「あ……荷物は、大丈夫でした……」

「そうですか。だったら安心しました。では会計も終わりましたし、外までお送りしますよ」

「え」

　充希がよろめきながら腰を上げたところを、さも当然とばかりに支えられ、そのまま店外へ誘導される。

　抗えないのは、立ったことでより酔いが回ったせいだけではなかった。

　──あれ？　結局私、支払いしていないよね？

「待ってください、おいくらでしょうか？」

「気にしないでください。ですが今度からはお酒は楽しく味わっていただきたいです」

「んん……？」

　どうにも会話が上手く噛み合っていない気がするのだが、充希に疑問を追究できる余裕はなかった。

　エレベーターホールまで来たところで、グラリと視界が撓む。

　ここまで悪酔いした経験のない充希は、驚いてたたらを踏んだ。

「う……っ」

「気持ちが悪いなら、少し休みますか？　話し振りがしっかりしていたので歩かせてしまいましたが、座った方がよさそうだ」

「い、いいえ大丈夫です」

　これ以上見知らぬ人に迷惑はかけられない。

　充希は何でもないと示すため、強引に唇で弧を描いた。

「お騒がせしました。平気です」

「……顔色が悪くなっていますよ」

　吐き気などはないが、強かに酔うと強烈な眩暈に似た症状が出るのだと充希は初めて知った。

　──今までウワバミだ酒豪だと言われていたから気にしたこともなかったのに、まさかこの年で酩酊するとは思わなかった……うう、ワイン三本開けても平気なのに。

　四十度越えの酒を数えきれないほど摂取した弊害が、確実に出ているらしい。

　頭がグラグラする感覚に、充希は必死で目を見開いた。そうしないと、余計に世界がグルグル回るからである。

　五感の全部が遠退いて、まるで己の身体ではなくなってしまったかのようだ。出来の悪い着ぐるみを被っている錯覚がして、ひどく身体が重かった。

「こちらに。さぁ座って。タクシーを呼びましょうか？」

　壁際にある椅子に促され、充希はホッと息を吐いた。深呼吸すると多少は気分がよくなる。

　ろくに返事もできず首を横に振るだけに留めていると、彼が目の前に跪いた。

「必要なら、どなたかに連絡しましょうか？」

　男の双眸には、こちらを気遣う色がある。欠片も下心を感じさせない。本当に充希を案じてくれているのが伝わってきた。

　──随分親切な人だなぁ……こういう時、大抵は関わり合いになりたくなくて避けるか、さもなければよからぬ目的をもって近づいてきそうなものなのに……それにしても見覚えがある気もするけど、こんな綺麗な人一度見たら忘れないだろうし、きっと気のせいだよね……。

　考える端から思考は脆く崩れ去り、億劫になる。許されるなら横になりたいと考え、自分のだらしなさに充希はうんざりした。

　──失恋した程度で、情けないぞ。私。しかも知らん人に面倒をかけて最悪じゃないか。

「しばらく休んだら復活します。あの、私のことは放っておいてくださっていいですよ。……あ、そんなことよりお金を──」

　危うく忘れるところだった。

　醜態を晒した上に支払いを踏み倒す真似までしたくない。

　だいたい充希は過去、交際相手に奢ってもらうことも苦手だったのだ。収入差が甚だしいならまだしも、同等であるなら基本は割り勘。借りを作るのは本意ではない。

　にも拘らず赤の他人に肩代わりしてもらうなんて言語道断だった。

「いらないと言いたいところですが、受け取った方が貴女の気が楽になりますか」

　苦笑する美形の破壊力は相当なものである。しかも充希の乱れた髪を耳にかけ直してくれるおまけ付き。

　その優しい手つきに、思わずうっとりしてしまった。離れてゆく熱に寂しさを抱いたほど。

　──指先……触れたところが気持ちいいな……。

　何故そんなことを感じたのか。単純に他者の体温が心地よかったのかもしれない。

　それとも少なからず傷ついた心の隙間を埋められた気がしたからか。

　充希に心許せる友人は男女問わず大勢いても、女性扱いされることは滅多にない。充希の容姿はそれなり整っており、髪だって伸ばしているものの、さばけた性格のせいか自動的に『男扱い』になっているのが常だった。

　だからか、彼が「失礼。綺麗な髪が乱れていたのでつい。女性に勝手に触れて、申し訳ない」と言ってくれたことが、殊の外胸を揺さ振る。

　──私のこと、女性として気遣ってくれているんだ……それも、変な意味じゃなく──

　ほんの数時間前、正孝に『女としての矜持』を傷つけられたのが影響しているのは、想像に難くなかった。

　──ああ……私、自分で思うよりショックだったんだな……。

　充希は無意識のうちに目を閉じ、男が触れた感触を反芻した。

　耳殻を掠めた温度と、髪を揺らした吐息。

　近づいた分だけ、彼の纏う香りも濃くなる。決して不快なものではない。むしろ好きな匂いだ。

　もっと嗅ぎたくなり、何も考えず深呼吸してしまう程度に充希には好ましかった。

「……佐藤さん？」

　──あれ？　私、名乗ったっけ？

　耳元で囁かれた名前にぼんやりとした疑問が湧いたが、すぐさま記憶を掘り起こすのが面倒臭くなった。今はあまり色々考えたくない。

　それよりも『姉御』や『オカン』『男友達』ではない、珍しく『女性として尊重』されている充足感を味わいたかった。

　──いつもなら、性別なんて関係ないって突っぱねるところだけど──今夜は何故か嬉しいや……。

　全く意図せず、充希はすぐ傍にある男の胸に頭を預けた。

　寄りかかると身体がかなり楽になる。だがそれ以上に、心が潤うのが分かった。

「ああ……帰りたくないなぁ……」

　どうせ一人暮らしの部屋に帰っても、待っている人は誰もいない。

　暗く冷え切った空間に、今夜は一人でいるのが耐えきれなかった。

　きっと泣いてしまう。そんな自分は嫌だ。

　勝負の場に立つこともままならず、失恋の痛手にメソメソするなんて、およそ充希らしくないと自身を戒めた。どうせならもっとベロベロになるまで飲んで、翌朝にはリセットするのがお似合いである。

　己の耳にも届かない程度の呟きは、おそらく彼には聞こえていないはず。

　けれど充希を受け止めてくれた男の身体が、僅かに身じろいだのが伝わってきた。

「……？」

　まるで驚きや緊張の発露。微かな変化はしかし、呼吸一つ分の間に消え去る。故に充希も特に気にせず、そのまま上体を彼に預け続けた。

「……帰りたくないんですか？」

「あ……聞こえてしまいましたか？　ふふ、実はそうなんですよ。ちょっと嫌なことがありまして、今夜は一人になりたくないなぁって。──……もう少し酔いが醒めたら、次のお店に行こうかな」

　後半は純粋な独り言だ。男に言ったつもりはなかった。

　しかし彼はそう解釈しなかったらしい。

「こんな状態では色々危ないから、止めた方がいいですよ」

　飲み過ぎである以上に、女性として案じてくれているのが彼の言い回しから滲んでいた。

　大抵の飲み会で、酔い潰れた男共を介助する側だった立場としては、とても新鮮である。充希はパチパチと瞬き、男の顔を至近距離で見つめ返した。

「平気ですよ。私なんぞ女として見られていません」

　これまで危険な目に遭ったことはない。それは単に運がいいだけかもしれないものの、酔いのせいか充希は自信満々に断言した。

「不埒な奴がいたら、返り討ちにしますよ」

「……襲われでもしたら、どうするつもりですか。佐藤さんはご自身が魅力的な女性であることを、自覚した方がいい」

「ふは……っ、お世辞でも嬉しいです。ありがとうございます。──……だけど……今夜は流れに身を任せるのも悪くないって気分かな……」

　自信を無くしかけているせいなのか、こんな自分を求めてくれるなら誰にでもついていきたい気もした。

　勿論危険なことは理解している。それに実際に行動に移すかどうかは、別問題だ。

　ただ気持ちとしては、『もっと女として扱われたい』欲が膨らんでいた。

　恋に破れた痛みと、悪酔い。その二つが充希を無謀な行動に走らせる。

　明日の朝後悔するかもしれないとしても、欲求に従ってみたくなっていた。自暴自棄と言われればそれまで。

　人肌恋しいのが唯一の真実と言えた。

「──それなら、僕はどうですか？」

「どう……とは？」

「流れに身を任せるなら、僕で手を打ちませんか？　少なくとも変な趣味や病気はもっていないので、安全ですよ」

　男の双眸が細められたせいで、目尻の黒子が妖艶さを増した。

　搦め捕られた視線が逸らせない。呼吸も忘れ、充希は瞠目した。

「何を……」

「嫌なことを、一晩だけでも忘れさせると約束します」

「は、い……？」

　どれだけ自信過剰なんだと思わなくもなかった。

　だが揶揄する言葉が出てこない。『馬鹿みたい』などの強気な台詞は充希の喉に絡まり、音になる前に霧散した。

　見つめ合った眼差しが更なる熱を帯びる。

　喘ぐように継いだ呼気は、隠し切れない色を孕んでいた。

　下に向かうエレベーターを見送り、束の間周囲から人が消える。二人きりになったかのように錯覚していたところ、男が嫣然と微笑んだ。

「──階上に部屋を取ってあります。休んでいかれますか？」

　問いかけの体をとった誘惑に、躊躇ったのは一瞬。

　彼の瞳の奥に揺らぐ情欲が、充希の身体にも火をつける。頷いたのが先か、立ち上がったのが先かは、自分でもよく分からなかった。

　だが軽くよろめいた刹那、力強く腰を抱かれたのは鮮烈な記憶として刻まれる。

　仮に明日ひどい二日酔いに苛まれるとしても──忘れられないに違いない。

　焦げつく衝動に背中を押され、充希は男の胸に自ら寄りかかった。

　己の頭頂に生温い吐息が降りかかる。それがゾクゾクとした刺激となって、全身を駆け巡った。

　名前も知らない男に身を預けるなんて、普段であれば考えられない。愚か者と罵りたくなる暴挙だ。

　けれど今夜は馬鹿な真似をしてみたい気分半分、残りは火傷しそうな彼の熱に包まれてみたい好奇心半分。それを無視できなかった。

　この男なら本当に、『嫌なこと』を忘れさせてくれる予感がある。

　それも一晩だけでなく、完全に消してくれるのではなんて期待も否めなかった。

　──ああ、私だいぶ酔っ払っているなぁ……でもまぁいいか……。

　たまにはこんなことも悪くない。そう言い訳して充希は上昇するエレベーターに彼と共に乗り込んだ。

　到着したフロアは高層階。

　一般の客室よりもハイクラスであるのが窺えた。何故なら、廊下に並ぶ扉の数が極端に少ない。つまり一部屋ずつが広いのだろう。

　その上、飾られた絵やガラスの置物などは見るからに一級品。

　照明と活けられた生花はまるで芸術品だ。新しく建築されたばかりのスタイリッシュさと、適度な古めかしさを上手く組み合わせていた。

　扉も重厚感に溢れている。静寂に包まれた廊下は、充希がこれまで知るホテルとは、さながら別世界だった。

「こっちへ」

　彼に導かれ足を踏み入れた部屋は、息を呑むほど素晴らしかった。

　大きな窓からは階下の夜景が一望できる。

　何人で座るのか疑問になる巨大なソファーが鎮座していても、狭苦しく感じない室内。ガラスのテーブルを支えるのは金の猫脚。

　片隅には執務机と思しきものもある。

　ベッドルームは更に奥で、贅沢な調度品の数々に溜め息が漏れた。

「すごい……ここに宿泊予定だったんですか……？」

「いや、今夜は泊らないつもりだったんだが──偶然君に会えて、気が変わった」

「……？」

　いったいどういう意味だろう。

　こんな部屋を予約しておいて泊まらない人間がいるものか。逆に当日いきなり抑えるのは難しいのではないか。

　いくつもの疑問が脳裏に浮かんだが、それらはすぐに充希の中から追いやられた。

「あ……っ」

　後ろから包み込むかの如く、彼に抱き込まれたためだ。

　背中に当たる硬い胸板の感触。つむじに当たる男の顎。

　充希も女性の平均身長より高い方だが、彼はかなり大柄なのだと分かる。

　優しげな顔立ちと雰囲気のせいで威圧感を抱かないからか、密着して初めて気づいた。

「シャ、シャワーを……」

「後にしよう」

「へっ」

　ここまで自主的についてきて充希が逃げ出すわけもないのに、彼からはどこか焦燥めいたものが感じられる。

　まるで充希の気が変わるのを恐れているみたいだ。その隙を与えまいとでも言うかのように、力強く抱きしめられた直後、ベッドへ押し倒されていた。

「ひゃ……っ」

　キングサイズと思しきベッドは、大人二人が寝転がっても充分な広さがある。

　柔らかく身体が沈む感覚も素晴らしい。さぞや安眠を得られることだろう。

　けれど眠る目的でこの部屋に来たのではないことを、二人ともよく知っていた。

「あの……明かりを……」

　室内は煌々と明かりが灯っている。

　こんな中で充希に裸を晒す勇気はない。まして恋人でもない相手に。

「消さなくちゃ駄目かな？」

「できれば消していただきたいというか……」

　小声で吐き出しつつ、充希は男の口調が変わっていることに思い至った。

　部屋に入って以降、やや砕けた物言いになっている。それまでは徹底して丁寧に話していたのに、ほんのり距離が近くなったような気がした。

　乱暴になったのではなく、壁が薄くなったと言うべきか。とにかく二人の心理的距離が接近したのは明らかだった。

　そして、身体的な距離も。

「あ、あのっ、何とお呼びすれば……？」

　本名を教えてほしいとは思っていない。どうせ一夜限りの関係だ。偽名やあだ名で充分。

　それでも名前一つ呼べないのは味気ない。身体だけの繋がりでも──今夜は寂しさを埋めるために寄り添い合いたい。

　そんな思いで、充希は男に問いかけた。すると。

「……では、颯そう士しと」

「そうしさん……ですか。私のことは充希と呼んでください」

「──うん。知っている」

　苦く笑った彼を見て、再び既視感が擡げた。だが、記憶を掘り起こす余裕はない。

　颯士に首元へ吸い付かれた充希は、擽ったさと刹那の痛みでそれどころではなくなったためだ。

「や……っ、痕は残さないで……っ」

「ああ、ごめん。気を付ける」

　少しも悪びれた様子はなく、再び鎖骨付近に小さな痛みが走った。その上服をはだけられる度に、そこかしこへキスマークが刻まれてゆく。

　ブラウスは全てのボタンを外され、今や充希の上半身を守るのは下着だけ。

　剥き出しの肌のあちこちに赤い花弁が刻印されていた。

「ちょ……っ」

「見えるところには、もう付けない」

　そういう問題ではない。とにかく待てと告げるため、充希は頭を起こそうと試みた。

　ところがもがく間にスカートの裾がずり上がり、ストッキングに包まれた脚がいやらしく露になっている。自分でも卑猥だと感じる光景に、頭が沸騰しかかった。

「あ……ッ」

　同じ場所へ颯士の視線も注がれている。しかも充希の眼差しよりも熱く重い。

　ねっとりと絡みつくようでありながら火傷しそうな真剣さに、ゾクゾクとした愉悦が充希の内側を痺れさせた。

「あまり見ないで……あ、明かりを消して」

「嫌だって言ったら？」

　意地悪く微笑みながらも、尋常ではなく官能的な男だ。

　充希は滴る色香にあてられて、二の句が継げなくなる。震える唇を蠢かせば、淫靡なキスが下りてきた。

「は……っ」

　重なった唇から、快感が弾ける。身体の一部が接触しただけとは思えない悦楽の味に、眩暈がする。

　ひょっとしたら先刻までの酩酊感よりも酔いが深くなった。

　充希が口づけに翻弄されている間に、スカートのホックが外されストッキングも脱がされる。

　辛うじて胸を隠してくれていたブラも、まるで気づかぬ内にどこかへやられていた。

　そうなれば残るはショーツのみ。

　未だ彼はジャケットを羽織ったままなのが悔しくて、充希は半ば強引に颯士の襟を掴んだ。

「充希……？」

「颯士さんも脱いでください。私だけ裸なんて不公平だわ」

　公平も不公平もあったものではないのだが、充希の滅茶苦茶な言い分に彼は笑みを返してくれた。酔っ払いの言葉にも真摯に耳を傾けてくれるのか。

　颯士は大仰に頷いて「君の言う通りだ」と宣い、おもむろに服を脱ぎだした。

「……っ」

　しかし直後に充希は己の発言を後悔することになる。

　充希の上で膝立ちになり、こちらの視線を充分に惹きつけてゆっくり服を脱いでゆく男は、とてつもなくいやらしかった。

　さながら見せつけられている気分だ。それもかぶりつきの特等席で。

　──え……何だか男性ストリップショーを強制的に観覧させられているみたいなんだけど……っ？

「ふ、普通に！　普通に脱いで！」

「普通に脱いでいるよ？　そう見えないのは、充希が淫らな目で見ているからじゃないか？」

　とんだ言い掛かりである。

　とは言え、否定はしきれなかった。

　目が離せない自分に呆れても、瞬きの間すら惜しい。

　ギリシャ彫刻もかくやな見事な裸身を晒され、つい凝視したくなる本能を充希は抑えきれなかった。

　──私……痴女の素養があった……？

　嘘偽りなく正直に申告するなら、『触ってみたい』。少しでも気を緩めれば、欲望のまま振る舞いそうで、何より自分が怖かった。

　──だだだだって、こんな状況自体久し振りだし、あまりにも綺麗なんだもの……！　芸術作品を目にしたら、もっとよく見たいと願うものでしょう？　接触を許可されているタイプなら、絶対触ってみたくなるのが人情でしょう！

　だから自分は悪くない。

　そう結論付けて、充希は怖々手を伸ばした。

　興奮して血流がよくなったせいか、余計に酔いが回っている。それも理由にして、いっそ大胆に振る舞うことを決めた。

「……っ」

　充希の指先が素肌に触れた瞬間、僅かに彼が眉根を寄せる。

　擽ったかっただけかもしれないが、颯士の双眸に宿る熱が心地よく、充希はそっと掌全体を彼の胸板に押し当てた。

　筋肉の隆起と硬さがまざまざと感じ取れる。汗ばむ質感も、呼吸の度に動く様も。

　それらどれもが生々しい高揚に薪をくべた。

　情熱的なキスを仕掛けたのはどちらからか、もはや判断するのは難しい。言うなれば同時。

　噛みつくように口づけて、夢中で舌を絡める。互いの唾液を混ぜ合い粘膜を擦りつけて、啜り上げて飲み下した。

　喉が焼ける感覚は、高い度数の酒を呷った時と似て非なるもの。

　頭の芯が燃え盛り、全身が火照るのまで酷似していても、全く別ものだった。

「あ……ふ……っ」

　生まれたままの素肌を絡ませ、広いベッドの上で主導権を奪い合う。

　颯士のキスは巧みで、充希を容易に蕩けさせた。それでも負けるものかと思ってしまう辺り、自分は生来からの負けず嫌いなのだろう。勝負ではないと分かっていて尚、どんなことでも負けん気を発揮してしまった。

「んっ……ふぅ……ッ」

　四肢を絡ませたままゴロリと転がって、こちらが上になる。美形は見下ろしても鑑賞に値する。充希はほぅと感嘆の息を吐き、彼の頬を撫でた。

「綺麗……」

「それは充希の方だ。淫らなのに勝気で、可愛い」

「んぁ」

　颯士の手がこちらの太腿を辿り、圧を加えてくる。そこはたいして敏感な場所でもないのに、淫蕩な声がつい漏れた。

「肌はスベスベで、ずっと触っていたくなる」

「ぁ、駄目……っ」

　せっかく充希がマウントポジションを取って有利に事を運ぼうと思ったのに、彼の指先がこちらの尻を鷲掴みにしてきたことで声が揺れた。

　しかも割れ目をなぞり、後孔へ悪戯を仕掛けてくるではないか。

　そんな場所を他人に弄られたことがない充希は大いに動揺した。

「え、ちょ、待って」

「吸い付くような触り心地だ」

　いったいどこの感想だ。事と次第によっては、聞き捨てならない。

　女体を上に乗せたまま颯士が柔肉を揉みしだいてくる。あまりの恥ずかしさに充希は身悶えた。

「変なところ、触らないで……！」

「じゃあどこに触れてほしい？　充希の口から聞かせてほしい」

　おそらく彼は恥ずかしい台詞を言わせたがっている。

　充希に卑猥なお強請りをさせたいに違いなかった。

　──何が変な趣味は持っていない、よ。実はドエスなんじゃないの……っ？

　だが本気で嫌がっていない自分も大概だと思った。

　充希の線引きを見事に見抜いているのか、不快に感じるラインを颯士は決して越えてこない。ギリギリを攻めつつ、こちらが昂るツボを的確におさえられている気分だ。

　初対面にも拘らず見透かされている感覚は怖くもあり心地よくもあった。

　──どうしよう……溺れてしまいそう……

　これは一夜の慰め。それ以上でも以下でもない。今夜限りの関係だから、行きずりの男性の誘惑に乗るなんて無鉄砲な真似をしたのだ。

　そう自身に言い聞かせ、充希は傾きそうなる心を強引に立て直した。

「あ……っ」

「背中？　髪？　それとも肩かな」

　彼の大きな手が次々と充希の肢体を撫で回した。しかしどこも微妙に性感帯を外している。

　気持ちよくないわけではないが、あえてはぐらかされ焦らされるのは辛い。

　段々欲求不満が溜まってきて、時折敏感な箇所を掠めてゆくだけなのも、充希の渇望を大きく膨らませた。

「わ、わざとなの？」

　もどかしさの苛立ちが溜まり、もうこちらも敬語を使うことを忘れ、ぞんざいな口調になってしまう。しかし颯士は気にしていないどころか、逆に嬉しそうだ。

　充希が顔を顰めたせいで寄った眉間の皺をひと撫でし、蠱惑的に唇を綻ばせる。悔しいけれど何て魅力的な男なのか。

　ハッと見開いた視界に大写しになるのは、非の打ち所がない美しい男性だった。

「そうだよ。充希が正直にどこをどうしてほしいか言わないと、僕には分からない。だから好き勝手触るしかないだろう？」

　正論ぶって、暴論だ。

　その上彼の手は止まらず、充希の快楽を煽り続ける。絶妙にいいところを躱し、それでいて初めて自覚する喜悦の源泉を掘り起こすように。

「んん……ッ」

　自分でも尾てい骨付近を摩られるのが弱いなんて知らなかった。

　不思議と尿意に似た感覚がせり上がる。それが恥ずかしくて身を捩れば、乳房の頂に軽く歯を立てられた。

「や……っ」

　痛みはない。むしろ宥めるようにすぐさま舌先で擽られ、先端を転がされて、掻痒感の方が大きい。

　反射的に充希が背筋をしならせると、再度弱点である尾てい骨辺りを弄られた。

「ふ、ぁ、あ……」

「次はどこを触ろうか」

　含み笑いを忍ばせて、颯士が充希の襟足から首をなぞってきた。そこもどうしようもなくゾワゾワとする。

　無意識に腿に力が入り、充希が膝立ちになりかけた瞬間、クルリと視界が反転した。

「きゃ……っ」

　背中がベッドに受け止められる。見上げた先には満足げな男の姿。

　どちらかと言うと『甘い』という形容が似合う顔には、獰猛で危険な男の笑みが乗っていた。

「見下ろされるのも悪くないが、僕はどちらかと言うとこの体勢の方が好きかな」

「あ……っ」

　片脚を取られて身動きを封じられ、反撃ができなくなる。悔しくて充希が視線を尖らせると、彼は完璧な笑顔で打ち返してきた。

「女性に睨まれるのも悪くないね。もっと色々な充希の表情を見てみたいな……とりあえず今夜は感じている顔が見たいけど」

　サラっととんでもないことを言われ、驚きを隠せない。

　充希は人生でこんなことを告げられたのは生まれて初めてである。一歩間違えればセクハラになりかねない。

　だが酔っているからか、それとも相手が颯士だからなのか、魅力的な口説き文句にも聞こえなくはなかった。

　──気障な台詞も様になるなんて、すごいなぁ……。

　平素の充希なら吹き出しかねない言葉のオンパレードなのに、説得力が半端ない。これも全て、イケメンのなせる業なのか。

　ひたすら感心しつつ、充希はガッチリつかまれたままの片脚を取り返そうと足掻いた。

「今更逃がさないよ」

　低くなった男の声音には、ほんのりと怒りが籠っている。

　どうしてなのか理由は不明。けれど性急に膝を割られ、充希は忙しく瞬いた。

「待って……！」

「待たない」

「ぁ……ッ」

　彼が自身の指を舐め、唾液を纏わせて充希の蜜口に触れてくる。そこは既に、潤いを湛えていた。

「……っく」

　まだ触れられてもいなかったのに膨れていた肉粒が、軽く弾かれただけで絶大な快楽を生む。

　行為自体久し振りだから濡れにくいと心配していたけれど、杞憂だったようだ。

　颯士の指先が動かされる度に、粘着質な水音が奏でられる。それは充希の花弁がたっぷりと蜜を溢れさせている証拠だった。

「んふ……ァっ、あ、ああ……ッ」

　花芯を摘まれ、二本の指で擦られて、押し潰される。根元を押さえられるのも、表面を擦られるのも気持ちがいい。

　何をされても腰が浮き上がりそうになり、充希の爪先は自然と丸まった。

「可愛いな」

「やぁあッ」

　隘路に侵入した指は一本。それもまだ第一関節のみだ。

　にも拘わらず異物に蜜窟が騒めいた。ほんの浅い部分を往復する指の動きがハッキリ感じ取れる。

　歓迎の意を示しているのか排除しようとしているのか淫道が蠕動し、彼の指が更に奥へと押し込まれた。

「ひ、ぅ……ッ」

「キツイね。最近恋人はいなかった？」

「そんな、の……っ、今聞く？」

「確かに。いたって言われたら、理性が吹っ飛ぶかもしれない。逆にいないと言われても、嬉しくて暴走しそう」

　充希が理不尽さに困惑し颯士を見つめれば、彼は双眸を細めた。

　しかし何故だろう。とても笑顔には見えない。どちらかと言うと、獲物に狙いを定めた肉食獣。

　充希は急激に身の危険を感じ、頬を引き攣らせた。

「ああ、冷静にならないでほしいな。もっと気持ちよくしてあげるから」

「んぁッ」

　蜜壺を探る指をいきなり二本に増やされて、充希は髪を振り乱した。

　颯士の指は細くしなやかだが、それでも長く節くれだっており、明らかに男性のものだ。

　長年ご無沙汰だった充希の淫窟には、充分すぎる質量である。腹の中を掻き回されると少し苦しい。

　だが充希が顔を歪めるより先に、花芽を彼の親指で捏ねられた。

「ひゃうッ」

「こっちの方が反応がいいね。経験自体少ないみたいだ」

「だ、だからそれを今聞く……っ？　ぁ、ああッ」

　濡れ襞を撫で摩られ、眼前にチカチカと光が瞬いた。四肢は勝手に力が入って、シーツに皺を刻んでいる。

　全身が粟立ち、快楽の水位がどんどん上がった。このままではアッサリと達してしまいそうだと充希が思った時──

「ぁ……んぁ、ぁああッ」

　柔らかく生温かい、指とは異なる刺激に襲われた。

　慌てて頭を起こし、視界に映し出された光景に後悔する。そこには己の股座に顔を埋める男の姿があった。

「だ、駄目……っ！」

　今日は一日働いて、シャワーも浴びていない。先刻颯士自身が『後にしよう』と言ったのだから、知らないはずはないのに。

「汚いから……！　絶対やめて！」

「僕は気にしないけど、充希が嫌ならやめる。今回は」

「今回はっ？」

　断っておくが、次回の予定はない。けれど彼が思い留まってくれた安堵で、充希はそれ以上疑問をぶつけるのを忘れた。

「じゃあせめて内腿に印をつけていいか？　ここなら誰にも見せないだろう？」

「え……そ、それなら……？」

　淫靡な手つきで脚の付け根付近を突かれ、得も言われぬ喜悦が生じる。

　本来は『見える』か『見えないか』が問題ではなく痕自体ごめん被りたいところではあるが、選択肢をやんわり狭められたことに、この時充希は気づかなかった。

　全ては酒が悪い。

　どうも上手く言い包められた気はしたものの、他人から見えないなら構わないかと妥協した。

　──ん？　でも颯士さんは『見えない』じゃなく『見せない』って言った……？

　違いは微妙。ごく小さな差異だ。

　しかし潜む意味は別ものであることにも、充希は考えが至らなかった。酒のせいで。

　結局、言質を取ったとばかりに彼が何度も充希の内腿に吸い付いて、幾つも赤い花を咲かせた。

　颯士が満足する頃には、大量に虫に食われたか、皮膚病に罹ったかという状態になり、充希が大いに後悔したのは言うまでもない。

「──これで人前では着替えもままならないね」

「ぇ、あ、そんな予定はないけど……？」

　どうも釈然としないが、キスマークをつけられている合間にもあちこちに快楽の種を植えられた充希は、既に息が絶え絶えになっていた。

　媚肉は綻んで、滴るほどに潤っている。

　腹の中は疼きを増し、淫らな色に染まった胸の飾りは触れられていなくてもジンジンと痺れる。

　乱れた呼気は、明らかに濡れていた。

　全身が朱に染まり、汗ばんでいる。おそらく頬はもっと赤くなっていることだろう。

　瞳に至っては、ふしだらな期待が満ちているかもしれない。

　完全に発情した女。分かっていても直せない。

　早くほしいと強請らないことだけが、充希にできるなけなしの自制だった。

「……ん……っ」

「充希は敏感だね。すごく、可愛い」

「か、可愛い……？　私が？」

「ああ、とても」

　言われ慣れていない誉め言葉にときめくのは、自分も乙女な部分があったということか。

　『格好いい』や『頼りになる』も自尊心を満たしてくれたけれど、そういった称賛からは得られない充足感に酔いしれた。

「ふ、も、もう……」

　鼻の頭にキスされるのがむず痒い。

　涙の膜が張った瞳を瞬き、視界に颯士だけを収めた。彼もまた、充希のみを見つめている。それも欲望の対象としてではなく、まるで大事な相手とでも言いたげな熱い視線で。

「君を僕のものにするよ」

「……あ、ぁああ……ッ」

　身体の中心を割り開き、長大なものが入ってくる。久し振りであることだけが理由ではなく、充希は圧迫感に苛まれた。

「お、大き……っ」

　それも尋常ではなく。数少ない過去の恋人と比べても段違いだ。

　だが存分に濡れそぼった蜜道は、ゆっくりと颯士の肉槍を受け入れていった。

「……っ、そういう発言、今されるとヤバイ……っ、それに──誰かと比べているなら上書きさせて？」

「ひ、ぅッ」

　一番太い部分が通過し、安堵したのも束の間、彼が一気に剛直を捻じ込んできた。

　充希の内側が、みっちりと逞しい屹立で満たされる。内臓を押し上げられる衝撃に、数秒息もできなかった。

「かは……っ」

「ああ……僕が動かなくてもナカが動いて絞られているみたいだ」

　感嘆の息を漏らす颯士は壮絶に艶めかしい。ただ、充希はそれどころではなかった。

「動かないで……っ」

　喋るだけでも振動が内部に響いて、絶大な法悦を産む。

　限界まで押し広げられた肉道が苦しいのに、それを上回る愉悦があった。

　形も、大きさも、硬さも、角度の全てがしっくり嵌る。もしや自分のために誂えられたのかと勘違いしたくなるほど。相性がいいとはこういうことを言うのか。

　過去の経験の全てが塗り替えられる。

　充希は今まで特別セックスが好きでも嫌いでもなかったが、それは本物の快楽を知らなかったせいかもしれない。禁断の果実を一度味わってしまえば、二度と元には戻れない予感がした。

「待って、変になる……っ、こんなの初めてで……っ」

「誉め言葉として受け取っておく」

「んぁあッ」

　腰を引いた彼が一気に最奥めがけて楔を叩きつけてきて、充希ははしたない嬌声を上げた。

　誰にも許したことのない場所まで、先端が到達している。しかもそこが自分の弱いところだと、思い知らされた。

「ぁ、あああッ……ひぃ、あッ、ァあ……っ」

　揺さ振られる度に汗が飛び散り、貫かれる毎に意識が白んだ。

　的確にいいところを暴かれて、執拗に穿たれる。強弱をつけ腹側の一点と深い部分を擦られると、充希の理性はたちまち引き剥がされた。

　かつて経験した行為など、子どもの遊びとしか思えない。

　暴力と同義ではと疑う悦楽に、思考力は完全に壊された。

「ぉあ……ッ、ぁ、あ、やぁッ、駄目ぇ……ッ」

　意味のある言葉など吐けず、押し出されるのは艶声ばかり。だらしなく開きっ放しになった唇からは唾液が垂れたが、充希は気に掛ける発想もできなかった。

　子宮が押し潰されそうな打擲を受け、男と女の肉がぶつかる。

　局部が重なると息が止まる愉悦に染まり、引き抜かれれば爛れた濡れ襞を掻き毟られ淫蕩に鳴いた。

「んぁアッ、ぁ、あんッ」

　大きく開かれた両脚を颯士の肩に担がれて、結合が深くなる。一番奥だと思っていた場所を抉じ開けられそうで、充希は無我夢中で首を横に振った。

「無理……ッ」

　汗も涙も唾液も交じり合い、きっと顔は酷いことになっているだろう。化粧も落としていなかったと今更思い出し、次の瞬間には全部忘れた。

　彼が上体を倒してきて、充希の内側を支配する。

　同時に花芽を捏ねられ、喜悦が飽和した。

「ひ……ぁ、ああああッ」

　気持ちがいいなんて言葉ではとても追いつかない。頭がおかしくなりそうな快楽に、充希の悩みは隅に追いやられた。

　悔しいけれど、一時でも『嫌なことを忘れさせ』てくれたのは間違いない。しかし知らないままでも問題なかった官能を覚えされられたのも事実だ。

「ふ、は、ぁあ……ッ、ぁ、あ……ッ」

　攪拌された蜜液が際限なく溢れ出る。滑りがよくなり、颯士の動きが激しさを増した。

　もはや充希はついてゆくのが精一杯。いや、意識を飛ばさずにいるのが今できる全てだった。

　ベッドが軋み、視界が忙しく上下にぶれる。

　担がれたままの充希の脚も淫らに揺れた。爪先が卑猥な形に丸まって、空中を泳いでいる。

　縋るものを求め、枕を掴んでいた充希の指先が白くなるほど握り締められた。

「んぁッ、ァ、あぅっ、あ、あああ……ッ」

　すっかり慎ましさをなくした花蕾を扱かれ、絶頂へ駆け上がる。だが充希が達しても、彼の動きは止まらなかった。

「あひ……ッ、も、イッてるからぁ……！」

　颯士の肉槍に絡みつく媚肉を引き剥がす荒々しい抽挿に、高みから下りてこられない。

　達している間にも突き上げられ、無防備な子宮を揺さ振られた。

　めちゃくちゃに気持ちがいい。思考力は粉々になり、快楽が全身を支配する。

　蕩けた身体には力が入らず、充希は荒々しい情交を受け止め、だらしなく嬌声を迸らせた。

「……ァ、あ、あああ……ッ」

　これまでにない大波に呑まれ、全身が強張った。

　四肢は痙攣し、音も光も消え失せる。あらゆる感覚は麻痺し、生々しい悦楽だけが充希が感じ取れる全てになった。

「……っく」

　低く唸った彼が強く充希を抱きしめる。

　蜜窟の奥で颯士の剛直が跳ね、彼が薄い皮膜越しに欲を放ったのが伝わってきた。

「ぁ……あ……」

　こんな快楽は知らない。凶暴過ぎて、いっそ恐ろしい。その上、あまりにも甘美で後を引く。

　覚えてしまえば中毒になるのは間違いなく、充希は危険な香りに眩暈がした。

　──最高に気持ちよかったけど……怖い。二度はいらない……日常に戻れなくなる。

　何故なら麻薬と似すぎている。

　当然摂取したことはないものの、おそらく危ない薬と大差ない。

　好色でないのなら、世の中知らない方が幸せなことがあるのだと、充希はしみじみ感じた。下りてくる瞼に抗わず、眠りの中へ逃げこもうとすると。

「まだ眠っちゃ駄目だよ。──たった一度じゃとても満足できない」

「え」

　とんでもない発言が聞こえた。どうか聞き間違いか幻聴であってほしい。

　しかし現実は非情。

　充希が重い瞼を懸命に押し上げれば、爽やかに笑う男の顔が目に入った。

「ん……っ」

　颯士が充希の中から抜け出てゆき、素早く避妊具を交換する。その鮮やかな手つきをぼんやり見ていたのは、こちらの失態だ。とっとと逃げればよかったと気づいた時には、後の祭り。

　彼は妖艶さを垂れ流しにしつつ、再び充希の脚を割り開いた。

「やっと君を抱ける興奮のせいで、一度目はあまり我慢できなかった。次はもっと長く充希を楽しませてみせるよ」

「ぇ……いやいや、もう充分……」

「嫌なことなんて思い出せもしなくなるよう、沢山抱き合おう」

「待っ……ぁ、ああッ」

　何の抵抗もなく充希の隘路は颯士のものを飲み込んだ。

　初めから深々と串刺しにされ、せっかく落ち着き始めていた心音が途端に荒ぶる。

　充希の身体は横向きに体勢を変えられ、内部を擦られる角度も変化した。

「ぃ、ぁッ」

「君のナカがすごく温かくて吸い付いてくる……歓迎されている気分だ」

「ち、違……ぁ、あああッ」

　ぐちゅぐちゅと淫音を掻き鳴らし、律動が始まった。

　まだ夜が明ける気配もない。

　この日、充希が正孝を思い出す機会は、二度と訪れなかった。
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　目が覚めていきなり飛び込んできた光景に、充希は愕然とした。

　高い天井に、見覚えのない豪奢な室内。

　自室のベッドとは比べものにならない寝心地のいい寝具。

　何よりも隣にいる男。

　カーテンの隙間から忍び込む朝日に照らされた彼は、芸術作品も裸足で逃げ出すほど麗しい。朝から完成度が高い美は、寝癖や目やになどとは無縁だった。

　むしろ輝くばかりの美貌に、自分の瞳が殺られそうである。

　颯士は充希よりも先に起きていたらしく、こちらが目を開けた瞬間、晴れやかに微笑んだ。

「おはよう、充希」

「お、おは……っ？」

　残念ながら、昨夜の記憶は飛んでいない。あんなに泥酔したことは今までになく、人生初の記録を更新したにも拘らず、充希は全て覚えていた。そう。『全て』を。

　──いっそ何もかもデリートされていればよかったのに……！

　切実に、己のアルコール耐性が恨めしい。

　酒は飲んでも呑まれるな。この言葉が今朝ほど染みたことはなかった。下手に酒に強い分、今まで大きな失敗をしたことがなかったのが、逆に悔やまれる。

　とは言え酔いが抜け、昨夜は失っていた理性や良識が戻ってきた。

　つまり、充希は自分が勢いで知らない男とワンナイトしてしまった現実と向き合うことになったのである。

　──やっちまった……。

　酔っ払いの雑な計画では、彼が目を覚ます前に部屋を抜け出し二度と会わない予定だったのに。

　朝までぐっすり快眠とは、我ながらどういうつもりだ。

　最上級の寝心地を提供してきた巨大なベッドが心底憎く、充希は横臥したまま嘆息した。

「二日酔いは大丈夫か？」

「……はい。皮肉なくらい爽やかな目覚めです……」

　たぶん、正孝に誘われた興奮により前日ろくに眠れなかったことも原因の一つだ。この状況で普段より深く寝入った自分の図々しさに呆れる。

　しかもたっぷりと休息が取れたおかげか、頭がすっきりしているのも充希の自己嫌悪を増幅させた。

　──ああもう、私の馬鹿！

　今日が休日なことだけが救い。これで会社に遅刻なんてした日には、目も当てられない。

「……敬語に戻るのか？　昨日はあんなに親しげに喋ってくれたのに」

「あれは……っ」

　昨夜限りの関係だからだ。さりとて正直にそう言ってしまえばこちらがヤリ逃げするかのようで、充希は言い淀んだ。

　──男女関係なく『身体が目当て』とは表明しにくいわ……私だっていつも奔放なわけではないし。今回はたまたま！　成り行きで！　こうなっただけで！　男女の駆け引きには慣れていないのよ！

　面倒事は避けたいからこそ、朝に男と顔を合わせる破目になったのは想定外だった。

　返す返すも悔やまれる。

　しかし今からでも遅くはないはず。

　充希は仕切り直すつもりで身体を起こした。

「……とりあえず、シャワー浴びてきます」

「ゆっくりどうぞ」

　ベッドから出れば、当然ながら格好は素っ裸。しかしもはや恥じらうのも今更な気がした。

　背中に男の視線を感じながら、充希はあえて堂々とバスルームに向かう。ここで下手にオドオドすれば、余計にみっともない気がしたのだ。

　──昨夜あれだけ大胆に振る舞っておいて、勿体ぶるなよって話でしょ。被害者面する気もないし、ぶっちゃけ私も楽しんだ。失恋の痛手にメソメソせずに済んだのは、完全に彼のおかげ。だいたいあの人が予約した部屋に転がり込んだ私の方が、むしろ加害者じゃない……？　ああそうだ、化粧もそのまま眠っちゃって、肌ボロボロになっているんじゃ……──あれ？

　色々考え、どんよりとした気分で脱衣所の鏡に映った自分と目が合う。すると、充希が覚悟していた惨状にはなっていなかった。

　てっきり見るも無残に崩れていると思っていた顔はすっぴんだ。ドロドロになったファンデーションも、溶けて流れたアイラインもない。

　色々な体液で汚れていたはずの身体もさっぱりしている。

　あちこち赤い痕は残されているし、髪は乱れていたものの、『見るに堪えない』ほどではなかった。

　──え？　どうして？　私、あの後お風呂に入ったっけ……？

　だがいくら死に物狂いで記憶をサルベージしても、そんな覚えは微塵もなかった。

　どれだけ昨夜あったことを掘ったところで、出てくるのはいやらしいあれこればかりだ。むしろそれしかない。

　酔って記憶が飛んでもいないのだから、無意識に入浴を済ませたという奇跡は期待できないだろう。

　つまり。

　──あの人が……後始末してくれたってこと……？

　行きずりの女に随分親切だという感謝半分、寝こけている間にあれこれされた戸惑いと困惑が半分。気持ちの天秤がグラグラと揺れた。

　──これは……お礼を言うべきなのか？　いやだけど、複雑ぅ！

　チラリと洗面台の横に目をやれば、そこには有名な高級ブランドのアメニティが並んでいた。

　ちなみにメイク落としは開封済み。当然ながら充希には開けた覚えがない。そもそも普段使用している化粧品より数段グレードが上の基礎化粧品が、ここに置かれていることなんて知らなかった。

　──確実に迷惑をかけてしまった……。

　面倒な酔っ払いとしてウザ絡みしなかったことだけが救いだ。これで万が一吐いたり説教でもかましたりしていたら、土下座しても足りないくらいではないか。

　──もぉぉ、大学時代だって酔って醜態を晒したことなんかないのに……！　二十六にもなって、酒の飲み方も知らんのか、私は！

　地球の裏側まで沈みかねない自己嫌悪で、充希の顔が険しくなる。

　ひとまずシャワーを浴びて、気分を切り替えるしかない。どうせこのまま籠城していても、何一つ解決しないのだから。

　そう強引に割り切って、充希はいつもより乱暴に頭を洗った。

　せっかくなので、アメニティはありがたく使わせていただく。

　身体だけはサッパリとして室内に戻ると、男は寝室ではなく、リビングのソファーに座っていた。どうやら充希が起きるより前に、彼は最低限の身支度を整えていたようだ。

　──そういえば、この人の名前何だっけ……？　そう……し？　ああ、確かそんな感じ。

　名前すらうろ覚えの気まずさを押し隠し、『どうせ本名ではないに決まっている』と充希は心の中で言い訳した。

　──こういうの初めてだから、どんな顔をすればいいのか分からない。照れるのも変だよね。やっぱり普通にいつも通り何事もなかったとして振る舞うのが正解でしょ。

　何だかんだで肌を重ねてしまっても、二人は元来赤の他人。今後関わり合いになる可能性は著しく低い。

　ならば大人の対応はスルーである。

　一瞬の間に結論を出した充希は、自分の回答に至極満足した。

　──うん、お互いにとってここは後腐れなく解散するのが唯一の解決策だわ。

「ええっと……それでは私はこれで失礼しますね」

　かつてない素早さで昨夜の服を身に着け直し、充希はどうにか笑顔を形作った。

　可及的速やかに、この場を逃げ出したい。広々とした部屋が息苦しく感じられるのは、罪悪感に他ならなかった。

　──この私が、男をヤリ捨て……黒歴史が今刻まれた……！

　ある意味自分史に燦然と輝く記録かもしれない。何と言っても、相手が規格外の美形だ。

　明るい中で彼を見ると、より一層眩しい美しさにクラクラするほど。こんな男性と手合わせできる機会は、今後一生訪れないに決まっていた。

　──だから、僥倖だったと言えなくもない……？　とにかく、ご馳走様でした。美味しくいただきました！

　おかしな感想の一つも述べたくなるというもの。焦りながら、充希が脱兎の如く逃亡を図っていると。

「朝食くらい一緒に食べよう。今日は充希の会社も休みだろう？」

「へ……私、そんなことまで話しましたっけ……？」

　下の名を馬鹿正直に名乗ったことまでは覚えているが、仕事について語った記憶は皆無だ。もっとも週末が休日の会社は多いから、特に不思議なことではないかもしれない。当てずっぽうで口にして、正解を引き当てる確率は高かった。

　だがしかし、充希の背筋を嫌な予感が舐め上げる。

　ザワリと肌が総毛立ち、扉に向かっていた足が完全に止まった。

「……もしや、と思っていたけど、やっぱり分かっていなかったのか……」

「え、あの……？」

　彼の声が低くなり、空気の密度が増す。

　何故か充希の息苦しさが加速した。

「僕が誰だか分からない？」

「え」

「──こうしたら、少しは思い出せるかな？」

「んん？」

　おもむろにソファーから立ち上がった男が、自らの前髪を掻き上げた。更にどこからか取り出した眼鏡をかける。

　すると柔らかな目元が半分隠され目尻の黒子も見えなくなり、一転して硬質な空気を纏った。

「え……」

　今はラフな格好をしているものの、これでかっちりとスーツを着込めば、さぞや優秀なビジネスマンといった風情だろう。

　けれど彼が一般的なサラリーマンなどではないことを、充希は知っていた。

「ままままさか……そうしって……蓮れん乗じょう寺じグループ、ホテル部門の蓮乗寺颯士部長ですか……っ？」

　瞬時に、数日前の光景が充希の脳裏に浮かんだ。

　国内外で複数のホテルやレストラン、ジムを経営する蓮乗寺グループ。今充希がいるこのホテルも、その一つだ。

　最近新しく建てられ、充希の勤める会社とコラボして謎解きイベントを開催するにあたり、諸々の交渉の窓口になったのが充希だった。

　初回の顔合わせの際、本来であれば蓮乗寺グループ側の担当者だけが同席するはずだったのだが、偶然時間が空いたと言い、颯士がやってきたのである。

　それは異例と言って差し支えない。

　何せ彼は一社員とはわけが違う。グループの社長である蓮常寺光彦の一人息子であるからだ。

　つまり颯士は経営者一族の一員であり、次期社長と目される人物だった。

　──挨拶したのは短い時間だったから、全く気付かなかった……雰囲気だって全然違うじゃない。それに昨晩はベロベロだったんだから、見抜けって方が無茶でしょう！　待ってその前に、蓮常寺さんは私の素性に最初から気づいていたってこと……？

　大失態などという表現ではとても追いつかない失敗をやらかした。

　ワンナイトラブだけでも社会人としてどうよ、なのに、相手があまりに悪すぎる。

　まさか取引先相手の御曹司を食い散らかしてしまったとは。

　充希は全身の血が一気に引き、今にも倒れ込みそうになった。しかし根性と意地で脚を踏ん張る。

　──倒れるわけにはいかない……どうにか挽回しなくては……！　そう、誠心誠意謝罪して、口止めすれば、まだ勝機はある……！

「も、申し訳ありません。よもや貴方が蓮常寺部長だとは露ほども気づかず……！　こ、この件に関するお詫びは如何ほどでもっ」

「謝ってほしいとは全く思っていない」

　冷然とした男の声音に充希の背筋が震えた。

　完璧に地雷を踏んだ。それだけはハッキリ分かる。だが何が地雷だったのかは、判然としなかった。

　──いいえ、地雷原にダイブしたのも同然なんだから、何を踏みぬいたかなんてどうでもいいんだって。今大事なのは、彼の怒りを鎮めることのみ……！

　そのためならスライディング土下座でも何でもする。

　こんなことで大口の仕事を失うわけにはいかない。会社へどんな弁明をしても、充希の罪が許される未来は見通せなかった。

　──下手をしたらクビ……それも会社に不利益を与えたなどの業務上の過失ではなく、ふしだらな理由で……？　あああ、耐えられない！

　後ろ指さされるどころの騒ぎではないはずだ。

　ある意味、社会的に殺される。

　仮に転職しても、噂がついて回らないとは言えないではないか。

　何と言っても相手は蓮乗寺グループの跡取り息子である。格下の取引相手の、しかも平社員である充希の命運など吹いて飛ばすのは簡単だと思えた。

　できるなら、仕事は辞めたくない。これでも苦労して入った憧れの業界だ。まだやりたいことも沢山ある。

　しがみ付けるものなら全力でしがみ付き、限界まで頑張りたかった。

　──親にも顔向けできないわ……！

　地方に住む両親は娘が都会で就職することにいい顔をせず、半ば家出同然に飛び出してきた。

　今でこそ和解はしているが、それでも夢破れて地元に帰るのは気が進まない。

　あれだけ大騒ぎして親元を離れたのだから、こちらとしても容易に後戻りできないのだ。

「こ、この度はご迷惑をおかけして──」

「迷惑をかけられたとは思っていない」

　だったら交渉の余地はある。

　充希はカラッカラに渇いた喉を必死に湿らせ、慎重に言葉を選んだ。

「でしたら──……今回のことは、なかったことにしましょう。私は綺麗サッパリ忘れますので、ご安心ください」

　社会的地位が高く、並外れた美形である颯士にすれば、言い寄る女は星の数ほどいるはず。

　いちいち一度遊んだだけの相手にかかずらってはいられないに決まっていた。

　それこそ守るものが沢山ある彼にとっては、つまみ食いした程度の女に付き纏われるのは避けたい事態なのではないか。

　そう予想して、充希は脳内をフル回転させた。

　──きっと彼の一番心配している点はそこよ。私が恋人面すると思い、警戒しているのかも。この容姿とスペックなら、ストーカーの一人や二人、抱えていそうだものね……。

　もしも思考が漏れていたら失礼極まりないことを考え、充希は一人納得した。

　──おそらく、私が昨晩の件を言い触らさないと誓う前に逃げようとしたから、気分を害したんだわ。雲の上の人は大変ね。遊びも気軽にはできないのか……少し可哀想。

　僅かに同情心が擡げ、俯いていた視線を上げた。

　すると真正面から颯士と目が合う。

　いつの間にかすぐ間近までやってきていた彼が、充希の前に立っていた。

「ひ」

「忘れるって言った？」

「は、はいっ。何でしたら誓約書も書きますよ！」

　その程度で契約が守られるなら安いものだ。充希は何度も頷き、双眸に懇願を乗せた。

　神に誓ってもいい。

　自分はこの一件を闇に葬り、未来永劫口を噤むと。

「昨夜は私たちの間に何もなかった……そういうことで、どうでしょう？」

　案件さえ無事終われば、充希と颯士が関わることもないはず。それに通常なら二人が顔を合わせる機会は一度たりともなかったのだ。

　ならば今後も関わらなければいいだけである。

　自分は一度寝た男をトロフィーの如く掲げる女ではないと知ってほしくて、充希は懸命に言い募った。

　彼を煩わせるつもりは毛頭ない。彼女面なんて絶対にするものか。事実そのものを消去したい身としては、とにかく信じてくれとアピールするより他になかった。

　私は無害ですよ、と笑顔で暗に告げる。

　だが、万国共通のコミュニケーションツールであるはずの笑顔が、颯士には全く通用しなかった。

「……へぇ？」

　充希が言葉を重ねるほど彼の機嫌が豪速で下降していくのは何故なのだ。

　今や寒気を覚えるくらい、室内の空気が凍りついていた。

「ええっと……あの？」

　気分は『私、何かやっちゃいました？』だ。しかし思い当たる節は全くない。もしや謝罪する誠意が足りなかったのかと充希は慌てふためいた。

「賠償金が必要ですか……っ？　あ、あまり大金は用意できませんが、分割ならどうにか……！」

「──君は僕の知らない感情を、悉く掻き立ててくれるね」

「えっ」

　颯士の言いたいことは不明だが、彼が憤慨していることは嫌と言うほど伝わってきた。

　これはもう、激怒だ。

　声を荒らげたり暴力に訴えたりすることはなくても、肌がヒリつく怒気が漂っている。しかも口角が上がったままなのがとても怖い。目は一ミリも笑っていなかった。

「な、何か立腹されています……？」

「面白くないのは否定しない。とりあえず、充希の言いたいことはよく分かった」

　だったら、今後の対策について具体的かつ前向きに検討してほしいのだが。

「──昨夜のことは、君にとって忘れたい出来事だったという解釈でいいか？」

「ええと……それが一番平和的解決と言いますか……」

　取引先の偉い人と酒の勢いで関係を持ちました、なんて下手をすれば充希が致命傷を負う。颯士の側だって、スキャンダルになりかねないだろう。

　こんな簡単な図式を、彼が理解できないはずもない。

　いずれは蓮乗寺グループを統括してゆく身の上なのだ。

　創業者一族だからといって優遇され特別扱いされているだけでは、到底上り詰めない立ち位置に颯士はいる。

　実際、現社長の親族の中には『実力無し』として冷遇されている者も少なくなかった。

　冷酷非情とも謳われるやり手の社長が、『我が子』という理由だけで下駄を履かせはしない。その上颯士は弱冠二十八歳。

　つまりこの若さにしてきちんと実績を積み、結果を出しているということだ。

　──無能なわけがないんだよなぁ……おそらく女性問題に関しても細心の注意を払っているに決まっている。まぁそれならどうして昨夜、私なんぞを連れ込んだんだって話だけど。

　目をグルグルさせながら、充希は次の一手を模索した。

　自分が生き残れる道はどこだ。どれもこれも行き止まりか断崖絶壁に続いている気もしたが、きっと見落としているだけだと己を鼓舞した。

「なるほど」

「ご、ご理解いただけました？　では──」

「賠償金はいらない。──謝罪もね」

「では何がお望みですか？」

　すわ担当者変更かと怖気が走る。それで済めばまだいい。最悪の想像が充希の脳内を駆け巡り、顔色は青を通り越して限りなく白へと近づいた。

「僕はこの関係をこれきりで終わらせるつもりはない」

「……？　それはどういう……？」

　本気で彼の言いたいことが分からず、首を傾げる。

　颯士の双眸に苛立ちと加虐心が灯った。

「こう言っては何だけど、僕らの身体の相性は最高だったと思わないか？」

　眼鏡を外し、前髪を下ろした彼は垂れた目尻を綻ばせる。一見柔らかく優しげに見える表情だ。けれど油断ならないと、充希は咄嗟に身構えた。

　颯士の正体を知った今はもう、昨日までと同じように彼を見られない。

　二人の立場は既に、対等ではなかった。

「僕には今、特定の恋人がいない。だが人並みに欲は溜まる。さりとて誰かれ構わず発散させることもできなくてね……下手にパートナーを作ると前のめりに『結婚』を求められ、過去何度もうんざりしてきたんだ」

「た、大変ですね」

　充希には唐突に始まった自分語りの着地点が見えず、狼狽した。

　本音は『そんなこと打ち明けられても』だ。自分には関係ない。そんなことよりどうやって窮地を脱するかで、頭はいっぱいだった。

「……君はそういう欲が乏しそうで、いいね」

　褒められているのだろうか。

　しかし責められている気はしない。充希は曖昧に頷き、彼に先を促した。

「平和的解決と先ほど言ったね？　それなら僕からも提案させてもらおう。僕は僕の欲求を安全に解消できて、君は君の『嫌なこと』をこの先も忘れられる。そして秘密は守られる。仕事にも一切影響しない。双方万々歳の方策があるよ」

　もしそんなＷＩＮ　ＷＩＮな選択肢があるなら、是非選びたい。

　そう思ったものの、充希は乗り出しかけた身体を即座に引いた。

　──いや、待って。上手い話には裏があるものでしょ？

　何よりも颯士が醸し出す空気がヤバイ。メフィストフェレスもかくやという黒々とした気配ではないか。

「ええっと……不思議です。この先は聞かない方が精神衛生上いい気がします」

「はは。勘に頼るのも悪くないけれど、もっと広い視野を持つことをお勧めする。昔の人は『肉を切らせて骨を断つ』なんて格言も残しているし。多少の犠牲は君も払って然るべきじゃないかな？」

「ぎ、犠牲？」

　不穏な言葉の羅列に尻込みする。

　充希がじりっと後退った分、彼が前に踏み出した。同じ一歩。けれど歩幅が違うため、先ほどより二人の間にあった空間が如実に縮んだ。

「君のお望み通り、表向きは何もなかったことにしてもいい。これまでと同じで、僕らは仕事上の取引相手。接点は特にないし、何一つ業務契約には影響しない」

「本当ですか？」

　警戒心を張り巡らせつつも、ほしかった約束を取り付けて、充希は目を見開いた。

　その言葉さえ得られれば、一安心だ。もはや勝ったも同然。勝負ではないが、勝鬨を上げたい気分になった。

「ありがとうございます！」

　深々と頭を下げ、込み上げそうになる涙を堪える。クビが回避されたならば、文句はない。多大なる安堵が押し寄せ、充希の膝が嗤った。

「──で、ここからが本題」

　下げたままの充希の後頭部に、愉悦交じりの声が落とされる。

　数秒前までの男の声音とはまるで別物。理性的でありながら、獰猛さを隠そうともしない。

　途轍もない圧を感じ、充希は顔を上げられなくなった。

　──ん……？　私の本能が、全力で警鐘を鳴らしているんだが……？

「充希？」

　こちらの顎に添えられた颯士の指先で、やや強引に上向かされる。

　見上げた先に待ち構えるのは、当然彼の姿。

　充希の顎を捕えていた颯士の指が、頬からこめかみへと滑っていった。

　辿る指先がとても熱い。彼の爪がこちらの皮膚を仄かに擦ってゆく。もどかしい刺激に痛みはなくても、痺れに似た感覚が滲んだ。

　搦め捕られた視線は微塵も逸らせない。瞬きさえ自由にならず、釘付けの状態で充希は颯士に射貫かれた。

「僕の呼び出しには応じると、約束してくれ」

「呼び出し……？」

「そう。たいして頻繁ではないから安心していい。精々月に一、二度だと思う。かかる経費があれば全て僕が持つし、避妊はする。それで手を打つよ」

　鳩が豆鉄砲を食ったようという形容は、こういう場面で使うらしい。

　充希は限界まで瞠目し、秀麗に微笑む彼を凝視した。

　職務上、取引相手に突然呼び出されることはある。あくまでも、仕事の一環として。

　確認やら打ち合わせやらトラブルなど、理由は様々だ。

　だがそういった用件であれば、決して含まれない単語が颯士の台詞の中に混ざっていた気がする。

「……私……とんでもない幻聴が聞こえているみたいです」

「安心して。現実だ」

　だったら尚のこと質が悪い。

　こんなにも清々しいトンチキ発言は創作物の中でもお目にかかったことがなかった。

　──え……？　避妊って日常会話の中で使われる言葉だったっけ？　しかも仕事相手との間で？　いやいや、普通はないでしょ。──まさかとは思うけど、私今……セフレになれって言われている……？

　交際ではなく、身体だけの関係。

　人はそれを愛人契約や遊び相手と呼ぶ。もっと赤裸々に言うならば、セフレだ。

「へぁっ？」

　自ら導き出した答えに驚き、充希の口から奇矯な声が出た。仕方あるまい。人生において、にこやかにセフレを申し込まれる経験をする人間は、少ないのではないか。それも、仕事繋がりの関係者に。

「正気ですか？」

「失敬な。僕がおかしい人間に見えるか？」

　こんな提案を平然としてくる時点でマトモとは言い難かった。世間一般の常識と擦り合わせてみても、一本ネジが外れているのではないか。

「いや、私たちの間にそういう関係を持ち込むのは……っ」

「君は昨夜のことを誰にも知られたくないんだよね？　そして僕はプライベートを公にしたくない。互いに利益があると思うけど？」

「ですから！　一回こっきりで終わりにするのが正解ではないですか」

「終わりにする気はないと、さっき言ったよね。もう忘れたのか？」

　充希の耳朶の辺りに留まっていた颯士の手が、ゆっくりと下降し出す。

　肩から背中へ。背骨を辿りながら、腰付近まで。

　意味深な手つきは、淫猥な記憶を呼び覚ました。

「……っ」

　ゾクッと官能が燃え上がる。消えたはずの淫らな焔は燻ぶっていただけらしい。新たな火種を得て、たちまち充希の体内で熱を上げた。

「わ……私は無理です……」

「何事も試してみなくては分からない。それに、身体の相性が抜群だったことは、充希も否定しないだろう？」

　瞬時に反論できなかったのは、彼の言う通りだったから。

　これっきりで終わらせたかった理由の一つは、あんな快楽を何度も味わえば溺れてしまいそうで怖かったのだ。

　それほど昨日の行為は充希にとって衝撃的だった。

　今までの常識や経験では太刀打ちできない。何も役に立たず、ただ鳴き喘いで悶えることしかできなかった。

　獣の如く交じり合い、他のことは考えられなくなる。あさましく腰を振り、快楽を求めるだけの愚か者に成り下がる。男性向けコンテンツでよく見かける『馬鹿になっちゃう♡』が本当に己の身に起こるとは想定外だった。

　──あれは危険。まさに禁断の果実……！　一口でお腹いっぱいだわ……！

　酒の勢いと失恋のショックでやらかしたが、本来の充希は保守的なところがある。

　特に男女交際に奔放さは求めていなかった。

　付き合ってもいない男性と肌を重ねることには、一般的な抵抗感を持っているのだ。

　──まぁ、やらかしたばかりで説得力はないけどね？　いやだからこそ、これ以上の堕落は阻止しなくちゃならないのよ。

　終わったことを悔いても仕方ない。大事なのは未来志向。

　自身の罪は丸ごと認めても、セフレになるかどうかは別問題だと思った。

「おっしゃる通り、昨夜は最高のめくるめく夜でした。でも、一度で充分です。ここで綺麗サッパリ終わりにしましょう。蓮常寺部長なら、私じゃなくても適切なお相手がすぐ見つかりますよ」

　決して悪意や皮肉を込めたつもりはない。

　しかし彼のこめかみにはくっきりとした青筋が浮いた。

「……手強いな。それにいちいち癇に障る」

「エッ」

　意図していないのに、言葉を尽くすほど颯士を怒らせている気がしてならない。いっそ口を閉ざした方が得策ではと充希は動揺した。

「──貴女の上司に今回の件を報告したらどうなるだろう。枕営業と言われるかな？　それとも担当者の立場を利用して取り入ったと誤解されるかもしれない」

「待ってください！　私、本当に昨日は蓮常寺部長だと気がつかず……！　そ、それにこのことが噂になったら、そちらもお困りになるのでは……っ？」

　仕事をやるからと他社の社員に関係を迫ったなどと言われれば、ダメージは絶大に違いない。

　彼本人としても、蓮乗寺グループとしても無傷ではいられないはずだ。

　──ああでも、彼から無理やり関係を迫られたわけじゃない。むしろ私が誘ったようなものだ。だいたいどちらの言い分がより信憑性が高いかと問われたら、火を見るよりも明らかじゃない？

　社会的立場を鑑みて、充希の主張など簡単に押し潰される。

　そんな未来が垣間見え、足元が崩れ落ちる錯覚に苛まれた。

「広く物事を俯瞰して、何が一番得になるか考えてごらん」

　耳元で、悪魔が囁く。

　甘言がじわじわと充希の体内を侵食した。それはやがて毒に変わり、内側からあらゆるものを蝕んでゆく。

　ひゅっと喉が鳴り、充希は激しく瞳を揺らした。

「脅すつもりですか……？」

「君にとっても利益がある取引だよ？　これから先も『嫌なこと』で思い悩む暇なんてなくしてあげる」

　颯士の言葉が自信過剰な発言ではないことを、充希はよく知っていた。

　事実、彼のおかげで正孝のことをもはや考えてはいない。頭の中からぶっ飛んで、『それどころじゃない』のが嘘偽りない状況である。

　昨夜は快楽によって。そして今朝は、セフレの提案のために。

「で、でも」

「性的な接触は、ストレスの緩和や良質な睡眠、免疫力の向上に効果があると言う研究者もいる。それに適度な運動にもなって、肌質が整うらしい。女性ホルモンが分泌するのかな。いいこと尽くめだと思わないか？」

「私が言いたいのは、そういうことではなく──」

　たとえメリットがあっても、それらを上回るデメリットがある。

　何よりセックスだけを目的に男性と関係を持つのは、充希の本意ではなかった。

「……昨日は満足できなかったか？」

「……ンッ」

　吐息を注がれながら囁かれ、充希の感度が上昇した。

　恥ずかしくなるくらい頬が上気する。瞳が潤んだのを知られたくなくて、慌てて瞼を伏せた。

「よ、よかったかそうでないかで言えば、前者ですけど……っ」

　馬鹿正直に言わなくていいことを口にして、身を捩る。だがガッチリと充希に絡みついてくる颯士の腕は力強く、全く解ける気配がなかった。

「僕もできれば脅迫なんて真似はしたくない。お互い合意の上で建設的な関係を結びたいと願っている」

　それにしては言っていることとやっていることがズレていませんか？　と抗議したいがうやむやになった。

　充希の尻を彼が掴み、絶妙な力加減で揉んでくる。

　そんなことをされては、どうしたって昨晩のあれこれを思い出さずにはいられなかった。

「駄目……っ」

「いい匂いがする。このシャンプーとボディソープ、充希の肌の匂いによく合っている。後で同じものをプレゼントするよ」

「い、いりません……っ」

　貰ういわれがない。まだ充希はセフレ関係を受け入れたわけではないのだ。

　男の腕の中で必死にもがき、淫靡な拘束から逃れようと足掻いた。けれど巧みに抵抗を封じられ、段々移動し扉から遠ざかってゆく。

　気づけば充希は、リビングのソファーに押し倒されていた。

「寝室の方がいい？」

「それ以前の問題です……！　私は意外に身持ちが固い女なんです。説得力がないのは、百も承知ですけど！」

　覆い被さろうとしてくる颯士の身体を押し返し、充希は行為自体を受け入れるつもりがないと示した。

　それなのに、二人の距離は近づく一方。

　今や額同士がくっつく近さに、充希は愕然とした。

　──て、手際が鮮やかすぎる。これが経験の差なの？　だったらやっぱり他にいくらでも丁度いい女性は見つかるんじゃない……っ？

　至近距離で見る彼は、一部の隙もなく完璧な美形だった。

　面食いでなくても、ついつい見惚れる。しかも脱ぐともっとすごいことを知ってしまった今、充希の『貞節』と『良識』の天秤はガシャガシャ乱高下した。

　──ああ、あの見事な裸体が目の裏にこびりついて離れない……！

　これでは痴女だ。自分でも呆れる。叶うなら『正気になれ』と往復ビンタをかましたかった。

　──とにかくこの方は大事な取引先のお偉いさん！　それもいずれトップに立つ人。無礼を働いてはならない方なのよ！

　理性を総動員し、流されかける自身を戒める。だがそれは全力で己を律しないと丸め込まれかけている証左でしかない。

　事実、蠱惑的な笑みを滴らせる颯士から目を逸らせず、濡れた吐息を漏らしそうになっているのだから。

　触れ合うだけで、胸が騒めいて体温が上がる。期待が膨らみ、充希の中の『女』の部分が刺激されるのは、初めての体験だった。

　とても無視できない。

　無理に抑え込もうとすると、反発するかの如く逆に衝動が大きくなる。こんなことも生まれて初めて味わうものだ。当然、対処方法なんざ知るはずもない。

「ごちゃごちゃ余計なことを考える余裕も奪ってしまえばいいか」

「や……っ？」

　昨夜と同じ手順で服を乱され、充希の白い乳房がまろび出る。ただし今回は全て脱がされたわけではなく、中途半端に剥かれ、半裸の状態にされた。

「え……ちょ……っ」

　服が引っかかったままで、動きが制限される。不自由に感じるのは、ここがソファーの上であることも原因だった。

　大きな座面で、Ｌ字になった場所には背もたれがない。決して狭苦しくはないのだが、それはあくまでも『座った場合』の話だ。

　キングサイズのベッドと比べてしまえば動ける範囲は限られている。

　暴れて床に転がり落ちるのを恐れ、充希の抵抗は形ばかりになった。

　──ううん、違う……逃げられない言い訳を探している時点で私は──

　自分の内側に、こんなにも淫らな女が潜んでいたとは思わなかった。

　交際相手との行為には積極的と言えなかったのに、颯士が相手だと何故か激しく欲望を煽られる。ひょっとして欲求不満だったのか。

　考えたくもない結論で一瞬充希の意識が遠退きかけた。

　しかしここで気絶などした日には、セフレ一直線である。

　──意地でもしっかりして、私！　何としてもリセットしなくては……！

「昨日は汚いから駄目だと言っていたが、今日は入浴後だから構わないよね？」

「……ぇ、えええっ？」

　固めた決意はいとも容易く砕かれた。

　いくらストッキングを着用していなかったとはいえ、あっさりショーツを下ろされて脚を左右に開かれる。スカートは穿いたまま。

　無防備に暴かれた充希の蜜口へ、颯士の唇が寄せられた。

「嫌……っ」

　まさかという驚愕と、仄かな期待。

　愉悦の余韻を残した花弁が、瞬く間に熱を帯びる。打ち震える太腿を彼の髪が撫で、颯士の伸ばした舌に花芯が捉えられた。

「あ……ッ」

　逃げを打つ肢体は、上から押さえ込まれてろくに動けない。

　既に充希のどこが弱いかは彼に知られている。

　どこを、どんな風に触れられるとたちまち気持ちよくなってしまうのか。強弱や速さも。

　太腿を掴む掌からも喜悦を注がれ、充希は爪先を丸めることしかできなくなった。

「んん……ゃ、ああ……っ」

　飴玉を転がすのに似た動きで肉芽を甚振られ、たちまちそこが膨れてゆく。より法悦を享受しようと固くなっていくのが自分でも分かった。

「トロトロになって、可愛いな」

「息、かけないで……っ」

　囁きすらも糧にして、官能が大きくなる。

　陰核を舌先で突かれ捏ねられると、指とは違う感触に身悶えずにはいられなくなった。

　歯が当たる刺激も堪らない。軽く甘噛みされると、腹の奥が蕩ける。

　思わず充希が奥歯を噛み締め声を堪えていると、咎めるように花芽を吸われた。

「ぁ……んぁああッ」

「我慢せず、思いきり鳴けばいいのに。その方が心も身体も解放される」

「そ、そういう解放ではなく、私がほしいのは……」

　望むのは、この部屋からの解放である。イマイチ噛み合っていない。

　充希が改めて制止を訴えようとすると、一瞬早く彼に花蕾を擦られた。

「はぅっ、ぁ、あ……ッ」

　根元から先端に向け扱かれて、弾かれ押し潰される。

　かと思えば口内に招き入れられ、次々に異なる刺激を加えられた。一瞬たりとも息がつけない悦楽に呼吸は乱れるばかり。

　やめてと言う代わりに喘ぎがこぼれ、一層執拗に蕾を虐められた。

「ふぁあ……っ、待っ……ぁ、あああッ」

　眼前に火花が弾ける。涙が溢れ視界が滲んだ。

　ようやく颯士が身体を起こしてくれたことで拷問めいた快楽地獄からは解き放たれたものの、その時点で充希は手足に力が入らない状態になっていた。

　投げ出された四肢は、動かすのが億劫。だらしなく開いた脚の付け根から、生温い滴が垂れている。

　茫洋とした眼差しをさまよわせていると、口元を淫蕩な液体で濡らした彼が充希を覗き込んできた。

「──どうする？　ここで終わりにする？」

　少しでも理性が残されていたなら、答えは迷うまでもない。

　充希は懸命に余力を掻き集め、首を動かした。自分ではちゃんと顎を引いたつもりだ。それなのに曖昧な動きはどちらにも解釈できる程度のものになった。

　声に出して返事をしなかったことも敗因。

　そして当然の如く、颯士は悪辣に微笑んだ。

「後悔はさせないと約束する。勿論、避妊は怠らないから安心して」

「あ……ッ」

　覚えのある形が充希の中に入ってくる。いっそ凶悪と言っても差し支えない質量は、迎え入れるのはまだキツイ。

　圧迫感に息を詰めていると、口づけで呼吸を促された。

「……力、抜いて」

「ん……ぁ、あ……」

　膣道を隈なく擦られ、悦楽が呼び覚まされる。

　彼の楔が粘膜をこそげ、肉壁が広げられた。

　昨晩よりも息苦しさは少なく、互いの局部が重なる。深々と貫かれ、充希はようやく深呼吸を繰り返した。

「──早く、僕の形に馴染んでほしいな。他の奴なんて、思い出せもしないように」

「んんっ……何を、言って……」

　嫉妬かと言いたくなる戯言だ。

　それともセフレが相手でも、独占欲を発揮するタイプなのか。

　──あ、もしかして不特定多数と関係を持つ女は嫌ってこと……？　病気の心配もあるものね。いや、だったら尚更ちゃんと特定の相手を作れって話じゃない？

　結婚をゴールに定めないライフプランを持っていても、真剣交際を希望する女性だっているはずだ。

　そういう可能性を無視しお手軽かつ安全に遊びたいと考えているなら、あまり褒められたことではない。ちゃんとしろよと説教の一つもかましたいところだ。

　──でも私も人のこと言えないのよ……！

　問題はそこである。

　図らずもある意味前科者となった充希には、颯士を責める資格はなかった。

　自分自身が一夜の慰めを求め、スッキリしたからはいサヨナラを実行しようとしていたのだ。もし彼を糾弾すれば、どの口が言っているのだと自分でも全力で突っ込みたかった。

　──自ら危険な獣の巣穴に突入した気分……！

　しかも後悔は爛れた快楽に塗り潰されてゆく。

　颯士が動き始めると、充希の思考はあっという間に霞がかってしまった。

「駄目……っ、動かないで……ぁ、あんっ」

　わざとゆっくり抜き差しされ、熟れた蜜壁が満遍なく摩擦される。膨れて顔を覗かせた秘豆を摘まれ、愉悦がダイレクトに脳へ響く。

　ブワッと肌が粟立ち、体内から愛蜜が溢れた。

「ひ……んッ」

　ぐぷぐぷと聞くに堪えない淫音は、おそらく彼が意図的に立てているのだろう。

　深く挿入されたまま腰を回されると、充希の眦から生理的に涙が溢れた。

「やぁあっ」

「……気持ちいい？」

　悔しいがその通りで、反射的に頷いてしまう。閉じた瞼へ口づけられ、そんな接触からも悦楽を拾った。

　ゆったりとした律動も、荒々しい打擲も全部が快感でしかない。

　揺さ振られるほど法悦が溜まり、充希の体内でより大きくなってゆく。身体中の全部が性感帯になってしまったようだ。

　──こんな……っ、吐息を吹きかけられるだけで感じたことはなかったのに……っ！

　今や湿った呼気を耳孔に注がれた淡い慰撫ですら、絶大な快楽に変わる。

　充希の腰を捕らえる大きな掌が与えてくる圧も絶妙な力加減で、時折颯士が指先を横へ流すだけで官能を呼んだ。

　とにかくありとあらゆる行為が充希のツボを外さない。

　声や態度に出さなくても、今どこをどうしてほしいのか丸ごと把握されていた。本気で嫌なことは一切されず、冷静さや常識を喜悦で奪われる。

　スイッチを押されれば起動する機械の如く、充希は蜜を滴らせ、四肢を強張らせて馬鹿正直に反応してしまった。

「はぁ……っ、も、ぁ、ああッ」

　仰け反った刹那体勢を変えられて、気づけば抱き起され、向かい合って座る体位になる。

　蜜道には彼の肉槍が突き刺さったまま。自重でググっと奥を押し上げられ、充希は声も出せず打ち震えた。

「……っ」

「は……ナカがうねっている……」

　颯士の陶然とした声音が、充希の喜悦を一層煽る。

　こめかみに唇を密着させて囁かれたものだから、余計にゾワゾワとした痺れが末端まで広がった。

「深い……っ」

「うん。全部君に食べられた気分だ。すごく温かくて、ずっとこうしていたくなる……」

　流石に冗談ではない。こんな状態を維持されたら、早晩おかしくなるに決まっている。

　充希が唖然として首を横に振れば、彼がこちらの背面を意味深に撫で下ろしてきた。

「……想像するだけで堪らなくなる」

「ちょ……っ、何でこれ以上大きくなるんですか……っ」

　既に限界近くまで腹の内側を食い荒らされている。今よりも質量が増せば、とても受け入れられない。

　充希が恐れ戦いて涙目になると、颯士はさも嬉しそうに目尻を綻ばせた。

「そんなに褒められると照れる」

「褒めていません！」

　だが焦る充希の気持ちとは裏腹に、女の身体は着々と彼に馴染んでいた。

　潤みを増した隘路は、早くも颯士の剛直に沿い形を変える。大きすぎると思った異物を、既に柔らかく包み込んでいた。

「ん……ふっ……」

　そうなれば、充希が得るのは愉悦だけ。

　圧迫感は薄らいで、脳内が快楽物質で埋まっていった。

「……ぁああ……っ」

　こんな風に繋がるのは初めてで、どこに重心を置けばいいのかも分からない。にも拘らず、充希は無意識に腰をくねらせていた。

「いやらしくて、可愛い。いじらしいな」

「ぁ……だって」

　ほんの少し身体を上下させたり、前後に揺らしたりするだけで、この世のものとは思えない逸楽がある。

　しかも充希の動きに合わせ、彼が動いてくれた。

　敏感になった花芯が颯士の繁みに擦られ、ほしいところに肉塊の切っ先が当たる。

　寂しさを感じた乳房を揉まれ頂に口づけられると、ますます全身が過敏になった。尻の割れ目を弄られるのも気持ちがいい。

　共に同じ動きに興じ、時には充希の身体が落ちたところを突き上げられ、真逆の動きになる。

　それも全て、充希が望む以上の快楽になった。

「……ぁ……あああッ」

「暑いな。汗がびしょびしょだ。これはまたシャワーを浴びなきゃならないし、このままの服では帰れないんじゃないかな」

「や……は、ァあっ、あ、あ……ッ」

　言われてみれば、纏っている服はたっぷり汗を吸っただけでなく、皺は勿論、恥ずかしい染みがあちこちにできているはずだ。

　こんな格好では夜ならばまだしも、昼日中に都心を歩く勇気は充希になかった。

「ど、どうしてくれるんですか」

「ごめんね。僕が悪かった。でも充希が全部脱ぎたくないのかなと思って」

　さも気遣ったのだと言わんばかりの言い草に呆れてしまう。

　ほぼ確実に、初めから計算の上だ。あれこれ理由を作り、充希が帰れないよう足止めしているとしか思えなかった。

「ず、狡い人……っ」

「使えるものは何でも利用する。それが僕の信条でね」

　否定しないところが尚更憎らしい。

　充希が恍惚に濡れる双眸で颯士を睨めば、何故かキスを返された。

「んん……っ」

　舌を絡ませる濃厚な口づけが心地いい。

　悔しいが極上の官能が充希の思考力を麻痺させた。このまま溺れたくなり、抗えない。

　身体から堕とされたなんて絶対に認めたくはないが、そう言われても仕方なかった。

　頭を空にして、快楽のみに集中する。すると不思議なことに心も解放されたようだ。

　汗を飛び散らせて肢体を弾ませ、あえて淫蕩に彼の肉槍を咀嚼する。自分本位で動くのも悪くはない。

　その上彼も感じてくれているなら、言うことはなかった。

「あぁあっ……ぁ、ふぁ……アッ」

「……っく……」

　颯士は充希の反応をよく見て期待以上の法悦を与えてくれるが、この行為は一方通行のものではない。

　セフレと称するのであれば、快楽は平等。

　覚悟が固まればやられっ放しでなるものかと、充希は大胆に動き始めた。

「どうせなら、一緒に……ッ」

「魅力的なお誘いだな」

　こちらの意図を彼は悟ったのだろう。

　にやりと口角を上げ、挑戦的な眼差しを充希に据えてきた。

「喜んで、ご一緒するよ」

「あ……ッ、ひぁあッ」

　ゴッと激しく突き上げられ、鈍い衝撃が脳天まで走る。

　膝立ちになりたくても、もはや充希の太腿は役立たずだった。

　どっしりと颯士の上に座り込み、最奥を抉られる。体内を割り拓かれ、見知らぬ性感帯を昨日と今日で完全に暴かれてしまった。

「そんなところまで……っ、ひぅ……っ」

　涙でもう視界は歪んでいる。

　全裸でないことがむしろ恥ずかしいような格好で、浅ましく求め合った。

　夢中で舌を絡ませるキスをし、めちゃくちゃに相手の肌を弄る。

　汗で滑るせいで、強めにしがみ付かなければ振り落とされそう。荒っぽく掻き抱かれると、激しく求められている気分になれた。

「充希……っ」

　名前を呼ばれるのが嬉しい。

　便利な女や、ただのセフレではなく、自分自身を欲されている錯覚を抱けるからだ。

「颯士、さん……っ」

　だから充希も彼の名を息を乱しながら口にした。

　──今だけは許されるよね？

　身体の関係ならば、こうして抱き合っている間は無礼講のはず。二人きりの時にだけ、颯士の名前を呼ぶことを自分に許そうと思った。

「は……下手な口説き文句より、腰に響く……」

「はぁあッ、ぁ、アッ、あああ……っ」

　彼の声には明らかに歓喜が秘められていたものの、充希には目視する余裕はなかった。それ以前に涙の膜が張り、視覚はあてにならない。

　恍惚に溺れまいと足掻くだけで精一杯だった。

「もう一度僕を呼んでくれ、充希……ッ、颯士って──」

「ぁあ……っ、そ、颯士さん……っ」

　促され、考える間もなくオウム返しにした。充希を抱く彼の腕に力が籠る。

　その力強さが『充希自身を渇望している』ように感じられ、この上なく自尊心を満たしてくれた。

「最高」

「ぁ……ああああッ」

　愉悦が弾ける。

　悦楽の海に投げ出され、充希の内側が颯士の屹立を不随意に締めつけた。







３ セフレ以上恋人未満








　ＳＮＳが受信を示し、鞄の中でスマホが振動した。

　表示された送信者を見る前に、もう心臓がドキドキと高鳴ってくる。

　充希は無表情を取り繕い、吊革につかまったまま端末を取り出した。

　仕事を終え、帰路に就く途中。

　電車内は満員とは言えないものの座席は空いていない程度の混雑状況。身体は勿論精神的にも疲労はピークに達していた。

　一週間を戦い抜き、明日は土曜日。

　自分のマンションに戻ったら、ゆっくり風呂に入り休むことを考えて、疲れ果てた肉体に鞭打っていたところだ。

　それがたった一つのメッセージがきただけで、一転華やいだ気分に変わる。

　──『明日、十時』……か。午前中に待ち合わせるのは、珍しいな……。

　颯士にセフレの関係を提案されてから数か月。

　彼も忙しい人なので、実際の呼び出しはひと月に三回程度だった。ただし電話やメッセージはマメに送られてくる。

　今回の文面も、素っ気ない最初の一文の後には『一週間お疲れ様。もしも身体が辛かったら言ってほしい。無理のない予定を考える。万が一忙しくて時間が作れないなら、せめて声だけでも聞かせてほしいけど』と続いていた。

　──何と言うか……セフレに対してもある意味では誠実だよね。──天然ジゴロなのか？

　こんな風に優しく気遣われ、不快になる女は少ないだろう。

　充希だって、ついキュンっとした。

　──相手は私を性的な欲求の解消相手としか見ていないのに……っく、素敵と思ってしまうところが悔しい。だってしょうがないじゃない。ここまで配慮してくれて私を女扱いしてくれた男性が今まで他にいた……っ？

　片手にビールジョッキを持ち、肩を組んで『ウェーイ』と盛り上がる仲間は大勢いる。男性と同じだけ徹夜して駆けずり回っても、充希なら大丈夫だろと謎の信頼を寄せてくる男も。

　──そういう間柄も嫌いじゃない。むしろ心地よくって好きだったけど……大事にされている感覚も味わってみると悪くないんだよね……。

　もっとも、セックスのために体調を尋ねられているだけなのだから、大事にされているかどうかは怪しいが。

　──でもそれだけって完全に割り切れない態度を取られるから、私も惑わされちゃうのよ。

　颯士は充希を雑に扱わない。

　二人きりで過ごす場所として格安ホテルや、まして『ご休憩』システムが存在するホテルを選択しないし、その上予約を取るのが難しい店で気前よく食事をおごってくれることもしばしば。

　充希だって呼び出されるホテルや店の格でとやかく言うつもりは端からないが、時間や金、手間をかけられれば満更でもないのである。

　──何事も、尊重されていると感じるのは、自尊心が満たされるよね……。

　彼は充希に金を握らせるなどのプライドを傷つけてくる言動はせず、それでいてさりげなく負担にならない程度の贈り物をしてくれた。

　たとえば充希がほしがっていた切子のグラス。入手困難な幻の酒。機能性が高いボールペンなど。

　どれも自分で買うのは躊躇うが、貰えば嬉しい品ばかり。

　充希が断れば捨てるしかないと颯士に告げられ、遠慮の気持ちは捨て去った。

　──全部私が何気なく『いいな』と口にしただけで、まさか彼が覚えているとは思わなかった……。

　そういったことが積み重なれば、少しは大切にされているかもと感じなくもない。

　セフレと言っても恵まれている。そんな自覚を充希は抱いた。

　──休日に二人きりで会って、美味しいものを食べて──デートみたいって思っちゃうじゃない。私、ちょろいな……。

　しかし間違っても、この関係は交際ではない。

　それなのにプライベートが充実している錯覚を覚えるのは、如実に充希の肌艶がよくなっているからだった。

　何とも忌々しいが、以前颯士が言っていたことは、噓八百ではなかったらしい。

　つまり『ストレスの緩和や良質な睡眠』が得られ、『免疫力の向上』に効果があり、『適度な運動』を確保できて、『肌質が整う』のである。

　あの時は適当なことを言って……なんて思ったのだが、事実最近の充希は絶好調だ。

　これまでは週を跨いでもなかなか拭えなかった疲労感が、週末にリセットされることもしばしば。

　あの行為は余計疲れても不思議はないのに、何故か月曜日には気力が漲るのだ。

　──体力がついたのかな……侮れない。女性ホルモン……。

　おそらくよく食べよく眠っていることも、充希の身体にいい影響を及ぼしている。

　メリハリのある生活が健康に導いてくれているのは間違いない。

　しかし『ときめき』の力も馬鹿にしたものではないと、認めざるを得なかった。

　──心の潤いって大事なのね。皆が推し活に嵌る理由が納得できたわ。

　車窓に映る女の顔は、先ほどまで明らかにグッタリしていた。それが今やほんのりと頬を染め、イキイキしている。

　死んでいた瞳は生命力が戻り、半ば吊革にぶら下がる勢いでどうにか立っていた身体は、シャンと芯が通っていた。

　──週末が楽しみ……なんていつ以来かな。

　そんなこんなで充希の毎日は、平日は全力で仕事。休日には颯士と会うのが当たり前になりつつある。おかげで、失恋の痛手に打ちひしがれている暇は皆無だった。

　今や正孝を思い浮かべることもほとんどない。

　あんなに彼のことが好きだったのに、もっと色々なことが押し寄せて、充希自身正孝について考える余裕がないのだ。

　──その点は颯士さんに感謝かな。宣言通り『嫌なこと』を忘れさせてくれたってことだもの。

　それが快楽を駆使して──というのが引っかかるものの、細かいことはこの際無視する。

　不道徳なセフレ関係も、悪いことばかりではないと考え、やや乾いた笑いが漏れた。

　──やばいな……このまま彼に嵌ったら、駄目になりそう……。

　付き合ってもいない男に甘やかされ、極上の官能を与えられて、夢心地のひと時を提供される。自分がただのセフレであることを、ついつい忘れそうになっても、仕方がないではないか。

　今はまだ、ギリギリ割り切っていられるし、そうすべきだとも充希は重々承知していた。だが、心の天秤はままならない。

　ふとした拍子に左右に揺れるから、厄介だった。

　──ま、考えても仕方ないか。なるようにしかならないし……ごちゃごちゃ悩むのは性に合わない。どうせなら明日を楽しむ方が建設的だもの！

　珍しく午前中に約束を取り付けたということは、遠出するのかもしれない。メッセージの後半には『カジュアルな格好で大丈夫』とあったから、最近買ったパンツを下ろそうと充希は考えた。

　──そうだ。どうせならお気に入りのシャツを合わせよう。それから靴はスニーカーじゃ味気ないから、歩きやすいフラットなパンプスで──

　どうでもいい相手との外出であれば、お洒落しようなどとは考えもしないとは気づかずに。







　そうして迎えた土曜日。

　二人が向かったのは日本酒フェス。

　全国から厳選された日本酒を楽しむことができる人気イベントである。他にも、生ビールやハイボールが味わえるとあって、充希は颯士に目的地を聞いた瞬間歓声を上げてしまった。

「一回来てみたいと思っていました！」

「だと思った。今日は天気がよくて、運がいい」

　早速お目当ての酒や食事を二人手分けして買い込んで、屋根が張られたベンチに腰かける。かなりの人出があったが、幸いにも席はすぐに見つかった。

「うう、食べ物も美味しそう……！　これはお酒が進んじゃう」

　見るからにしっかりと味付けされていると窺える焼き鳥やスモークチーズ、新鮮な海鮮のフライに漬物など。

　系統がバラバラになったのは、充希が『食べたい』と感じたものを無造作に選んだからに他ならなかった。

　それ以外に、彼が購入してきてくれたものも充希の好みど真ん中である。

「あ、そのお酒。ブースが長蛇の列で諦めたやつです」

「そうなの？　僕が行った時はタイミングがよかったのか、あまり並んでいなかったよ。どうぞ」

　一口飲んだ颯士がカップをこちらに渡してくる。酒精が香り、いつも以上に彼が艶めかしく見えた。

「え……でも」

「飲みたかったんだろう？　気に入ったら、後で空いたのを見計らってまた買いに行こうか」

　今日の颯士もプライベートだからか、前髪は上げていないし眼鏡もかけていない。そのおかげで目尻の黒子がよく見える。

　どうも自分はその黒点にドキドキしてしまうのだと、充希は最近気がついた。

「……ありがとうございます」

　二十六歳にもなって、間接キスだと騒ぐ気はない。それどころかもっと深い関係である。

　けれどいくつになっても、こういうシチュエーションはときめくものだ。

　自分も案外乙女だなと自嘲しつつ、充希はカップを受け取り口をつけた。

「美味しいです。それにチーズがよく合います」

「じゃあ、僕も」

　サイコロ状に切られたチーズを充希が味わっていると、彼がおもむろに口を開いて止まっている。

　初めは、颯士の意図が分からなかった。

　本気で『何をしているんだ？』と瞬いたほどだ。しかし数秒後に『あーん』を要求されているのだと思い至った。

「え……っ」

「ほら、早く」

　これまでの人生で、こういういちゃつきをしたことがなかった。

　常にどこか男友達の延長線上だったように、今では思う。

　交際相手とキスやら何やらしていても、大勢でワイワイやる方が圧倒的に多く、甘えられることに充希は慣れていないのだ。

　それでも迷ったのは一瞬。

　若干震える指先で爪楊枝を摘まみ、彼の口内へチーズを入れた。

「──ん。これは美味い」

「で、ですよね？」

　動揺は表に出さずに済んだと思う。

　笑顔で平静を装えたはずだ。内心、心臓はバックンバックン乱れ打ちだったが。

「実はこういうイベントにきたのは初めてだ」

「そうなんですか？」

「時間が合わないし、誘う相手もいなくてね。下手をすると仕事絡みばかりになる」

「ああ……それは私も同じかもしれません。なかなか予定が合わなくて、誰を誘ってもいいわけじゃないですし」

　女友達にも酒好きはいるが、充希と同程度に飲む者は少ない。アルコールに対する熱量が違うのである。さりとて誰かれ構わず男性に声をかけるのも躊躇われた。

　相手にパートナーがいれば申し訳ないし、『二人』となると流石に色々考える。学生時代のように一声上げれば、ワッと人が集まるほど皆暇ではないのだ。

「一人で来るのもありですけど、せっかくならシェアしたり感想を言い合ったりしたいですもんね」

「ああ。だから今日は充希が付き合ってくれて、嬉しい。たまには仕事以外で思いきり嗜みたい」

「それはこっちの台詞です」

　お礼は充希の方が言いたいくらいだ。念願のイベントにようやく参加できて、とても楽しい。

　女性が大酒飲みであることにいい顔をしない層は一定数いて、本音では眉を顰めている者がいるのを、充希だって知っている。

　しかし颯士は本当に気にしていないらしく、にこやかに別の酒を充希に進めてくれた。

「これ、僕のお気に入り。君に試してもらいたくて買ってきた」

「え、見たことないです」

「まだそこまで有名になっていないんだ。でも絶対にこれから人気が出ると思う。うちのホテルでも取り扱いさせてもらえるよう交渉したいと思っている。会計の時にさりげなく挨拶だけ交わしてきた」

「颯士さん、結局仕事の話になっていますよ」

　どうも油断すると頭がそちらへ引き摺られるようだ。彼は「あ」とこぼし、直後に破顔した。

「一種の病気だな」

「仕事熱心なところ、私はいいと思いますけど──休める時はちゃんと休息してくださいね」

「……ありがとう。充希と一緒にいるのに他所事を考えるなんて、言語道断だ」

「そこまで言ってません。私は、颯士さんの身体が心配なだけです」

　夜を何度か一緒に過ごす内、彼は充希が眠った後も書類に目を通したりメールチェックをしたりしていることには気がついていた。

　たまたま真夜中に目が覚めた際、真剣な面持ちでノートパソコンに向かう姿を目にしたのだ。

　時には別室で電話をしていたこともある。

　流暢な英語で会話していたから、海外とのやり取りだったのだろう。

　ただでさえ充希よりも多忙なはずの颯士が、月に何度も自分との時間を作るのは容易なことではないはず。

　こまめに連絡をくれるのだって、大変だと思う。

　だが彼はそんな素振りを微塵も見せず、充希と会う時間を大事にしてくれている。もっと自分本位に呼び出して、ぱっと用件だけ済ませても不思議はないのに。

　──『呼び出しには応じろ』なんて初めに言ったくせに……今日だって結局は私の都合を気にして、断る余地を残してくれた。

　それでいて、せめて声だけでも聞かせてほしいなんて、どんな殺し文句だ。

　キュンっとしない女がいるだろうか。

　そんな惹かれる面を知ってしまうと、やはり心が揺らぐのが人情というもの。

　こうして会うと間違いなく楽しくて、現実を見失いそうになる。『私はセフレ』と己に言い聞かせるのが、充希のルーティンになっていた。

「嬉しいことを言ってくれる」

「だって、颯士さんは私の愚痴を聞いてくれる数少ない友人でもありますもん」

　同じ職場の人間には、仕事上の愚痴は言い難いものだ。無関係の友人であれば、知らない人の話をされても困るだけ。職務上、口外できないこともある。

　それに充希自身、不平不満を他者に漏らすのをこれまでよしとしてこなかった。

　誰かの噂や悪口は言うのも聞くのも苦手だ。文句を言って解決する話でなければ、口にした自分が嫌な女になるだけだとも思っている。

　ようは何事も『やるかやらないか』の二択しかなく、愚痴を言う暇があれば問題解決を講じればいいと考えている。

　結果、隙あらば不満たらたらな同僚らに同調できず、不思議な気持ちで見ていたのは否めない。

　彼らを否定する気は毛頭なくても、『そんなこと言ってないで、対策を練ったりすればいいのに』と何度喉元まで出かかったことか、数えきれなかった。

　──だけど、人に聞いてもらうだけで楽になることもあるんだな。

　颯士が特別聞き上手なのか分からないが、胸に抱えていたものを吐き出すと爽快感を得られるのを、充希はこの年で初めて知った。

　相槌を打ってくれるだけでも充分。

　しかしそこで更に共感を示され、具体的なアドバイスを適時してもらえると、靄がかかっていた問題が晴れやかになっていく気がした。

　──颯士さんが同じ会社の社員ではなくて、でもうちのことをまるで知らないのでもないっていう距離感が丁度いいんだよね……。

　それに彼の方が充希よりも圧倒的に視野が広く、あらゆることに詳しい。冷静で公平な視点もある。平社員ではなく経営者側としての意見も聞ける。相談相手として、これ以上の人はいなかった。

「──友達、ね」

「ところで颯士さんは子どものいる母親の働き方で、他の社員に負担がかかるのをどう考えます？　私としてはこの件は女性だけの問題ではないと思うんですよ。本来は会社側が支えなくてはならないのに同僚の努力や理解に甘えている面が多いからこそ、軋轢が生まれるんじゃないですかね」

　充希の部署でも、現在子育て中のため時短で働く社員がいる。それ自体は当然の権利だし、応援したいくらいだ。

　問題は、子どもの発熱などでその社員が突然休まねばならず、しわ寄せの全てが主に独身者にのしかかっていることだった。

　自分の仕事に余裕がある時はまだいい。しかしそう上手くいかないこともある。

　独り身だから約束がなく暇であるかのように言われれば、誰だって面白くないだろう。また休む側も心苦しい人が大半ではないか。毎回『すみません』と小さくなって頭を下げる姿を見ていると、同情心が擡げた。

　中には『子どもがいるのだから同然の権利！』と主張して憚らない女性もいるものの、そういう人は陰で嫌がられているのも事実。

　結局のところ、きちんとした対応を会社なり上司なりが立てないことが、不満が生まれる原因に違いなかった。

　つい先日もそういう行き違いで、オフィス内がややギスギスしたのだ。そのことを思い出し、充希は思わず彼に意見を求めていた。

「お互い様って、随分都合がいい言葉だと私は思います。だって結婚や出産をライフプランに入れていない人もいます。そうしたら、独身主義者はどこで恩恵を受ければいいんでしょうね？　ずっと誰かのサポートをするのが当たり前として扱われたら、流石に私も複雑です。しょっちゅう残業を強いられて、デートを何度かキャンセルした挙句、恋人に振られてしまった後輩もいますし……」

「なるほど。充希の言うことはもっともだと思う。だが会社側も終わりが見えている人手不足期間のために募集をかけるのは難しい。上司が全て穴埋めするのも現実的じゃない」

「ええ、そこは私も理解しています。だから全体で欠けた部分をカバーするとか、金銭で保証するしかないと考えます。そういう仕組みを、会社には作ってほしいんですよね」

　こういう話はそれぞれの立場がある分、女性陣の中でもなかなか本音を言い難い。

　相手が男性だと、まず当事者意識がない人が多いので議論にならないことが多かった。

　だが颯士が真摯に耳を傾けてくれるので、充希はついつい口が滑らかになる。ほどよく酔いが回ったこともあり、これまで抱えていた疑問や憤りをぶちまけていた。

「しかも下手に頑張って乗り切ると、上には『だったらこのままでも問題ない』と判断され、ずーっと人員補充もされないんですよ。で、ようやく育休開けで復帰しても、またすぐ妊娠して産休に入る子もいますし……おめでたいんですけど！　話が違うだろって気持ちにはなります」

「そうだね。僕もそう思う。うちは職種柄リモートでの業務が限られているから、社内で託児所を作る話を進めている。後は、性別役職関係なく匿名でも可能な相談を受け付けているよ。実は上司側が抱えるストレスも軽視できないからね。それでも女性が思う存分活躍できるように取り計らうには、まだまだ足りないな」

「いいえ……きちんと考えてくれる人が上にいてくれたら、それだけで働きやすい会社だと思います。颯士さんのところの方々は、皆さん幸せですね」

　何か進言しても、『頑張って』としか言わない上司よりずっといい。

　頼りになる、とごく自然に感じた。

「……颯士さんに愚痴っても仕方がないのに……聞いてくれてありがとうございます。耳汚しして、申し訳ありません」

「いや、貴重な意見をこちらこそありがとう。女性の本音を聞けて嬉しいよ。それに愚痴と言ったって、充希のは特定の個人への悪口ではないじゃないか。ちゃんとした問題提起だ。傾聴に値するよ」

　そんな風に言われれば、正直心が踊った。

　不思議と頬が火照って、心臓がドキドキする。アルコールのせいだけではないことを、充希自身が一番よく分かっていた。

「……うちの上司に意見したら、『上手くやってよ』と言われてイラっとしていました。今日は颯士さんに聞いてもらえて、少しだけ気が楽になりました」

「それなら、よかった。僕がそちらの社内に口出しはできないけど……充希の話ならいつでも聞く」

　君のためならいくらでも時間を作ると告げられ、不本意ながら胸が高鳴る。

　惑わされては危ないと気持ちを切り替え、充希はベンチから立ち上がった。

「さて、もう一回会場内を回りませんか？」

「いくらでも。今日は時間がたっぷりある」

　その言葉通り、気になる商品を物色し酒フェスの会場を離れたのは、まだ二時を過ぎた頃だった。

　夕食には程遠い。

　さりとてお腹は一杯。お茶をするにも、タプタプである。

　そこで二人は酔い覚ましも兼ね、街をそぞろ歩くことにした。

　幸い天候に恵まれて、散歩日和。目的は特に決めず、気になる店を冷かした。

　洒落た雑貨屋や蜂蜜専門店、調香体験のできるフレグランスショップなど。アンティーク家具を扱う店、こだわりの書店、和紙製品のセレクトショップ。外から見ているだけでも飽きない。

　その途中、充希はとある店の前で足を止めた。

「ここ、入ってもいいですか？」

「構わないけど……何か必要なものでも？」

　颯士が戸惑ったのも当然だ。充希が指し示したのは、寝具を扱う店舗だった。

　ベッドや羽毛布団、シーツなど。他にはスリッパや寝衣なども並べられている。

　店内はアロマオイルが焚かれ、絞った照明とリラックス効果がありそうな音楽が流れており、商品を物色しているうちに眠気に襲われそうだった。

「えーと……颯士さんに枕をプレゼントしたいなって……」

「僕に？　枕を？」

　ますます彼が困惑した顔になる。それはそうだろう。突然こんなことを言われた体験を持つ人は、少ないのではないだろうか。

「颯士さんに色々いただいているので、お返しがしたいんです。してもらうばかりは心苦しくて……でも貴方がほしがるものなんてサッパリ分からないなぁと思っていたんですが、枕なら使いますよね？」

　いらないものを贈られても、迷惑でしかないだろう。

　それに充希が出せる金額内ではたかが知れている。裕福な彼ならば、もっといいものが買えるに違いなかった。

「だけどどうして枕……」

「颯士さん、ショートスリーパーでしょう。夜中に起きていること多いですもんね。朝も早いし。体質だからしょうがないですが、だったら短い時間でも可能な限り効率的に休息をとってもらいたいなと思ったんです」

　激務に追われる彼の身体が心配だ。

　睡眠をさほど重視していない颯士に少しでも良質な眠りを得てほしい。そこで枕ならば高級品でも充希の手が届くのではないかと思いついた。

　──それに今まで貰ったものを考えたら、多少は奮発しないとつり合いが取れないものね。一つずつはとんでもなく高価じゃなくても、積み重なれば結構な金額になるはず。

「……それで、枕」

「はい、枕です。……あ、もしかして気に入りませんか？　他のものの方がいいですか？」

「いや──充希らしいなって思って……ふ、ははっ。色気も下心もなくて、至極実用的だ」

「だっていらないものを貰っても困りますよね……？」

　下心はともかく、色気がないというのは嘲笑われているのか。だが嫌な気分にはならなくて、充希も口元を綻ばせた。

「他に希望があれば、変えますけど？」

「いや、枕がいい。一人寝の時に、君を思い出せるし」

　そっと耳元で囁かれた言葉は、昼間の空気には相応しくない。

　充希はドキッとして、反射的に自らの腕を摩った。

「じゃ、じゃあ決まりですね。お好きなものを選んでください」

「充希に選んでほしいな」

　仄かに甘えを滲ませられ、目が泳いだ。何故かとても、ドギマギする。先ほどまでは微塵も感じていなかった緊張感を、完全に持て余した。

「いや……選ぶ基準とか私にはよく分からないので……」

「──よろしければ、ご相談にのらせてください」

　充希がアワアワしていることに気がついたのか、店のスタッフがにこやかに声をかけてくれた。

　おかげで、ようやく息を吐ける。

　どうやら颯士が醸し出す妖しい空気に、呑まれかけていたようだ。

　──ゆ、油断も隙もない。やっぱり天然ジゴロ……！　危ない男だわ……。

　経験値の低い自分を惑わすなど、赤子の手をひねるより簡単なのかもしれない。

　ひとまず乱れた心を落ち着けるため、充希はスタッフに颯士の接客を任せることにした。ここは専門家にお願いするのが正解である。

　彼はやや不満げに「充希が選んでくれたら、それにする」などと宣っていたが、最終的には自身に合うものを見つけてくれたので、一安心だ。

　店を出た時には、空が茜色に染まり始めていた。

「何か食べて帰りますか？　たまには私に奢らせてください」

「今日は随分優しいね？」

「すごく気分がいいからです。興味を持っていたイベントに颯士さんが誘ってくれて、沢山話を聞いてくれたからですかね？　──……とても、楽しかったです」

　誇張でも媚でもない本音だ。

　今日は一日、この上なく楽しかった。

　今まで主に夜に会い食事するのもウキウキしたけれど、最終的に目的が『セックスだけ』だと思うと、複雑な気持ちもあった。

　しかし今日は違う。勘違いだとしても、セフレではない距離感を築けた心地がした。性的な行為がなくても一緒にいて違和感がなく、段階を踏んで何かが近づく。おそらく、信頼関係や敬意と呼ばれる種類。

　不意に二人の手が触れて、ひりつく痺れが生まれた。

　──不思議……同じ『触る』行為でも、そこに至るアプローチで感じるものが全く違う……。

　快楽だけではない温もり。安心感や高揚。そういったものが次々に弾ける。

　身体を昂らせるためではなく、ただ『触れたい』気持ちが生まれ、あまりにも自然に充希と颯士は手を繋いでいた。

「……夕食は途中で買って帰らないか？　せっかくだから枕の寝心地を早く確かめたい。──僕の部屋においで」

　彼の家に誘われたのは初めて。

　今までなら心理的線引きもあって、想像したこともない。

　住居は完全にプライベートスペース。自分たちはそこへ出入りをする関係ではないと、充希はずっと思っていた。

　──でも……提案してくれたのは、彼の方だ……断るのは変だよね？

　心臓が大きく跳ねる。潤む双眸を颯士に向ければ、それが答えになった。

「決まりだ」

　額に口づけられ、周りの目が気になったのはほんの数秒。

　すぐに手を引かれて歩き出し、掌から伝わる温もり以外は充希の意識から弾き出された。

　やや足早なのが、彼の焦燥を表しているようで尚更ドキドキする。

　一刻も早く目的地に着きたいと言われているようで、充希の息が乱れた。

　道中は互いに無言。それでも居心地の悪さは微塵もない。繋いだ手から伝わる体温と質感だけで、充分満たされた。

　大通りに出た颯士がタクシーを拾い、二人一緒に並んで乗り込む。

　その間も指を絡めて繋いだ手を離すつもりは双方なかった。

　やがてタクシーが到着したのは、駅前の高層マンション。いわゆる高級住宅街に馴染みのない充希は、見上げる豪奢な建物に気圧された。

「こ、ここですか……？」

「入って」

　尻込みしかけたところ手を引かれ、よろめくように歩き出した。

　エントランスを抜け、エレベーターホールへ。いくつかあるエレベーターは、止まる階層毎に分かれているらしい。

　彼が乗り込んだのは、最上階を含む高層階専用の箱だった。

　扉が閉まった瞬間充希は抱きしめられ、颯士の胸に顔を寄せる。吸い込んだ彼の匂いにクラクラした。

「あの……っ」

「大丈夫、誰も見ていない」

　颯士の言う通り、エレベーターの中にいるのは充希と彼だけだ。けれど途中で誰かが乗ってこないとも限らないではないか。

　充希は焦って颯士の胸を押したが、それを遥かに上回る力で抱き竦められた。

「……今日一日、目一杯充希の可愛い顔を見せられたから、もう我慢できない」

「……っ」

　甘い台詞に、酔いが戻りそうになる。酩酊感で眩暈もした。

　昼間呑んだ酒はとっくに抜けている。だが頭も心もふわふわし、それがぬるま湯に浸かっているのと似た気持ちのよさを運んできた。

　充希は無言のまま彼の背中に手を這わせ、躊躇いつつも抱き返す。すると指先が颯士の背に触れた刹那、強引なキスが降ってきた。

「ん……っ」

　目的の階に到着したエレベーターのドアが開く。

　縺れるようにして降り、充希は口づけの余韻から抜け出せないまま、廊下の突き当りにある部屋へ連れこまれた。

「あ……っ」

　再び濃厚なキスを仕掛けられ、膝が戦慄いた。

　玄関扉に押しつけられながら、舌を搦め捕られる。唾液を啜り上げられ粘膜を弄られると、どうしようもなく全身が火照った。

　足元で紙袋が落ちる衝撃と音がして、彼が持っていた枕を手放したのだと知る。けれどプレゼントを雑に扱われたとは思わなかった。

　ここまで大事に抱えてきてくれたことは分かっている。だが意識が充希に集中し、つい手が離れてしまったことは想像に難くない。

　つまりそれだけ、自分に夢中になっていることの裏返し。だからこそ、キュンっと胸が疼いた。

「んん……っ」

　口内で舌の追いかけっこに興じ、混ざった唾液を嚥下した。

　喉がカァッと熱を孕んで、全身に甘い毒が回る。禁断の味は覚えてしまうと抗えない。

　充希からも積極的に舌を伸ばし、淫蕩な口づけに溺れた。

「ぁ……ふ……っ」

　相手に触れる手つきが次第に大胆になり、今や互いに服を掻い潜り素肌へ触れていた。

　充希は颯士の凹凸がある腹を撫で摩る。彼もまた充希の乳房を鷲掴みにしてきた。

　焦点がぼける近さで見つめれば、相手の瞳に劣情が揺れているのが確認できる。颯士の双眸に映る充希自身も、すっかり発情した様相を呈していた。

「は……ぁ、あ」

　こぼれる声は淫らに濡れる。

　靴は揃えることなく脱ぎ捨てた。

　だらしなく転がってしまったが、咎める人間は一人もいない。それより余所見するなとばかりに充希は顎を捕えられ、深いキスで視界を狭められた。

　一枚ずつ脱ぎ捨てて、その度に廊下を一歩進む。まるでヘンゼルとグレーテルだ。

　点々と道標を残し、向かう先は颯士の寝室だった。

「あ……っ」

　日が沈み、暗くなり始めていた室内は影が濃い。それでも見えないほどではなく、むしろ陰影に沈むせいか互いの欲望をくっきりと立ち昇らせた。

　吐息は熱く濡れ、肌が汗ばむ。心音は余裕なく疾走している。双眸はぎらつき、目を逸らす暇を与えてくれなかった。

「……っ、余裕なさすぎじゃありませんか？」

「充希こそ」

　駄々洩れの飢えを隠そうとはせず、相手を揶揄しながら自分も昂っていた。

　呼気が掠めるだけで、大仰に肌が震える。指先にかかる力が少しでも増せば、背筋が戦慄いた。

　見つめられることがこんなにも愉悦を産むなんて、知らない方がよかったかもしれない。

　滾る眼差しで炙られて射竦められるのを味わったら、今後普通の視線のやり取りでは満足できない身体になってしまうのではないか。

　欲される喜びに歓喜して、これを普通と感じてしまえば、充希は並の男では物足りなくなる予感があった。

　──相手が恋人なら、もっと違うに決まっているのに……。

　情熱的だなんて簡単な表現では言い表せない。

　苛烈で、濃密。剥き出しの渇望で、雁字搦めにされる錯覚もあった。

「颯士、さん」

「腰、浮かせて」

　ベッドに仰向けに寝転んで、最後に残っていたショーツが彼の手で充希の脚から引き抜かれてゆく。

　クロッチ部分が濡れて色を変えているのが目に入り、いたたまれない心地になる。だが颯士がゴクリと喉を鳴らしてくれたから、こちらの感度が高まった。

「さ、先に汗を流しませんか？」

「そんな余裕はもうないよ。──それとも……焦らして煽っている？」

　誘惑のスキルが著しく低い充希は、そんな手練手管を持ち合わせていない。けれど悪戯心が湧き、膝で彼の脇腹を摩った。

「私に焦らされているんですか？」

「分かって言っている？　だったら存外君は魔性の女だね」

　真上から覆い被さってきた颯士が意地悪く瞳を細める。目尻の黒子が殊更卑猥に感じられた。

　ドクドクと心音が荒ぶる。同じ速度で彼の鼓動も刻まれていた。上半身を密着させると顕著に伝わってきて、体温も溶け合う。

　飽くことなくキスを重ね、片手は深く繋がれた。

「は……っ」

　早く一つになりたいのに、その瞬間を後回しにしてずっとこうしていたくもある。

　達してしまえば終わるのが寂しく、戯れる時間を引き延ばしたかった。

「んぅ……ぁ、ふ……」

　充希の乳房の先端が颯士の胸板に擦られ、むず痒い愉悦になる。弾けるのには到底足りない刺激が蓄積されると、体内がより潤んで収斂した。

「や……も、触って……」

　寝室に辿り着いてから、まだ胸も脚の付け根にも充希は触れられていない。弄られるのは主に首や脇腹。それに髪。つまり敏感なところは完全に避けられていた。

「どこを？」

「狡い……っ」

「どっちが？　僕は充希が望んでくれたら、どんな願いも喜んで叶えるよ」

　運命の分かれ道である『あの夜』をなかったことには絶対してくれなかったくせに、何を言う。

　信憑性がないと思ったけれど、それ以外の点に限れば、彼はいつだって充希の希望を優先し大事にしてくれたのも事実。

　今もきっと、悪意はないのだと伝わってきた。

「その……下、を……」

「ここ？」

　唇で弧を描いた颯士が、充希の臍付近に掌を当てた。

　じんわりとした熱と重みが心地いい。しかし当然ながら充希の望みはそれではなかった。

「……もっと下……っ」

「ん？　この辺？」

　ほんの少し下降した彼の手が、充希の下腹を撫でる。下生えにはギリギリ触れない。

　絶対に全て分かってやっているのは明白。だが悔しさと同程度の愉悦も充希の中で大きくなった。

「……くっ」

「充希の肌はどこもかしこも滑々だ」

「見え透いたお世辞は結構です……んっ、自分でもお手入れをサボっている自覚はあります……ぁ……っ、擽ったいです……！」

「そうなのか？　だったら元々が綺麗なのかな」

　さらりと誉め言葉が織り交ぜられ、喜悦が膨らむ。褒められれば誰だって嬉しい。しかも自分より圧倒的に容姿に恵まれた男から称賛されれば、見た目至上主義ではない充希だって悪い気がしなかった。

「……ふぁっ……は、ぁあ……もっと──」

　これ以上のお強請りは、充希には難しい。絞り出した声は震え、力なく颯士を見返す。一応睨んでいるつもりではあっても、眼力が足りないのは自分自身が承知していた。

「──まぁ、今日はこれくらいで許してあげる。僕は充希に嫌われたくないから、どうしても甘くなってしまう」

　内心『どこが？』と呆れつつ、待ち望んだ彼の指が花弁に触れたことで、もどかしさは消え失せた。

　媚肉は既に潤みを纏い、綻び始めている。

　奥に触ってと言わんばかりに、蜜口がヒクついていた。

「んッ」

　陰唇を上下に辿られ、溢れた愛蜜を塗り広げられる。花芽は存在を主張して、颯士がくれる快楽を期待している。

　爪の先が掠めただけで充希の声が漏れそうになったのが、その証拠だ。

「っくふ……」

「摘まみやすい大きさになっている」

「ん、ぁ、いちいち言わないでください……っ」

　恥ずかしくて余計に感じてしまうから。

　羞恥に身悶えると比例して体内も過敏になる。よもや自分にＭの気質があるとは思いもよらなかった。

　意地の悪い発言で昂るなんて、ちょっと妖しいプレイっぽいではないか。これまでそういう悦びを見出した経験は一度もないのに。

　──それとも相手が颯士さんのせい……？　もしこれが他の男性だったら──私はそもそもセフレを受け入れた……？　──あ、駄目、ストップ。この問題は突き詰めたらいけない気がする……。

　これ以上考えると、あまり好ましくない答えに辿り着きそうで、充希はあえて思考を手放した。

　葛藤するのはらしくない。

　それよりも余計なことは考えず、今得ている悦楽に正直になってしまおう。

　現実逃避と言われても仕方ないが、出口の見えない懊悩に翻弄されるのは、充希の性に合わないのだ。

「あぁッ」

　蕾を捏ねられ、愉悦の水位が上がる。同時に蜜口へ彼の指が入ってきた。

　充分熟れた肉襞は、大喜びで男の指に絡みつく。より蜜を滴らせ奥へ誘っていた。

「ぁ……っ、そこ……」

「充希が好きなところだ。でも今日は少し趣向を変える？」

「え？　ぁ……っ？」

　せっかく馴染み始めていた指を引き抜かれ、不満の声を漏らす前に充希は身体をひっくり返された。

　眼前には青いシーツ。四つん這いと呼ぶには尻を高く掲げた体勢で、驚きのあまり硬直した。

　──え？　何これ？

「きっと気に入ると思うよ」

「へ？　何を……ぁ、ああっ？」

　油断したところで隘路に二本の指が突き入れられ、充希は肩を戦慄かせた。しかもいつもとは擦られる場所が違う。

　角度も強さも、向き合っていないだけで全くの別ものに感じられた。

「や……待って……！」

「ああ、溢れてきた」

　何がなんて、聞くまでもない。充希の太腿を温い滴が伝い落ちたからだ。

　その上掻き出される動きをされると、より潤滑液が滴り落ちる。いやらしい水音が響き、耳からも淫蕩な熱を注がれた。

「んぁ……ッ」

　グチグチと淫音が奏でられる。自分でも呆れるくらい感じてしまい、腕には力が入らない。充希が身を起こそうとする度に颯士の指が動きを変え、新たな快感が引き出された。

「ゕは……っ、ぁ、あんッ」

　ぎゅっと拳を握れば、シーツに皺が寄る。だがその程度で逃せる喜悦ではない。我慢しようと足掻くほど、膨らむ恍惚に飲み込まれそうになった。

　体内でとぐろを巻いた官能が、解放される瞬間を狙っている。

　後少しで弾けそうだと充希が身震いした刹那、無情にも彼が再度指を引き抜いた。

「や……焦らさないで……！」

「違う。指より僕で感じてほしい。一緒に気持ちよくなろう」

「あ……ぁああっ」

　腰を固定され、蜜窟に肉杭を打ち込まれる。それは指とは比べものにならない質量。

　逞しく屹立したものが被膜を纏い、充希のナカをみっちりと埋め尽くした。

「……ぁ、あ……」

　視界がチカチカと爆ぜる。

　圧迫感が凄まじく、ろくに声も出せない。空気を求め喘ぐ唇からは、ふしだらな唾液がこぼれた。

「は……僕を飲み込んで、ビクビクしている。可愛いな」

「やぁあ……ッ」

　背筋をなぞられるとこそばゆくて、自分でも蜜路が収斂したのを感じる。颯士の形が鮮明に伝わってきて、一層逸楽の波が大きくなった。

「は……っ」

「……ずっと今日が終わらなければいいのに……」

　色香を滴らせながら囁かれ、体内がより疼く。今やどこを触られても気持ちがいい。

　内側も外側も敏感になって、彼を感じ取るためだけに存在する錯覚に充希は溺れた。

　──私もそう思う……なんて馬鹿なことを考えちゃ駄目。

　快楽で思考力が曖昧になる中、充希は湧き上がる焦燥を振り払った。あえて自身の身をくねらせ、貪欲に果てを求める。

　大胆に身体を使い、意図的に淫路に力を入れた。

「……っ」

　息を詰めた颯士の動きが激しさを増し、肌を打つ音が室内に響く。蜜液を攪拌し体内を穿たれ揺さ振られ、官能の高みに放り出された。

「ぁ……あああッ」

「っく……」

　唸る男の声が充希の鼓膜を揺らし、それだけでも喜悦が膨れた。彼が達してくれたことが、どこか誇らしい。

　充希を強く抱きしめてくれる腕に、夢を見たくなるほど。

　──駄目。これ以上考えるな。

　惨めになりたくなくて、思考を手放す。それが充希の今できる全てだった。







「佐藤さん、この前の休日、酒フェスに行きましたか？」

　ランチを食べ終え食後のコーヒーを味わっている時に、充希は後輩に切り出された。

　彼女は社内で隣の席に座る、割と親しい間柄だ。よく一緒にこうして外食もする。

　そして多忙により恋人に振られたと嘆く際には、慰めがてら自棄酒に付き合ったこともある仲だった。

「えっ、何故それを……」

「実は私も行っていたんですよ。声をかけようかなと思ったんですが、同行者がいらっしゃったのでやめました」

　最後の一言で、充希は危うくコーヒーを噴き出すところだった。

　つまり彼女は、充希と颯士が共にいるのを目撃したと言っているのだ。

　──いやいや、待て待て。単に誰かと二人だったのを見ただけで、相手が誰だかは分かっていないよね？　プライベートの颯士さんは、ビジネスモードの時とは全然違うし……。私だって初めは同一人物だと思わなかったじゃない。それなら、まだごまかしきれる……！

　充希の務める会社は個人的交際について口出ししてくる社風ではないが、それでも大口の取引相手（しかもゆくゆくは社長になると見込まれている御曹司）と、恋愛感情抜きの即物的関係（社内の風紀を乱し、会社自体の評判を落としかねない）を結ぶのはどうなんだという話である。

　──逆立ちして考えても、一発アウトでしょ……。

　これまでホテルやレストランの個室などで会うことが主だったので、『人目に触れる』ことに鈍感になっていたのを思い知る。

　酒フェスに釣られ、ほいほいと昼間大勢の人が集まる場所へ繰り出したのは、どう考えても失敗だった。

　だが、有象無象の人々が行き交う都会で、そもそも知り合いと偶然擦れ違う可能性は奇跡に等しいのだ。

　そんな『まさか』の事態が最悪のタイミングで起こったとしたなら、いっそ神様を呪いたくなる。

　充希も大いに動揺しながら、脳内では神や仏に対する文句を吐き散らかしていた。

　──ちょっと、間が悪すぎ！　私に対する悪意なの？　試練がひどい！　もう神様なんて信じない。もともと信仰心はほとんどないけどね……！

「一緒にいた男性って……恋人ですか？」

「んんッ、た、ただの友達」

「え？　それにしては距離が近いって言うか、親密な雰囲気でしたけど……」

　いったいどこからどこまで見られていたのだ。充希の全身が冷たい汗でびしょ濡れになった。

「結構なイケメンでしたよね？　私、見覚えがあるなぁって思ったんです」

「気のせいじゃない？　接点ないはずだもの」

　実は後輩の彼女も、蓮乗寺ホテルとの打ち合わせの際にアシスタントとして同行していた。故に、颯士とは顔を合わせている。ただし、あくまでも『仕事用』の顔をした彼とだ。

　──落ち着け、私……そんなに簡単に思い至るはずがない。強気にしらばっくれれば、押し通せる。

　己に言い聞かせ、充希は余裕の振りをした。座っているので、膝が嗤おうと関係ない。さりげなく窓の外に視線をやり、さも平然と振る舞った。

「あの人は、酒友。じ、地元が一緒の幼馴染なの」

「へぇ。──うーん……佐藤さんがそう言うなら、そういうことにしておきます」

「しておくも何も……じ、事実だから」

　含みを持った後輩の言い回しに、絶対慌てふためくわけにはいかない。これは負けられない勝負だ。

　充希は全力で表情筋を戒め、平静を装った。

「あの人は、ただの友達」

「お似合いでしたけど。少なくとも相手の方は、『友達以上』だと思っていらっしゃる雰囲気でしたよ？」

　にっこりと微笑んで、盛大に爆弾を落としてくる後輩は厄介だ。

　普段彼女を可愛がっていても、充希の口元は引き攣らずにいられなかった。

「──ぁ、もうこんな時間。私先に戻りますね。途中でコンビニに寄りたいので、失礼します」

　だが充希の葛藤に気づいているのかいないのか、後輩はさっさと席を立つ。この店は注文時に会計を済ませるシステムなので、引き留める隙もなかった。

　残されたのは、充希一人。

　たった今交わした会話がグルグルと頭の中で回っていた。

　──バレた……？　いや、まさか……カマをかけられただけ……だと信じたい！

　彼女が人の噂話を無責任に言い触らすタイプでないことは知っている。それでも、不安は消えなかった。

　とにかく『まずい』と思考が空回る。下手に口止めなんてしたら、余計に疚しいと宣言しているようではないか。

　その上、口は禍の元。語るに落ちるという言葉もある。雄弁は銀。沈黙は金なのだ。

　──このまま何も言わないのが正解……っ？　だいたいよく考えたら、何故颯士さんはもっと周囲を警戒しないのよ？　私たちの関係が公になれば、彼だってダメージを負いかねない。そもそもどうして私とセフレ関係になりたがるの。そんなに身体の相性が最高？　……まぁその点は否定できないけど……。

　事の始まりが己のやらかしであるのは棚に上げ、彼に責任転嫁したくなる。

　仕事で一度顔を合わせただけの女とたまたま寝てしまい、抜群の相性だったからという理由だけでは、ここまで颯士が充希に固執するのは不思議だった。

　よほど欲求不満を拗らせていたのか。しかしそういった印象は彼に似つかわしくない。諸々の言動は激しく情熱的でも、『がっついている』のとは微妙に違った。

　本気で『身体だけの遊び相手』を求めているなら、プロを相手に金で解決するのが安全だ。結果的に余計な出費も時間も抑えられるのでは。つまりコスパがいい。

　だが颯士はあれこれと充希にプレゼントをし、更に空いた時間の全てをこちらに使っていることが不可解だった。

　ようは、矛盾している。

　ピースが嵌らないパズルに似て、諸々しっくりこなかった。

　──釈然としないのよ。──ううん。考えれば考えるほど、考えちゃいけない可能性に期待したくなるのが怖い。

　グルグル悩み、頭を抱えたくなってくる。いつの間に、自分はこれほど臆病になったのか。

　半泣きになった充希が何気なく視線を窓の外にやった時、人目を惹く整った容姿の女性が店の前を通過していった。

　華やかでありつつ、とても品がいい。

　派手ではなくてもオーラがあり、芸能人かと見紛うばかりの存在感を発揮していた。

　だからなのか、充希の視線も自然と彼女を追う。美人は、性別に関係なくつい注目したくなる。とは言え、見知らぬ人をじっと凝視するわけにはいかないので、視線を外そうと試みた瞬間。

　──本当に綺麗な人……でも何となく見覚えがあるような……──え？

　歩道を歩く女性の横に、一台の車が停まった。窓が開き、男性が顔を覗かせる。

　途端、女性だけでも耳目を集めていたのに、更に人々の注目が彼女たちに集中した。

「わ……美男美女カップル……」

　充希の隣の席に座っていた客が思わず漏らした。

　何も言葉を発さない者も同じような感想を抱いているのか、感嘆の息をこぼす気配もある。路上では男女の周辺のみ時が止まっているかに見えた。

　立ち止まり、二人を注視している者もいる。普段は他人に無関心であることがデフォルトの人々が、つい見入りたくなる魅力をその男女は放っている。

　充希も愕然としたまま、瞬きを忘れた。

　──颯士、さん？

　二人が親しげに顔を寄せ笑い合う。その距離感は他人のものでは絶対にない。キスをしていてもおかしくないほどに彼と顔の距離が接近し女性が腰を折って、二人の顔が重なった。

　窓ガラス一枚隔てた屋内にいる充希は、完全なる傍観者。

　どんなに瞠目しても、後頭部しか見えない女性の後ろ姿を凝視することしかできない。

　やがて助手席のドアが開かれ、彼女が車に乗り込んだ。その間、時間にして一分にも満たないだろう。

　あまりにも自然に──当たり前の如く、二人の男女は同じ車で走り去っていった。

　さもそれが珍しくもない日常で、当然の出来事のように。

「わぁ……目の保養って感じ。きっと一般人じゃないよね？」

「いいもの見たわ。あれこそお似合いってやつだね。ドラマみたいだった」

「あ、ドラマと言えばさぁ」

　近くの客が笑い合い、話題はすぐに別のことに移っていった。充希の気持ちだけを置き去りにして。

　──あの人は、誰……？

　こんなことを考える資格も権利も充希にはない。自分は、ただのセフレだ。もし彼に恋人がいたところで、責めるのは筋違いだった。

　──恋人がいない方が不思議だと思っていたけど……やっぱり、特別な人がいたんだ……

　二人の間に漂っていた空気は、窓ガラス越しにも『友人』ではないのが伝わってきた。ましてや『知人』『顔見知り』程度ではあり得ない。

　あれはもっと、親密なものだ。おそらく、後輩が充希と颯士を目撃した時に感じたものより、比べものにならないほど濃く強いもの。

　お似合いと言うなら、まさにアレだと充希は思った。

　──私……何を浮かれていたんだろう……。

　ちょっとばかり優しくされて、プライベートスペースに招かれたことで勘違いしそうになっていた。

　自分たちの関係は初めから身体の繋がりにより結ばれているもの。

　それ以上にも以下にもならない、『セフレ』であるのに。

　ずっと自分なりに己を律してきたつもりではあったが、それは独りよがりな思い込みに過ぎなかったのだろう。

　今、現実を突きつけられてショックを受けているのが何よりの証拠だ。

　どうやら充希は、心の底では『何か』を期待していたらしい。愚かにも勝手に傷ついていることが、滑稽ですらあった。

　──あー……ダサいなぁ……私。これだから、いつも恋愛対象から除外されるんじゃないの。

　女性らしさが足りず、本物の男友達にもなりきれない。中途半端な自分が、心底情けなかった。

　──駄目だ。考えると自己嫌悪に沈む。……こんな時こそ仕事に打ち込もう！

　強引に気持ちを切り替え、充希は席を立った。

　滲みそうになる涙は、気合で引っこませる。メソメソなんてしたくない。『本気になる前でよかった』と嘯いて、オフィスに戻るべく力強く歩き出した。







４ ラバー








　個人的な事情を職場に持ち込むつもりは毛頭ない。

　体調不良ならともかく、恋愛程度のことで仕事に手は抜きたくないのが充希の考え方である。

　この日、充希は集中して端末に向かい、いつも以上に効率よく仕事を片付け、更には積極的に残業も引き受けた。

　子どもが熱を出してしまい保育園から呼び出された同僚の仕事を、自ら『やる』と申し出たのだ。

　──おかげですごく感謝されたけど……ごめんなさい。私の方こそ『ありがとう』って感じなの。

　何かに夢中になっていれば、辛いことは忘れられる。むしろ思い煩う暇もないほど忙しいことには感謝したい。

　以前、正孝に失恋した際に実証済みだ。

　今回は、前回の『ワンナイトからの颯士による怒涛のセフレ提案』という策が使えないのが、痛いところではあるが。

　──やっぱり私には、割り切った関係は合わない。……颯士さんに特定の恋人ができたなら、終わりにした方がいい……。

　痴情の縺れに巻き込まれるのはごめんだ。しかも確実に自分が『浮気相手』の立ち位置。報われないにも程がある。

　負け戦に飛び込める無謀な強靭さを、充希は持ち合わせていなかった。しかも誰かの幸せを踏みつけにするのは言語道断。略奪に歓びを感じる精神もない。

　──決めた。次に連絡がきたら、颯士さんに『もう二人では会いません』と伝えよう。

　そして連絡先を消して、ブロックする。

　彼だって、あの女性に充希の存在を知られたら、まずいどころの話ではないはずだ。

　──あるべき形に戻るだけ。そうよ。本来はそれが普通なの。仕事上の付き合いに戻ればいい。取引先の一社員と、先方の次期社長が接点を持ったことが、そもそもおかしかったのよ……。

　嘆くなと己に言い聞かせ、充希はぐっと奥歯を噛み締めた。

　最後の入力を済ませ、パソコンの電源を落とせば、社内に残っている人間はほぼいない。

　集中力が途切れた刹那、急に静寂と薄暗さが気になって、充希は手早く帰り支度を纏めた。

　──終電には余裕で間に合うな……帰ってシャワー浴びて、軽く飲んだら寝ちゃおう……これだけ疲れていれば、ちょっとのアルコールであっという間に眠れそう。

　重苦しい疲労感が、今夜に限ってありがたい。

　充希が重い身体を引き摺ってオフィスを出れば、そこで丁度正孝と鉢合わせになった。

「あれ、金田も残業？　珍しいね、入籍以来毎日定時に帰っていたのに」

「あ……まぁ。久し振りだな」

　プロポーズが成功し、彼は恋人と即同棲を始め、入籍した。結婚式は彼女の希望でもう少し先になるらしい。

　頻繁だった飲みの誘いがなくなって、どうやら正孝は新婚生活を堪能しているのだと充希は微笑ましく見守っていた。のだが。

「──なぁ、ちょっと飲みに行かないか？」

「え、今から？　遅くなったら終電逃しちゃうでしょ」

「軽く一杯でもいいからさ。明日は土曜日だし、付き合ってくれよ……話、聞いてほしいんだ」

　そこはかとなく切実さが滲む彼の口調に、充希は困惑した。無理だと断ることもできるけれど、悩みがあるなら友人として放ってはおけない。

　結果、立ち飲みでならと承諾した。

　これまでにも何度か行ったことがある、気楽に飲める居酒屋。客層はどちらかというと、中年男性が多い。

　洒落たところがない店構えのせいか、女性客はとても少なく、この日も充希と同じ年頃の女性客は他にいなかった。

　──こういうざっくばらんなお店、久し振りだな……──颯士さんが連れて行ってくれるのはカジュアルな店舗もあるけど、もう少し雰囲気がよかった。鞄を置くスペースがあったり、トイレが共用じゃなかったりとか──

　以前は全く気にならなかったことが、急に目に留まる。

　そういえばこの店には、女性専用のトイレがない。それもあって、利用客が男性に偏りがちなのかと思った。

　それに店内が狭いせいか、ちょいちょい他人とぶつかる。中には、『わざとか？』と訝る勢いで充希の身体を掠めてゆく男性客もあった。

　だがそれも、以前は特に気にならなかったことだ。

　──颯士さんが選ぶ店は、雰囲気がよくてメニューも女性好みが多かったな。何より清潔感があって、居心地のいい……思い返したら、彼は気遣いの達人かもしれない。

　見えないところで心を砕いてくれていた。ただのセフレにも。その事実が嬉しくもあり、悲しくもある。

　今夜は彼のことを考えまいとしているのに、隙あらば思い浮かべている自分に苦笑した。

　──駄目だ。いっそ頭から水でも被りたい……煩悩を払えたらいいのに。

　溜め息を吐きたくなるのを強引に抑え込み、充希は意識を切り替えて、陰鬱な空気を纏う正孝に声をかけた。

「──で？　話って？」

「ああ……うん」

「……？」

　もごもごと言い淀む彼は、煮え切らない。時間も時間だし、早く本題に入ってほしいところだった。

　──簡単には口にできない内容なの？　でも人に聞かれたくない相談なら、何もこういう場所じゃなくても……まぁ、他に聞いている人なんていないか。

　皆、かなり酔いが回っている。他人に興味がなさそうで、ある意味丁度いいのかもしれなかった。

　──よくも悪くも煩くて、活気がある。一人で悶々と悩むよりは気が紛れるな……

　自分の愚かな懊悩もこの場で飲み干してしまおうか。そんなことを充希が考えていると。

「──……最近、家に帰りたくなくて」

「え？」

　小声で、けれどハッキリとした口調で吐き出され、充希は瞠目した。

　まだ正孝は籍を入れて三か月程度だろう。今が一番楽しい時ではないのか。呆れと共に、充希は眼前の男を見つめた。

「……どうして？」

　新婚早々何を言っているのだと説教したい気分だが、事情を聞かずに責めることは躊躇われ、充希はあえて冷静に問いかけた。すると俯いていた正孝がガバッと顔を上げる。

「実はさ、彼女妊娠しているんだ。そのせいで結婚式はもう少し後になったんだけど……悪阻がきついって言って寝てばかりいるんだよ。部屋の掃除も手抜きだし、料理に至っては一緒に暮らし始めてから数える程度しかしてくれない。しかも情緒不安定でさぁ……俺が色々協力的じゃないって責めるんだ。こっちとしては約束が違うって言いたいくらいなのに」

「はぁ？」

　我ながら地獄から響くような低い声が出た。

　こいつは何を言っている。忖度なく表現するなら、『ぶん殴りたい』の一言だった。

「結婚したら共働き。しばらくは二人きりの生活を楽しむってことだったのに、婚約直後に妊娠したって言われても……詐欺に遭ったようなものじゃないか？」

　充希の顔が険しくなったことには全く気がつかないのか、正孝は滔々と語る。話の中で、彼が共働きと言いながら家事をほとんど担当していないことが分かった。

　それなのに『自分はやっている』気取りで、新妻への不平不満を並べ立てるではないか。

　──待って？　子どもは一人では作れないのよ。何でこいつは『詐欺に遭った』とか宣っているの？　だいたい妊婦のパートナーに自分の世話までさせるって、どういう了見？　しかもこの言い方だと奥さんはまだフルタイムで働いているんだよね？

　疑問が怒涛の勢いで浮かんでくる。

　正孝の話を聞けば聞くほど充希は『貴様は何様だ』と問い詰めたくなった。

「……で、その奥さんが苦しんでいる時に、貴方はここで何しているの？　一刻も早く家に帰ってあげた方がいいんじゃない？」

「だから、俺の言ったこと聞いてた？　家は汚いし食事も用意されていないから、いたくないんだって！　どうせ帰るなり文句たらたら言われるしさぁ……本当、こんなことなら結婚なんてするんじゃなかったわ」

　それは相手の台詞では。

　喉元まで出かかった言葉を、充希は必死に飲み込んだ。

「……夫婦になったら、協力し合うものじゃない？　奥さんが大変な時には、金田がサポートしないと」

「それじゃ誰が俺のサポートをしてくれるんだよ。俺は毎日仕事でクタクタになるまで働いてるんだ。家のことくらい最低限やってくれなきゃ困るよ。俺だって精一杯手伝っているんだから」

　──え、何だコイツ……奥さんも働いているなら、同じ条件でしょ？　どうして相手が家事をするのを当然だと思ってるの？　いつお前が『手伝い』ポジションに確定したの。主体的にやれよ……。

　脳内で文句は尽きない。こういうパートナーだと、もし子どもがいた場合、育児を担っている側はさぞや大変だとしみじみ感じた。

　──これからは何かトラブルがあって早退しなくちゃならない社員を、もっと快く送り出してあげよう……。

　とは言え、充希だって現代日本で男性が家事に関わる比率が低いことは知っている。長時間労働や社会構造の問題もあるだろう。

　けれど、パートナーを、しかも妊婦を気遣うつもりが皆無の正孝の言い分に、腹が立った。

「……金田へのサポートって、具体的には何してもらいたいの」

「勿論、完璧にしろとは言わない。だけど髪の毛や埃くらい掃除してくれなきゃ困るし、洗濯物を溜めるのも言語道断だろ。朝になってワイシャツがないとか、勘弁してほしいよ。後朝と昼は用意しなくても許しているんだから、夕食くらいちゃんと作っておけって話だろ？　簡単なことだ。それから毎日必死に頑張っている旦那様の愚痴は真剣に聞いてしかるべきじゃないか？」

　危うく、『簡単だと思うなら、一切合切お前がやれ』と叫びかけた。

　理性を総動員して深呼吸しなければ、彼の胸座を掴んでしまったかもしれない。それくらい著しく頭に血が上り眩暈がした。

「……話を聞けって言うけど、奥さん体調がきついんじゃないの？」

「俺は夫婦仲を良好に保つため、コミュニケーションに時間を割く努力をしている。あいつはしょっちゅう横になったまま生返事で、協力的じゃない。家事の手抜きは目を瞑ってやっているんだから、俺の話はちゃんと顔を見て真剣に聞くべきだ」

　要求ばかりだな、とうんざりした気持ちが充希の胸の内で込み上げた。それに話が通じる気が全くしない。

　正孝が求めているのは、充希からのアドバイスではなく、同調や称賛なのだと思う。『悪いのは全部奥さんで、貴方は頑張っている。素晴らしい』と言われたいのが見え見えだった。

　──でも残念。そういう心にもないことを口にするのは、私の主義に反するわ……そりゃ金田なりに努力しているのかもしれないけど、的外れなのは自覚した方がいい。

「……あのさ、奥さんは別に金田のケア要員じゃないのよ。お互いさまって言葉分かる？　結婚って、相手と支え合って築き上げていくものでしょう？　負担が一方にかかるのは、おかしいと思うよ」

「俺だって色々我慢して譲ってやっているよ」

「金田は、『相手がやってくれるものと期待していた分量には足りないけど、許してやっている寛大な俺』に酔っているだけじゃない？　結局金田自身は結婚して何を変えたの？　まさか実家にいた時と同じで、母親に代わって妻が全部担ってくれると思っている？」

　一応言葉は選んだつもりだが、どうしても攻撃的な内容になった。滲み出る怒りが抑えきれない。

　ノリの軽いところがある男だと思っていたが、まさか頭も軽い男だったとは。

　──あぁ……私男性を見る目がないかも……金田がまさかこんな『いつの時代だよ』な甘ったれだったとは……──颯士さんは本命がいるにも拘わらず平然とセフレを作る男だし……うわぁ……私の男運、駄目駄目すぎない？

　どんよりと落ち込み、安っぽいコップに残るハイボールを一気に呷る。

　今夜はこれ以上、正孝に付き合いたくなかった。いくら友人が本気で悩んでいるとしても、こちらが精神的に弱っている時に腹立たしい話まで聞きたくない。

　冷静になれずひどい言葉をぶつけてしまいそうで、お開きにするのが正解だと思った。

「……ごめん。今夜はもう帰るわ。私じゃ金田のほしがる助言はできそうもない」

　口を開けば奥さんの味方にしかなれない確信がある。それは、彼が望むことではないはず。ならばお互い余計な鬱憤を溜める結果にしかならないに決まっていた。

　──今の私には時間と労力をかけて金田の意識を変えさせる気力もない。それはたぶん、奥さんの役目だもの。家庭内で話し合ってくれ……。

　会社を出た時よりも、グッタリと疲れ果てた。

　もはや一歩歩くのも億劫だ。お節介にも相談に乗ろうとしたのは、残念ながら失敗だった。

　──金田も、既婚者の男性に話せばよかったのに。そうすれば共感が得られたかもしれないし、具体的なアドバイスを貰えた可能性が高い。何で独身女の私に聞くんだ……。

　充希は清算を済ませ、ヨタヨタと店を出た。急げば終電には間に合う。

　時刻を確かめ駅に向かって歩き出そうとしたが、突然手を掴まれ、たたらを踏んだ。

「？」

「待ってくれよ。こんなこと、佐藤にしか言えない」

「いや、他にもっと適任はいくらでもいるでしょ。むしろ私は向いていない方じゃない？」

「俺のことを一番理解してくれているのは、お前だろ！」

　ぱちくりと瞬いたのは仕方あるまい。誤解を招きかねない台詞だ。事情を知らない赤の他人が聞いたら、二人が特別な関係だと思い込みかねなかった。

　──理解？　そりゃ私たちが同期で仲がいい友人なのは認めるけど……理解？

　一番と言われるほど分かり合っているかと問われれば、自信はなかった。だいたいナンバーワンなら、確実にパートナーか親ではないか。

　──私が彼に片想いしていた時期があるとしたって……金田に恋人がいることも知らなかったのに？

　理解者のトップに名を連ねるのが、少なくとも充希でないことは確かだった。

「流石に買い被りじゃない？」

「いや、だってお前、俺のことが好きだろう！」

「……へ？」

　とんだ爆弾発言だ。飲み屋街で叫ぶ内容ではない。

　終電が近くなりそぞろ歩く客の姿は減りつつあっても、まだチラホラ行き交う人はいる。そんな中、みっともないことを絶叫され、充希は文字通り固まった。

　──コイツ、何を言って……いやそれよりも私の気持ちバレバレだったの？　その上で金田はずっとああいう態度だったってこと……？

　親友だなどと宣いながら、いきなり肩を組んできたり、最高の相棒だと意味深な発言を繰り返したりしていたのか。

　充希がその度に期待をして、翻弄されていると知っていたのに。更には彼女へのプロポーズ報告を勘違いしても仕方ない状況でこちらに伝えてきたなら。

　──……舐められたもんじゃない？

　充希の心情を軽く見ていた証だ。それともこちらがドギマギする様を観察し、愉悦に浸っていたのか。モテる自分を確認し、他者の心を弄ぶことに快感を覚える人間は、少なくない。

　どちらにしても、充希が正孝に対して抱いていた『友情』が、スッと冷えてゆくのを感じた。

　──私……本っ当に男を見る目がないな……いっそ笑えてくるんだが？

　とは言え、実際には充希の表情は抜け落ちていた。

　この不毛な時間を強制終了させたくて、捕まれていた手を振り払う。もう何の遠慮もなく、彼を置き去りにして帰るつもりだった。

「話は終わったみたいだから、今夜はこれで解散。金田がすべきは、早く帰宅して奥さんと話し合うこと以外ないよ」

「ちょ……待ってくれよ」

　歩き出した充希は背後から肩を強引に掴まれ、よろめいた。

　たった一杯飲んだだけで彼が酔ったとも思えないけれど、正孝の握力には容赦がない。充希が痛みに顔をしかめているうちに、今度は手首を握られた。

　そのまま彼が駅とは逆方向へ歩き出す。居酒屋街の奥。充希はそのエリアには用がないので、一度も足を踏み入れたことがない。まっすぐ進んだ先にあるのは、ホテル街だった。

「金田、何のつもりっ？　手を放して！」

「放したら、お前逃げるだろ」

　当たり前のことを聞くな。この危機的事態で大人しく従う女がどこにいる。

「ふざけないで。大声出すよ」

「出してみれば？　そんな光景、この辺りじゃよくある話だ。皆関わり合いになるのを避けて、見て見ぬ振りをする」

　悔しいけれど彼の言う通りで、明らかに揉めている充希たちに他者は無関心だった。

　ただの痴話喧嘩とでも思っているのか、下品な口笛を吹かれたのが、唯一の反応。後は速やかに目を逸らし、通り過ぎていった。

　──交番……は、駅の方向にしかない……っ。

　いくら足を踏ん張ろうとしても、男女の力の差は歴然。それに正孝は充希に対する気遣いなど微塵もなかった。ひたすら強引に力づくで引っ張ってくる。

　立ち止まろうと足掻いても、手首の骨が軋む勢いで掴まれてはままならない。

　今までこういった『危険な目』に遭わずに生きてこられたのは、本当に運がよかったのだと思い知った。

「ねぇ、本気でいい加減にして。どこに行くつもりよっ？」

「そんなの、決まっているだろ。ここまで来て勿体ぶるなよ」

「無理やり引っ張っておいて、さも私が自主的に来ているみたいに言わないでくれるっ？」

「二人っきりでの飲みを承諾した時点で、オッケーってことじゃないか」

　認知の歪みも甚だしい。もはや同じ人間と会話しているとも思えなかった。返す返すもこんな男に惚れていた自分の愚かさが厭わしい。

　──くっそう、過去の黒歴史をデリートしたい！　時間を溝に捨てたのも同然だわ。……いや、自分を罵るのは後でいい。それよりもこの窮地を脱さなくちゃ。仮にどこかへ連れこまれたとしても、最近のそういうホテルのロビーは有人が増えているはず……それなら助けを求められる。

　焦るなと、充希は己に言い聞かせた。こういう時こそ冷静に対処しなくては。

「ここ、古いけど無人フロントだからよく使うんだ」

　ドヤ顔で言う正孝にチクショウ！　と内心絶叫したのは当然の反応である。充希が声に出さなかったのは、『さては貴様、浮気常習犯だな？』と呆れたせいだ。

　彼の言い方だと、つい最近もこのホテルを利用したように聞こえる。

　妊娠中の妻と、わざわざ会社の最寄り駅付近で、とは考え難い。ならば導き出される答えは一つだった。

　──これ以上失望させないでよ。一応、かつては好きだった人を軽蔑するのは、流石にキツイ。

　もうこの男のどこに惹かれていたのかも思い出せなかった。いっそ記憶喪失になれたならと夢想せずにはいられない。

　しかし現実逃避している暇はなく、老朽化したホテルの前で綱引き状態になった。もしも一歩でもホテルの中に入ってしまえば、身の破滅だ。

「放してったら！　今なら悪ふざけを見逃してあげる」

「ふざけているのは、そっちだろ。早く入るぞ。以前の佐藤はサバサバしすぎて全然女には見えなかったけど、最近のお前ならイケるわ。急に色気が出てきたのは、俺が結婚して寂しかったんだって分かっているよ」

「はぁあ？」

　一ミリも会話が成立していなくて、これは悪夢か妄想の類かと訝りたくなる。いや、そうであってくれと切に願った。

「俺はお前のことよく分かっているからさ、佐藤なら一回寝ただけで面倒な彼女面とかしないだろ？　大人の火遊びと割り切って、弁えられる女だもんな。メソメソじめじめしていないところ、本当付き合いやすいわ」

「ちょ……勝手なことばかり言ってないでよ！」

　正孝の中で、充希はいったいどんな女設定なのだ。

　男友達と口にしながら見下して、いざとなれば都合よく女扱いする。それでいて自分本位な考えを押しつけようとするなんて。

　──最悪。万が一知り合いにこんなところを目撃されたら……そんな悪魔的巡り合わせはないと信じたいけど、この前の酒フェスで颯士さんと一緒のところを後輩に見られた奇跡を考えたら……可能性はゼロじゃない。下手をしたら、私が既婚者と不倫したと言われる……！

　充希の全身の血が一気に引いた。危うく貧血になりかけたせいで、踏ん張る足から力が抜ける。

　その瞬間思いっきり手を引っ張られ、充希の身体がホテルの敷地内へ引きずり込まれた。

「……ぁっ」

　本能的恐怖で身が竦む。

　勝ち誇った顔をする正孝は、ひどく醜悪に見えた。

「大丈夫、絶対気持ちいいからさ」

「──嫌がっている女性に無理強いとは、みっともないな」

　充希の視界が絶望で歪んだ瞬間、突然背後に引き戻された。勝利を確信していた正孝は油断していたのか、それまでどうやっても放してくれなかった手がアッサリと外れる。

　大きく体勢を崩した充希の背中は、覚えのある感触に受け止められた。

　足元に目をやれば、ホテルの敷地内からギリギリ外に出ている。

　呼気が喉を通過する際悲鳴じみた音になり、自分が呼吸を忘れていたことにようやく気がついた。

　──颯士さんの、匂い……。

　不思議と充希を安心させてくれる香り。それが鼻腔一杯に広がる。

　颯士の胸に抱かれているからだと気づくには、数秒が必要だった。

「何だ、お前？　あんたには関係ないだろう！」

　獲物を奪われた形になった正孝がいきり立って怒声を上げる。しかし全く怯んだ様子のない颯士は、冷えた眼差しを正孝に据えた。

「警察を呼ぶぞ」

　その一言で顔色を変える程度には、正孝も自分のしていることがヤバイという認識はあったらしい。哀れになるほど慌てふためくくらいなら、最初から馬鹿な真似をするなと充希は思った。

「こ、これは合意の上の……」

「事情は彼女に聞けばいい。お前の弁明は警察でしろ。僕が耳を傾けてやるいわれはない」

「何……っ、ば、馬鹿じゃねぇの！」

　取り付く島もなく颯士に切り捨てられ、正孝は子どもっぽい捨て台詞と共に充希を睨みつけてきた。

　だが自分はここで怯えるような弱い女ではない。

　歯を剥き出しにして、全力のガンを飛ばしてやった。いわゆるメンチを切った状態だ。人生で初めての経験である。

　充希からの擁護は期待できないと悟ったのだろう（当たり前だ。むしろ何故庇ってもらえると思ったのか疑問でならない）。すっかり顔色をなくした正孝は虚勢を張ったまま颯士と充希の横を通り過ぎ、路上へ飛び出した。

　正確に言うなら、逃げだした。それこそ脱兎の勢いで。

　振り返ることなく、駅の方向へ全力疾走していった姿は、百歩譲っても『みっともない』としか言えない。

　──最低っ、何か言ってやらなきゃ気が収まらない……！　週明け、覚悟しておきなさいよ！

　けれど正孝の背中が見えなくなった時、充希の口から漏れたのは嗚咽だった。

　涙もとめどなく溢れ出す。膝は笑い、自力で立っているのは困難になる。颯士が背後で支えてくれているから、どうにか座り込まずに済んでいた。

「ど、どうして颯士さんがここに……」

「何度連絡しても、電話に出てくれないしメッセージは既読にもならないから、直接会いに来たんだよ」

「それにしたって、ピンポイントで見つけられますか？」

　それも、ホテル街で。

「あぁ……実は君の携帯には位置情報を知らせるアプリを入れさせてもらった。でも安心してくれ。使ったのは今日が初めてだ」

　安心できるか。勝手に何てことをしてくれる。

　普段の充希であれば、すぐさま言い返したことだろう。

　しかし今夜に限っては、そのおかげで助かった。駆けつけてくれた颯士に感じるのは、絶大な感謝と安堵の二つだ。それ以外のモヤモヤは、些末な問題でしかなかった。

「充希が無事でよかった……間に合って、本当に安心している……君がもし傷つけられたら、僕は正気を保てない」

　強く抱きしめてくる彼の身体も震えている。だから、充希が抱えていた蟠りも溶けていく気がした。

　──ああ……ここまでしてくれるなら、セフレでも手を離したくない……。

　本命の彼女を押しのけるつもりはない。恋人面だってしない。それで颯士の傍にいられるなら、全部許してしまいたいと思うほど、既に充希の心は囚われていた。

　この人が好きだ。どうしようもなく。

　倫理や常識なんて、恋心の前にはいとも簡単に人の道を踏み外す。自分の中に眠っていた狡さを受け止め、充希は颯士の腕の中で身体の向きを変えた。

　向かい合って、自分からも彼の背中に腕を回す。互いに抱き合えば、忙しい鼓動の音が重なって聞こえた。

「……助けに来てくれて、ありがとうございます」

「君のためなら、こんなこと何でもない。あの男を訴える？　制裁を加えるなら、全面的に協力する」

「いいえ……幸い実害はありませんし、自分で会社に報告します」

　何も処分が下らない可能性も高いが、今後似たような被害者を出さないためにも毅然とした対応は取るつもりだった。

　──でも……身重の奥さんにあまりショックは与えたくない。

　無罪放免する気はなくても、できることなら穏便に。甘いと言われるかもしれないけれど、それが充希の落としどころだった。

「──そうか。充希が決めたなら、僕は賛成する。でも気が変わって被害届を出すなら、知り合いの警察官や弁護士を紹介するから、いつでも相談してほしい」

「ありがとうございます」

　そう言ってもらえるだけで心強い。

　充希はやっと止まった涙を手で拭い、深呼吸した。

　颯士が傍にいてくれるおかげか、早くも気持ちが落ち着いてくる。もし今一人であったら、被害を免れていてもパニック状態だったと思う。

　寄りかかれる相手がいるだけで、立ち直れる速度は段違いだった。

「……本当に感謝しています……でもこうして二人で会うのは、最後にしませんか？」

　諦められないほど颯士への恋心を自覚はしたものの、充希は別れの言葉を口にした。

　彼が心から好きで堪らない。傍にいられるなら都合のいい女であっても構わないとすら本気で思う。

　けれど──別の女性を傷つけるなら、平気な顔はとてもできなかった。それが、充希が出した結論だ。

　──私は、私自身に恥じたくないから。

　今夜、守ってもらった記憶があれば充分。失恋の痛手はしばらく心を苛むとしても、いつか時間が癒してくれる。

　そう信じて、充希は颯士を見つめた。

「どうして……ああ、ここでする話じゃないな。こっちへ──せめて落ち着いて話し合いたい」

　ホテルの入り口に突っ立ったままでは迷惑になる。彼に促されるまで、充希もすっかり失念していた。

　颯士と共に歩き出し、夜でも人工的に明るいホテル街から抜け出す。その間互いに口を閉ざしたまま。

　やがて路上駐車場に停められた一台の車へ、二人揃って辿り着いた。

　見覚えがあるその車は、昼間充希が目撃したものだ。

　颯士が運転しており、綺麗で上品な女性を乗せて走り去った──

「乗って。家まで送る」

　嫌だと言いたかったが、この時間では既に終電は行ってしまった。タクシーで帰るには、懐が寒い。

　しばし悩んだものの、最終的に充希は渋々車に乗り込んだ。

　──この助手席……あの女性も座ったんだよね……きっと何度も……。

　チクチクと胸が痛い。別れることを決めているのに、未練たっぷりな自分には失笑しかなかった。

　醜い嫉妬も苛立ちも抱きたくないと願うが、そう上手くはいかないのが人の心。

　充希がシートベルトを締めれば、車は滑らかに発進した。

　車窓を夜が流れてゆく。光が眩しく感じられるのは、やや充希の瞳が潤んでいるから。それを気づかれたくなくて、窓の外ばかり見つめていた。

「……ぁ、私の住所は──」

「知っている」

　勝手にＧＰＳを仕込んでいたくらいだから、充希が口にしていない情報を颯士が握っていても、不思議はない。調べたのか？　とは思ったものの、不快感は滲まなかった。

　迷う様子のない運転に、道案内の必要もなさそうで、充希は目を閉じる。この空間が安全だと身体も心も判断して、全身が弛緩した。

　──思っている以上に、疲れたな……。

　今夜は泥のように眠れそうだ。そう考えたのを最後に、充希の意識は闇に沈む。

　いつもなら、運転手に配慮して助手席でグースカ寝ることはない。だがそんな気配りができないほど、今夜は限界に達していた。

　本音を言えば、全部放り出したかったのかもしれない。

　充希の目が覚めたのは、軽く肩を叩かれた瞬間だった。

「──充希、到着したよ」

「……ぇッ……」

　数瞬、ここがどこか分からず瞳が泳ぐ。

　こちらを覗き込んでくる颯士と目が合って、じわじわと先刻までの出来事を思い出した。

「あ……」

「起こしてごめん。降りられるか？」

「え、ぁ、はい」

　どうやらかなり深く眠っていたらしい。いつの間にか、外には見覚えのある光景があった。

　充希の住むマンション近くのコインパーキングに車は停車している。

　深夜零時をとっくに過ぎたこの時刻、辺りはシンと静まり返っていた。

「身体が辛かったら、このまま少し休んでも構わない。──さっきの話は……後日にしよう。今夜の君はかなり疲れている」

　彼がこちらに身を乗り出し、充希のシートベルトを外してくれた。その時、二人の距離がぐっと近くなる。

　抱きしめられているのに似た接近で、充希の内側がさざ波立った。

　好きだからこそ、離れなくてはならない関係もある。その痛みを噛み締め、声を絞り出した。

「……いいえ……結論を後回しにはしたくありません」

　もう決めた。下手に時間を空けたら、せっかく掻き集めた勇気が消えてしまう。愚かにも『自分さえよければ、他人なんてどうでもいい』と言ってしまいかねなかった。

　外の空気が吸いたくなって、充希はドアを開ける。このパーキングからマンションまでは徒歩数分。車を降りる前に振り返り、「私の部屋に寄りますか？」と颯士に問いかけた。

「……いいのか？」

「はい。そのつもりでここに駐車したんですよね？」

「……バレていたか」

　送るだけなら、マンションの前まで乗りつけてもいい。そうしなかった時点で、彼が腰を据えて話をしたいのは明らかだった。

　颯士が首に手をやり、少々気まずげに苦笑する。否定する気はないらしい。

　彼が車を降りてついてくるのを待って、充希は歩き出した。

　──部屋に颯士さんを招くの、初めてだな……最初で最後か。

　ついさっき思いきり泣いたのに、また新たな涙が込み上げる。大人になって、こんなに涙腺が緩んだのは、初めてかもしれない。

　充希は浅く呼吸を繰り返し、瞬きを増やして堪えた。

　せめて彼の前では毅然としていたい。最後に残る記憶だけでも、惨めには思われたくなかった。それくらいなら、奔放で貞操観念が低い女と思われていた方がずっとマシだ。

「……どうぞ」

　一人暮らしの部屋の鍵を開けて、電気をつけ、颯士を中に招き入れる。彼は興味深げに「お邪魔します」と律義に告げた。

　キチンと靴を揃えて脱ぐ辺り、育ちのよさが窺える。

　颯士の美点でもある礼儀正しい面を前にすると、摘み取るつもりの恋心が育つから厄介だ。

　充希は強引に目を逸らし、１Ｋの室内へ彼を案内した。

「……適当に座ってください。何か飲みますか？」

「いや……それよりも話がしたい」

　颯士の言葉に異論はなく、充希は黙って彼の前に腰を下ろした。颯士の部屋のようにお洒落なソファーを置くスペースはないから、床に直に座ってもらうしかない。

　彼は長い脚を持て余しつつ、クッションに腰を下ろした。

「……どうして、突然終わりにしたいなんて？」

　前置きもなく本題に入るところに、颯士の焦りが垣間見える。充希を手放したくないと告げられている錯覚がし、後ろ髪を惹かれた。

　──狡いことを言われているのに、嬉しいと感じる私も大概だよね。

「……颯士さんには特定の恋人がいらっしゃいますよね？　私はあくまでもそういう存在ができるまでのツナギであると思っています。ですから……大事な人ができたなら、終わりにするのが筋ではありませんか」

「え……っ」

　驚愕の声を上げた彼の表情を確かめる勇気はない。

　不貞を目論む男の顔なんて、一晩に何度も見たいものではなかった。正孝の間抜け面でお腹いっぱいだ。

　好きな男が最低だとしても、自らの目で確認まではしたくない。存外脆い自分に、充希は息を吐き出した。

「ごめん、充希。いったい何の話だ？」

「ごまかさないでください。今日の昼間、見かけたんです。颯士さんが綺麗な女性と親しげに話し、キスをして車に乗せるところを──」

　見たくなかった光景がフラッシュバックして、充希の精神を苛む。ギュッと瞼を閉じ、苦痛をやり過ごそうと試みた。

　それでも目の裏にはあの出来事が焼き付いている。鮮やかに思い出され、息が苦しくなった。

「女性……車……？」

「そうです。絶対に他人の距離感ではなかったし、私の見間違いでもありません！」

　決死の覚悟で充希が顔を上げれば、前に座る男が項垂れ、肩を震わせていた。

　反省しているのか、己の迂闊さを悔やんでいるのか。それともセフレ如きに正論を吐かれ苛立っているのか。知りたいのか、知りたくないのか、己にも分からなかった。

「相手の方を大切にしてあげてください」

「……ぶは……っ」

　どんな感情が颯士の中に渦巻いているのか充希が判断しかねていると、突然彼が涙を浮かべて破顔した。

「はははっ、つまり君は嫉妬してくれたってこと？　僕の女性関係が気になる程度には関心を持ってくれたってわけだ！」

「え、今笑うところですか？」

　予想外の反応に愕然とした。まさか笑い飛ばされるとは想定外だ。

　後悔、狼狽える、怒るなどのリアクションは予測していたものの、爆笑されるなんて。

「ば、馬鹿にしています？」

　つい充希の眦が吊り上がる。舐めてくるなら、惚れた男でも容赦しない。そんな心意気で、身を乗り出した。

「馬鹿になんてするはずがない。ひたすら可愛いって思っている」

「ば……馬鹿にしているじゃありませんか」

「全くそんな気はないよ。──充希が見たって言う女性、あれは僕の姉だよ。正真正銘血が繋がった実姉だ。納得できないなら、証拠も揃えようか？」

「え」

　思考停止になって、充希は硬直した。今耳にしたことがグルグル回る。

　意味は理解できている。だが上手く飲み込み切れなかった。

「お、お姉さん……？　でもキスしていましたよね……？」

「それは充希の見間違いじゃないか？　話をする時に姉が身を屈めたのが、たまたま誤解を招いただけだと思う。だいたい、君と姉は以前にも顔を合わせている。充希は覚えていないかもしれないけど」

「……ぇ」

　そんな記憶は全くない。しかし仄かな既視感があったのも事実だった。

「あの……いつ？」

「やっぱり忘れているか。実は僕もその時に会っているんだ。だから仕事の打ち合わせが初対面じゃない」

「えぇっ？」

　心底驚いて、思わず大きな声が出た。

　あまりこのマンションの壁は薄くないけれど、今は深夜だ。充希は慌てて自らの口を塞いだ。

「ほ、本当に……？」

　小声で問い返せば、颯士が苦笑する。その笑顔には疚しさや嘘の色が欠片もない。さも楽しそうに肩を揺らしていた。

「充希を騙すつもりはない。いつか気づいてくれるかなって、期待していたくらいだ。本格的に忘れられていたんだって分かって、結構ショックだよ」

「……その、ええっと……ごめんなさい？」

　つい数秒前までこちらが糾弾していたのに、充希はしどろもどろで謝った。さりとて、やっぱり以前彼に会った覚えはない。姉という女性についてもだ。

　こんなにも容姿が優れた二人を忘れているとは自分の記憶力が心配になってきた。

「……いつどこでか、教えてもらえますか？」

「一年ちょっと前くらいかな。駅前で気分が悪くなった妊婦を助けたことがない？」

「……一年前に妊婦さん……？　ぁ」

　頭の端に何かが引っかかった。一つ映像が浮かべば、芋づる式に記憶がよみがえる。

　あの日はかなり気温が上がって、薄着の人が大半だった。

　休日で人出も多く、駅前は賑わっていたと思う。その中で、花壇の縁に座り、顔色が悪い女性がいた。

　周囲には沢山の人がいたけれど、誰も彼女に意識を払っていないのは傍から見ていても明らか。皆、携帯を眺めているかイヤホンから流れる音楽に没頭しているか、お喋りに興じていた。

　珍しくもない光景だ。特に悪意はなく、他人に無関心なだけ。

　だが充希は女性が気になりどうしても放っておけなかった。基本的にお節介なのである。

　そこでつい声をかけ、持っていたペットボトルを渡したのを思い出した。

「あの時の……！」

「そう。あれが姉。そのすぐ後、待ち合わせしていた僕が駆けつけたんだけど──やっぱり覚えていないみたいだね」

「だ、だって、妊婦さんが心配で家族が来てくれたなら安心だとばかり思っていたから……颯士さんの顔なんて全く見ていませんでした」

「だと思った」

　それに痛ましく顔を歪め土気色をした女性の印象が強く、昼間見かけた上品な出で立ちとは重ならなかった。

　だからすぐに思い至らなかったのだろう。言われてようやく記憶が繋がった。

「あの時、とても親切で魅力的な女性だなと思った。でも連絡先を聞く前に充希は立ち去ってしまったし、体調の悪い姉を放って追いかけるわけにはいかない。とても残念だったよ。そうしたら偶然仕事で君と再会できて、ゆっくり距離を縮めようと思ったんだ。──まぁ結果的に色々段階を飛ばした形になったけど」

　彼の言葉の一つ一つが胸に沁みる。

　中でも『魅力的だなと思った』の一言が充希の心を騒めかせた。

「そ、そんな風に言われたら、勘違いします。まるで颯士さんが初めから私を……」

「勘違いじゃない。僕は君に惹かれていた。本来はじっくり知り合うべきだったのに絶好のチャンスを得て、つい手を出した。まだ充希の信頼を得ていないのに身体の関係を結べば、心から受け入れてもらえなくて当然だ。だからまずはセフレでも君の傍にいたいと願った」

「難易度、高過ぎます……普通、そんな意図があるとは思いませんよ……」

　まさか正式な交際を視野に入れたが故のセフレ提案だったとは。

　どんなに洞察力や推理力がある人間でも、考えつかないに決まっていた。

「そうか？　僕は充希への好意を隠さず伝えているつもりだったんだが……足りなかったか」

「いや、大事にされているなぁと感じることは多々ありましたが、色々分からないせいで、逆に混乱しました……」

　いっそ頭を抱えたい。二人に必要だったのは対話だったのだと痛感する。互いに思い込みで暴走したのだと思うと、つい笑ってしまった。

　──私の葛藤は何だったんだ。

「それで、充希の返事は？　僕は君と結婚を前提に付き合いたいと思っている」

「け、結婚？」

「遊びのつもりは毛頭ないからね。真剣に交際できる女性としか、僕は関係を持ちたくない。その相手は、充希以外考えられない」

　真っすぐな愛の告白で充希の全てが痺れた。

　ドキドキと胸が高鳴る。頬が赤らみ、体温が上がってゆく。再び潤み出した双眸は、颯士だけを視界に捉えていた。

「お酒が大好きな女でもいいですか？」

「楽しく飲めるなら、何も問題ない」

「女らしくなくても？」

「僕から見たら、君以上に素敵な女性はいないよ。もし他の誰かが否定するなら、見る目がないなって思うし、一生充希の魅力に気づかなくて構わないと安心する」

　誠実な言葉が、強張っていた心を溶かしてくれる。

　自分の男を見る目は最悪だとお手上げ状態だったのに、掌を返して急に自信が湧いてきた。

　──こんなに最高な人を好きになれるなら、私の目もそう捨てたもんじゃない。

「……私も……同じ気持ちです。颯士さんが好きです」

　やっと言えた。

　何度も打ち消し、ごまかしてきた想い。セフレだと自分に言い聞かせる度、恋心は膨らんだ気もする。おそらく今夜正孝の騒動がなくても、いずれはこの気持ちに嘘が吐けなくなっていたのではないか。

　そう思えば、友人だと信じていた男に襲われかけた最低な夜の記憶も幾分か救われた心地がした。

「今夜は、泊まっていきませんか」

「充希が許してくれるなら」

「もう遅い時間だし……まだ離れたくないです」

　やっと想いが通じ合ったのだ。ここで解散は味気ない。慣れない誘惑を施し、充希は颯士を上目遣いで見つめた。

「……君を女らしくないなんて言う輩、本当にいるの？　性別云々の前に、この上なくほしくて堪らなくなる」

「……ぁ」

　後頭部に回ってきた手に引き寄せられ、唇が重なった。

　初めから深いキスは、呼吸を奪い合う激しさもある。何度も角度を変え貪り、次第に全身が火照ってゆく。

　乱れた呼気がどちらのものか分からなくなる頃には、二人とも瞳を潤ませていた。

「……っ」

　詰めた息を吐き出したのは同時。掠れた音がどこかいやらしい。

　抱き合い縺れながら立ち上がり、ベッドに倒れ込んだ。

　ホテルや彼の部屋のベッドとは違い、狭く硬い空間は、大人二人が密着しないとどちらかが転がり落ちかねない。それを言い訳にして、当然のように隙間なく重なり合った。

　充希の見上げた先に、愛してやまない彼がいる。この光景は何度も目にしたものだ。

　それでもここが自室であることが新鮮で、やや背徳感を掻き立てた。

「何だか……悪いことをしている気分」

「どうして？」

「颯士さんがあまりにもこの部屋に不釣り合いだからでしょうか……」

　本当は己の城であるプライベートスペースに男性を引っ張り込んだ気恥ずかしさが原因だが、何となく充希ははぐらかした。

　ワンナイトラブを仕掛けていながら経験値が低く、案外初心なのを悟られたくなかったからかもしれない。

　ようは、無意味な見栄を張ったのだ。

「言っていることがよく分からないが、僕はこの部屋がとても居心地がいい。だって充希の気配が満ちていい匂いがする。それだけで、どんなに広く豪華な部屋よりも、価値がある」

「……っ」

　下手にごまかしたせいで、むしろ羞恥を煽られるとは予想外だ。

　充希は真っ赤になった頬を見られまいと顔を背けた。

　──やっぱり、天然ジゴロ……！　油断も隙もない。サラッと何てこと言うの……！　言動がもはや猥褻物なんだけど！

「可愛い顔を見せて」

「んぅっ？」

　こめかみに口づけされ、颯士の唇が触れたまま話されたから身体の芯が熱を孕んだ。

　心音は更に速度を上げてゆく。

　優しいけれど意地悪な男の手で服を乱され、戸惑っている間に充希は裸に剥かれてしまった。

　自分の部屋で、一糸纏わぬ姿になる。

　着替えや入浴以外の目的で、初めてのこと。日常の中に非日常が食い込んできて、全身がより敏感になる。

　今や息をする度に鼻や肺の奥から爛れる感覚があった。

「颯士、さん……っ」

「でないと、充希が嫌がることをするよ」

「っ、それは駄目！」

　具体的に彼が何を目論んでいるかは不明だが、ろくでもないことなのは確実である。

　悔しいくらい的確に、充希が拒みたくなる行為を仕掛けてくるに決まっていた。

「だったら、ちゃんと僕を見て。僕だけ見ていて」

　頬に添えられた手に促され、真正面から視線が絡む。てっきり悪戯な笑みを浮かべていると思った颯士はしかし、至極真剣な表情だった。

　真摯な双眸が充希のみを凝視している。その瞳の奥に揺らぐのは、くっきりとした愛情。

　とても目を逸らせず、どちらからともなくキスをした。

「は……ぁ」

「好きだよ。やっと……本当に僕のものだ」

　彼の手が充希の身体を辿り、柔らかな圧を加えてくる。そのまま颯士の指が滑り落ちていったのは、既に蜜を滲ませ始めた足の付け根だった。

「ん……ッ」

　蜜口を緩慢な動きで摩られ、表面しか触られていないのに内部が疼く。

　感度が上がり、もどかしさも増した。危うく充希は淫らな欲求を口にしかけ、寸前で抑えるも、そんな抵抗は長くは続かない。

　溢れる蜜を潤滑液にして、彼の指は次第に大胆に動いた。淫路の浅い部分を往復し、秘豆を摘む。

　少しずつ力加減は強くなり深度も上がってゆくけれど、まだ達するには物足りない。そんな『後少し』が蓄積していった。

「……ぁっ……」

　気持ちがいい。だがもっとほしい。

　恥ずかしさと欲望の天秤がグラグラ揺れた。今夜はそれがアッサリと後者に傾く。

　大好きな人と両想いであると判明し、もう充希は自分に嘘が吐けなかった。

「あ……ッ、そこ、もっと……っ」

　蜜窟で指を曲げられるのが気持ちいい。同じ場所への刺激を求め、充希の腰が浮いた。

「いいよ」

　色香が滴る声音で、颯士が歓喜を露にする。トントンとリズミカルに濡れ襞を叩かれ、充希の愉悦が膨らんだ。

「あ……ッ、や、ぁああッ」

「ここも気に入った？」

　爪先が丸まった刹那、同時に花芯を押され内側と外側から圧迫される。それが途轍もない喜悦を呼び、充希の四肢がヒクついた。

「一気には駄目ぇ……っ」

「感じ過ぎて辛い？　だったら問題ないね」

「んぁっ」

　それまで蜜道の中間辺りをさまよっていた彼の指が突然奥を弄ってきて、充希は呼吸を忘れた。

　どこもかしこも凶悪なまでに感じてしまう。ただ性感帯に触れられているせいではない。相手が唯一無二の人だから。

　もっと触ってほしい欲がどんどん湧いて抑えがきかなかった。

「ああ……さっきの男、金輪際充希に近寄れないようにしてやりたい」

「っくぅ……そ、それは私が自力で解決します──ぁ、あんッ」

「僕以外の男のことなんて、一瞬も考えてほしくない」

　だったら思い出させる真似をするなと言いたかったが、下手に反論したらいらぬ嫉妬を買いそうで充希は口を噤んだ。

　おそらく──颯士はかなり嫉妬深い。一人の人間に執着するように見えないから意外だが、一度『自分のもの』だと認識したものには執心するタイプらしい。

　──きっと彼のそんな面を知っている人は、さほどいない……私だって、『特別』の枠に入れてもらえるまで、気づけなかった。

　甘い優越感が身の内に充満する。

　充希だって本音では颯士に別の女の影があるのは嫌だ。自分だけの彼であってほしい。過去の遍歴までは気にならなくても、この先は自分を見つめてくれと切に願った。

　──知らなかった。私はもっとさっぱりした人間で、諦めがいいと自負していたのに……私にも、こういう一面があったんだ。だけど、これはこれで嫌じゃない。本気で人を愛せた証だと思うから。

　颯士となら変化も怖くはない。そのままの自分を彼は受け入れてくれると信じられた。

「っぅ、あ、ああ……ッ」

　淫蕩な水音が下肢から奏でられ、体内を捏ねられる。男の指が往復する度に蜜液が掻き出され、充希の太腿を濡らしていった。

　きっとシーツにも滴っている。だが後先を考える余裕はない。

　そんなことより早く彼がほしい気持ちでいっぱいだった。

「……も、いいから……」

「官能的なお誘いだ」

　興奮を露にした颯士の双眸に射貫かれ、甘い恍惚感が体内を戦慄かせる。充希は自ら彼にしがみつき、颯士の耳へ唇を寄せた。

「……好き、です。……ぁ、んん……ッ」

　体内を割り拓き、硬い肉竿が入ってくる。これまでで一番太く逞しい気がして、息が乱れる。

　だが掠れた吐息には、快楽が滲んでいた。

「ふ……ッ、ぁ、あ……っ」

「充希……っ」

　滴る男の汗も、言葉になりきらない声も愛おしい。愉悦に滲む視界を瞬きで振り払い、充希は『自分の男』を瞳に焼き付けた。

　──大好き。

　こんな鮮烈で熱い感情を知ってしまえば、以前のようには戻れない。彼もそうであったらいいと心の底から願った。

　同じ律動を刻みながら、互いに相手がより感じるポイントを探ってゆく。もっと己に夢中になってほしくて、一層大胆になる。

　見つめ合い口づけを交わし、汗まみれの四肢を絡ませた。

　燃え上がりそうなほど熱くても、一瞬も離れたくなくて貪欲になる。

　シングルベッドは可哀想なほど軋み、ひっきりなしに揺れている。その上で愛する人のことだけ考え、感じ取った。

　味も、匂いも、形も、質感も。あらゆる感覚を駆使して一つになるため交じり合う。

　蕩けた内壁を掻き回され、肉芽を潰され、充希は全てを食らわれていった。同時にこちらも颯士を頬張り咀嚼する。

　淫らな蜜口はドロドロになり、いやらしい水音が鳴り止まない。拍手めいた音も大きくなるばかりだった。

「……ァッ、あ、あんッ、ぁああ……っ」

　深く貫かれた状態で腰を揺らされ、花芯が擦れる。充血した蕾は、直接摩擦されると喜悦が強過ぎておかしくなりそう。

　充希の爪先が淫蕩な形に丸まり、数度痙攣した。

「待って、ぁ、ひぁ……ッ」

「ほら、逃げない。ここ、何回でも擦ってあげる」

「んぁああッ」

　上体を起こした彼が充希の臍の下を押してくる。そこは皮膚を隔てて、今まさに颯士がいる場所。

　内側と外側から圧迫されて、充希の眼前に火花が散った。

「あぁあああッ」

　淫道が不随意に収縮する。光りが眩しくて、ほんの数秒意識が飛んだ。

　しかしドンッと強く突き上げられ、無情にも引き戻される。充希は声も出せず、もう一段高みへ放り出された。

「長く我慢を強いられていた分、今夜は思い切り充希を愛したい」

「……っ、ぁ……あああっ」

　まさか今までは全力ではなかったと言いたいのか。恐ろしい可能性で充希は視線を激しく泳がせた。

　だがそれが今の精一杯。

　快感の海で溺れかけ、まともな言葉なんて紡げるはずがなかった。

「これからは遠慮しなくていいんだな。嬉しいよ、充希」

　いや、親しき中にも礼儀あり。遠慮はしてほしい。そんな願いを口にする間はなく、荒々しい律動が再び始まった。

　熟れた内壁をこそげられ、最奥を叩かれる。

　子宮を揺さ振られる打擲に、眩暈がした。一突き毎に意識が飛ばされ、淫猥な声が抑えられない。

　浅い部分や淫芽を弄られるのも、強く体内を抉じ開けられるのも気持ちがいい。

　揺れる乳房の先端も捏ねられて、もはやどこが悦楽の源か充希自身にも分からなかった。

「ぁあッ、も、無理……っ、ァあああッ」

　達した回数は数えられない。

　絶頂から下りてこられないうちに、更に官能を注がれた。髪を振り乱し上に逃れようともがいても、そもそも狭くて逃げる場所が見当たらない。

　それ以前に、激しい愉悦の連続で充希の身体はすっかり意のままにならなかった。

　ただひたすら颯士を受け入れ鳴き喘ぐ。完全に意識を飛ばさないことが今できる全て。

　縋るものを求め、充希は強引に彼へ抱きついた。

「……んぁっ、ァああッ……ぁ、あ……っ」

「──ねぇ、充希。結婚式はいつにしようか？」

　今、それを聞く？　という文句は当然捻り出せなかった。だが、夢中で颯士の背中に這わせた掌で、気持ちは伝わったと信じたい。

　──プロポーズは嬉しいし吝かではないけど、その話はまた後で、じっくり考えましょう！

「……ぁあ、先に子どもを作ってしまうのも悪くないな。面倒な手順や根回しを色々すっ飛ばせるし……」

　──全然伝わっていない！

　そう言えばこの人はそういう人だった。

　優しく気遣いができ、一見完璧な人間なのに、いざとなると手段を選ばないのだ。そして速やかに急所へ食らいついてくる。

　気づいた時にはもう、獲物は颯士の腹の中。

　充希は、自分が既に丸飲みにされた後だと悟った。

「……っ！」

「まぁ、おいおい話し合おう？　どちらにしても結末は変わらない。愛しているよ、充希」

「……っ、ぁああッ」

　返事の代わりに嬌声を迸らせる。

　腹の中で熱液が弾け、とんだ婚約の証だと思いながら。







あとがき








　初めましての方も、そうでない方もこんにちは。

　山やま野の辺べりりと申します。

　濃蜜ラブルージュさんでは三作目の今回は、『爽やかに』『明るく』『楽しく』をテーマに書かせていただきました。

　そしてできるだけ官能的に、を心掛けました！

　過去作と比べると、かなり文字数を割いたはず（大事なことだから、強調）。

　我ながら、頑張った。

　それはともかく。

　私としては、お酒の失敗は学生のうちに終わらせておけ、が信条。まぁ、失敗なんてしないに越したことはないのですが、そこは人間なので……ねぇ？

　楽しいお酒は無事帰宅と、他人に迷惑かけないのが何よりも大前提だと思います。

　今作のヒロインは盛大にやらかしますが、それでも自分で責任を取って誰にも言い訳しないあたり、潔い女性です。いわゆるサバサバ。

　よくありがちな『自称』ではなく、本物の方です。

　自分で「私ってサバサバ系」という女性、だいたい癖強なの何故なんでしょうね……？

　謎。過去知り合った本物のサッパリ気質な方から、そういう発言は聞いたことがない。

　というわけでノリがよくて頼りになる、さっぱりした性格のヒロイン。男女共に人望はありますが、その分恋愛対象から外れがちな残念な子でもあります。

　そしてヒーローは、謎の執着心を全開でぶつけてくる男。

　確実に交際相手に不自由はしていないはずが、『酔った勢い』の過去を抹消したいヒロインにセフレ関係を要求する悪い奴です。勿論、そもそも論で言うとヒロインにも非があるのですけど。

　そんな二人の攻防戦を楽しんでいただけたら、嬉しいです。

　身体の相性ピッタリ。しかし社会的立場や倫理的観点からすったもんだする二人の関係を見守ってくださいませ。

　ちなみに私が好きなお酒は、ビールとスパークリングワインです（聞かれていない）。

　ジュースでは炭酸をほとんど飲まないのに、どうしてかアルコールでは好きですね。カクテルもミモザなどが好みですし。

　改めて考えると不思議。

　皆さまは、嗜まれますか？

　主人公はかなりのお酒好きなので、お好みのお酒片手に読んでいただけたら、幸いです！

　ではまた、どこかでお会いできることを願って。

　お読みくださり、本当にありがとうございました！






山野辺りり










【著者紹介】

甘いものがないと、働けない女です。心の栄養のはずが、余計な身体の栄養にもなっているのは何故でしょう？







濃蜜ラブルージュ

失しつ恋れんワンナイトの末すえ、敏びん腕わん御おん曹ぞう司しの淫みだらな執しゅう着ちゃく愛あいに囚とらわれる



2023年9月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　山野辺りり

■イラスト　ユカ

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Riri Yamanobe ©yuka








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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